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プロローグ







　ラッキースケベなる現象がある。

　それはまったくの偶ぐう然ぜんによって引き起こされるエロス。人じん為いの介かい在ざいする余地などないアクシデント。

　エロいこととは即すなわち、アハンとかムフフとかそう言ったものだ。おっぱいパンツが舞まい乱れ、男性側からは何の労力も割さかれることなく、女によ体たいの神秘が磁石のように引き寄せられる。接せつ触しよくする。

　しかもそういったムフフな状じよう況きようは、何な故ぜかある特定の男性に対して連続的に起こりやすいものらしい。まさに男であれば誰だれもが憧あこがれる極ごく楽らく的状況と言えるだろう。

　しかし、俺おれこと十じゆう王おう正まさ人とは、そんなものを一いつ笑しように付す。

　そんな珍ちん妙みような偶然が立て続けに起こるなど、常識的に考えてあるわけがないではないか。君子、怪かい力りよく乱らん神しんを語らずという。そんな童どう貞ていをこじらせた妄もう想そうとしか思えないような怪かい現げん象しように惑まどわされることもなく、現実をしっかり見み据すえて生きるべきだ。

　……と思っていた矢先のことだった。
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　ガチャ。

　ドアを開けると、そこにタピ岡おかがいた。

「ん？」

「え？」

　タピ岡は、前回の『マッドエンペラー抗こう争そう事件』で加わった新しい仲間だ。本名・谷たに岡おか邦くに江えという。

　先日の戦いで悪の最凶組織マッドエンペラーが解散し、俺たちおしり団の傘さん下かに加わることになった。そのためマッドエンペラーの構成員であったタピ岡も自動的におしり団の一員と化し、こうして俺たちのアジトに遊びに来てはお喋しやべりしたりお菓か子しを食べたりしている。

　だから、今こうして俺とタピ岡が遭そう遇ぐうするのはおかしなことではない。一つ屋根の下で生活しているなら度たび々たびは起こるバッティングだ。

　ただ、一つだけ問題があるとしたら。

　俺の開けたドアが、トイレのドアだったということだけだ。

「ま、まままま、正人？　何してんだＺＥ……!?」

　俺がトイレのドアを開け、入室しようとしたところ、中にタピ岡がいた。つまりコイツは只ただ今いま絶賛トイレ中だったということだ。

　タピ岡などという呼び名から若じやつ干かん判断がつきにくいが、コイツはコレで立派な女の子である。もっとも俺はコイツと出会った当初、わけあってコイツのことを男とばかり思っていた。なので真の性別が発覚した今でも、コイツの扱あつかいには多少の戸と惑まどいが残っているのだが……。

「………………」

　繰くり返かえす。俺とタピ岡は現在トイレにて第一種近接遭遇。タピ岡は既すでに用を済ませたのか、便座から腰こしを浮うかし、膝ひざまで下げていたパンツを引き上げようとしている最中だった。

　それが途と中ちゆうで止まっているのは、彼かの女じよが彫ちよう像ぞうのように固まってしまっているからだ。無論、俺がトイレに乱入したことが原因だが。

　パンツが膝にあるということは、今コイツの股こ間かんを隠かくすものは何もない。従ってコイツの性別が一いち目もく瞭りよう然ぜんとなる絶好の機会というわけで。

　……コイツやっぱり女だったんだな。

　男では絶対に出せない色いろ香かをまとった柔やわ気げな脚あし。Ｆカップの隠れ巨乳な割にスレンダーな下半身の、そのフトモモとフトモモの間には……。

　……やっぱ女の子だな！

「何マジマジと見てるんだＺＥ!?」

　タピ岡が、フトモモをモジモジすり合わせながら怒おこる。そりゃ怒るわな。

「正人、見み損そこなったＺＥ！　女の子のお手洗いをこんな堂々と覗のぞき見みするなんて、とんだＨＥＮＴＡＩ野や郎ろうだＺＥ！」

「待て、誤解するな！　俺はお前がいるなんて知らなかったんだ！」

　そう、俺がトイレへやってきた理由はただ一つ、生理現象だ。俺自身に蓄ちく積せきされたポテンシャルを解放しようとトイレのドアを開けたところ、タピ岡がいたというただそれだけの話なのだ。

　入ってるなら鍵かぎぐらいかけとけよ！　誰もいないかと思うじゃねーか！

　ノックしなかった俺も悪いんだが！

「あ、でも待てだＺＥ？　オレ様のを見たのが他のヤツならいざ知らず、正人なら問題ナッシンかもだＺＥ？」

「なんでですかっ!?」

「ツレションは友情の証あかしだＺＥ！　オレ様と正人はダチ公同士だから、見せ合っても問題ナッシンだＺＥ！　というわけで友情を深めるために、正人はもっとオレ様の股間を見れだＺＥ！」

　見られませんが！　そんなこと言われて遠えん慮りよなく女性の股間を見られるわけもありませんが！

　タピ岡は俺との間にある友情を固く信じているが、彼女の振ふる舞いが、常に友情の範はん疇ちゆうを超こえているように思えるのは気のせいだろうか!?

　ともかく、俺がノックを忘れてトイレのドアを開けたせいで大だい惨さん事じ！　というこった！

「……正人中ちゆう尉い、何をなさっているのですか？」

　背後からの声にビクリとすると、スカディさんが俺の後ろに立っていた。

　銀ぎん髪ぱつショートが目印の、おしり団創設メンバーの一人だ。スカディさんはいつものクールな眼まな差ざしで、目下の俺の現状を分ぶん析せきする。

「…………正人中尉、いかに我らが悪の組織とはいえ、白昼堂々の変態行こう為いは……」

「違ちがう！　俺がしているのは違い法ほう行為でも悪行でもない！　俺がしているのは……！」

「合意の上でタピ岡女史と変態プレイに及およんでいたと？」

「違うよ！　たしかにそれだと合法だけれども、違うよ！」

　厳密には違い法ほう性せいがプンプンするけどさ！

　スカディさんとギャーギャー言い合いし、被ひ害がいはますます拡大中といった感じだ。ここは俺への風当たりを避さけるためにも違う話題へ強制転てん換かんだ！

「スカディさんこそ、一体何故ここにいるんです？」

「……人がトイレを目指す理由は一つです」

　スカディさんはふとももをモジモジさせていた。つまりそういうことだった。

「正人ォ！　シカトしてんじゃないＺＥ！」

　そして荒あらぶるタピ岡も収まらない。

「今こそオレ様と正人の友情度を上げる大チャンスなんだＺＥ！　あ、そうだ正人も見せるんだＺＥ！　見せ合いっこでさらに友情倍率ドン！　だＺＥ！」

「何を見せ合うって!?」

　問題発言すぎるタピ岡を黙だまらせようにも、下半身全ぜん裸らの女性の口を無理やり塞ふさいだりしたら、それこそ絵的に犯罪だ！

「あの……、用がないなら退出していただけませんでしょうか？　トイレは必要とする者のために開放されるべきだと小官は……！」

　現状に手をこまねいていると、三人の中でもっとも追おい詰つめられているだろうスカディさんが我が慢まんの限界に達した。

「失礼いたします……！」

　クールな彼女にしては珍めずらしいほどの切せつ迫ぱくした声で、俺やタピ岡を押おしのけトイレに入ろうとする。

「うわっ!?」

「なんだＺＥ!?」

　急に押された俺もタピ岡も、バランスを崩くずして大わらわ。しかも狭せまいトイレ内のことである。三人もの人間が同時に詰め込まれたことで大混乱。お互たがいがお互いを押しのけようとし、壁かべにぶつかっては跳はね返り、全員どう転げまわったかもわからず、パチンコ台の中のパチンコ玉状態。

「ぐえッ!?」

　それでも最終的に倒たおれ込んでなんとか体を安定させる。今俺はどういう体勢になっているか？　と状じよう況きよう確かく認にんしてみたら、エライことになっていた。

「ま、正人中尉……？」

　目の前には、便座に座すわったスカディさんがいた。無事目的地までたどり着けたらしいスカディさんは、ちゃんとズボンもパンツも下ろし、準備万ばん端たんで発射体勢を整えていた。

　すぐ面前に、俺がいることを除いては。

「い、いけません正人中尉。ここから先は閲えつ覧らん不可能で……ダメ、や……!?」

　俺やタピ岡によって散々に焦あせらされたスカディさんの堤てい防ぼうは、ここでついに決けつ壊かいした。

　チョロチョロチョロチョロ……、と水音が鳴る。静せい謐ひつな日本庭園にいることを錯さつ覚かくさせる水音だった。

　スカディさんの、運動によってスラリと引ひき締しまった下半身。鍛きたえ上あげられたためにスポーツカーのような機能美を感じさせる脚きやく線せんは、しかし股間からの水音のためにこれ以上ないほど性的なものに見えた。

「…………」

　何故こんなことが起こったのか？　ありえないにもほどがあるが、起こってしまったんだからしょーがない。

「……あ、あのスカディさん？」

　恐おそる恐る声を掛かける俺を無視し、終始無言なスカディさん。

　ちなみにタピ岡は、揉もみ合あいになった際トイレ外へ蹴けり出されたようで、廊ろう下かにお尻しり丸出しの状態で「むぎゅう」と言っていた。

「……小官は兵士です」

「はい？」

「……兵士とは、命をなげうって戦う者……の、こと。それが、この程度で動どう揺ようするようでは、一いつ瞬しゆんの判断ミスが命取りとなる戦場では、戦場では……、ううぅ……」

「泣いたぁーーーーーーーー!?」

　スカディさんが泣いた!?

「す、スカディさん!?　そりゃー泣きたい気持ちはわかりますがっ！　まず落ち着いて！　涙なみだを拭ふいて！」

「あーあーああーあ、正人が女の子泣かしたんだＺＥー♪」

「お前もいい加減パンツ穿はけ！」

　前後から下半身全裸の女の子どもに挟はさまれて、進退窮きわまる俺だった。
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　こうして散々な目にあった俺が、転げまわって埃ほこりまみれになった体を洗おうと風ふ呂ろ場ばへ入った時のことだ。ちなみにこのおしり団アジト、元は倒とう産さんした民宿で、温泉湧わき出でる大浴場が完備してある。

　ガラッと浴場の入り口を開ける。

「ん？」

「え？」

「おろ？」

　またしても未知との遭遇があった。一人風ぶ呂ろ状態だとばかり思っていた湯船の中に、しっかり美み夜やと緩ゆるや花かが先んじて入っていたのだ。

　イヤ、厳密に言えば美夜との入浴中の遭遇は通算二回目で、風呂上がり直後のケースを入れれば三回目になるからちっとも未知ではないのだが、しかし何度見ても新しん鮮せんな驚おどろきが色いろ褪あせない美夜のグラマラスボディは圧巻なのだ！

　待て。今は感動している場合ではない。今自分が、浴場で全裸の女の子とご対面というラ○ひな的古典様式美の只ただ中なかにいることを自覚しろ。

「なななななっ!?　何事でござるか正人殿どの!?　女子が利用中の浴室に討うち入いりするなど赤あ穂こう浪ろう士しでもせぬことでござるよ!?」

　緩花が、そのボーイッシュな外見とは裏腹に、実に乙女おとめな態度で自分の素すっ裸ぱだかを隠す。
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　岸がん我が緩花は、先ほど登場したタピ岡と同じマッドエンペラーからの移い籍せき組ぐみで、しかも元マッドエンペラー総長ご本人様だ。

　元々物もの凄すごく才能のある剣けん術じゆつ娘むすめで、そのせいか言動も時代がかっている。

　それどころか俺たちの仲間になる以前は、剣けん士しとして女であることをとてつもないハンデだと感じており、それを払ふつ拭しよくするために「拙せつ者しやは男だ！」と自分の性別を否定までする始末だったのに。

　それが見よ。今ではお風呂場での予期せぬブッキングに、顔を赤らめつつ裸はだかを隠そうと、自分の顔の半分までをお湯の中にザプンと沈しずめる。

　なんと乙女な仕草であるか。緩花もここまで女らしくなったか、と娘の成長を見守る父親のような喜びが胸に溢あふれてくるのだった。

　……って、感動してる場合じゃねえ。イヤ目の前の光景には感動すべきだが、今自分の置かれた状況には、感動より優先されるべき緊きん急きゆう性せいが。

「ご、ゴメン二人とも。誰もいないと思ったものだから……！　で、でも二人は、どうしてこんな日の高いうちからお風呂に？」

　と必死になって弁明しなければならない俺だった。

「それが聞いてください正人さん。この子ったら、昨夜お風呂に入ってなかったんですよ」

　と答えてくれたのは美夜だった。

　橘たちばな美夜。彼女もまた、かつて俺おれたちが倒した悪の最強組織シャーウッドの元リーダー。

　俺たちの仲間となる前は、マッドエンペラー総長だった緩花と血みどろの抗争を繰り広ひろげ、魔ま女じよとまで恐れられた存在だったが、今ではライバル関係であった緩花と共に、テレビのお色気コミコミ観光番組よろしく同じ湯船に浸ひたっているのだから、世の中何が起こるかわからない。

「まったく。シャンプーが怖こわくてお風呂に入らないだなんて、子供ですかアナタは。頭皮を一日脂あぶらまみれにする恐ろしさがわからないみたいですね。そうでなくとも緩花さんはお外で遊びまわって髪かみの毛けが埃まみれになるというのに……」

　それで美夜が緩花のことを、有う無むも言わさず風呂場に引っ張り込んだ、という状況か。

「遊びまわっているのではござらぬ！　修しゆ行ぎようでござる！　それより正人殿でござる！　乙女の湯ゆ殿どのに男が乱入……！」

「それは問題ありません。だって、私と正人さんは、その…………」

　美夜は、湯で火ほ照てった肌はだを、さらにほんのり朱しゆに染める。

「……もう、夫ふう婦ふですから」

　そうだった。俺と美夜は、とある家庭の事情によって既に夫婦みたいな状況に追い込まれているのだった。

「アナタが私のことを貰もらってくださったあの時から、私は身も心も正人さんのモノなんです。今さらこの肌をアナタに見られて困ることなんて……」

　そう言って、美夜はざぶりと湯音をたてて湯船から立ち上がる、お湯の中に隠れていたＨカップの見事な裸ら体たいが、俺の眼前に晒さらされ……、

「……ごめんなさい、やっぱり無理です！」

　……る前にざぶんとお湯の中に戻もどってしまった。真っ赤な顔を半分までお湯に沈めて、ため息でお湯をブクブク泡あわ立だてている。ウン、いいよ。そのウブな気持ちをいつまでも忘れないでいてほしいな美夜。

「やっぱり俺は一回出るよ。女性と一いつ緒しよに入浴ってわけにもいかないし……」

　美夜たちが先に風呂を使っている以上、他に選せん択たく肢しはない。

　俺は立ち上がり、出口へと向かおうとした。その時、『ぬるっ』と足元で変な感覚がした。

「えっ？」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて『あっ、俺石せつ鹸けん踏ふんだな』と気づいた。何せここは風呂場である。ベタではあるが石鹸の一つや二つ落ちてたって当たり前。足と床ゆかの狭はざ間まにある固形石鹸はズルルルッ、と滑すべりまくって俺の体勢を豪ごう快かいに崩す。

「おわわわわわッ!?」

　このままではすってんころりんと風呂場で転んでしまう。俺はバランス感覚を全開にして耐たえ凌しのごうとするが、しかしここはただでさえタイルの滑りやすい風呂場。

　踏ふん張ばろうとすればするほどツルツル足を取られ、右往左往してしまう。

「ま、正人さん!?」

「こっちに近づいてくるでござるぞ!?」

　美夜たちが戸惑いの声を上げる中、ついに踏ん張りきれなくなった俺は、よりにもよって美夜と緩花の入っている湯船の中に盛大に飛び込んでしまう。

　しかも俺の飛びこむ先には、ピンポイント射しや撃げきでもしたかのごとく絶ぜつ妙みようの位置に、美夜の驚いた表情が!?

「きゃあっ!?」

「柔やわらかっ!?」

　俺と美夜、裸で抱だき合うような状態で、ザパーーーンッ！　と湯船に盛大な水柱を上げてしまう。

　元々は多数の客を入れるために設計された元民宿の大だい浴よく槽そう。人間二人が倒れても充じゆう分ぶん収まる。要するに俺は全身が湯船の中に沈ちん没ぼつして、このままでは溺おぼれてしまうということだ！

「グバッ!?　ガボボボボボボボ……!?」

　美夜と抱き合ったまま湯船の中でもがき苦しむ俺。

　人間が水中で呼吸できないのは周知の事実。起き上がらなければ！　早く頭を水面より上に出して呼吸しなければ！　と思うんだがそれができない！

　何故かというと、湯の中で俺の頭上に何かが覆おおいかぶさっているからだ。大きくて重い何かだ。それが俺の頭を浴槽の底に押さえつけ、水面に上げようとさせない!?

　この俺を溺でき死しさせようとする、大きくて重いものの正体は……。

「ま、正人さん!?　何ど処こに頭を入れてるんですかぁーーー!?」

「み、美夜殿の尻の下に正人殿の頭がぁー!?」

　もしや俺は今、顔を美夜のお尻に潰つぶされているのか!?

　どーりで大きくて重いわけだ！　そして天国のように柔らかくて心ここ地ちよい感かん触しよくがするわけだ！

　俺の知るあらゆる女子の中でも最ボリュームを誇ほこる美夜の尻。二人もつれ合いながら湯船に突とつ入にゆうしたせいで、そんな珍妙な体勢になってしまったのか!?

　感触は天国、生命的には地じ獄ごく、コレなーんだ？

　湯船の底で美夜のお尻に潰されてる今の俺だ！

　っていうか美夜！　これそろそろ窒ちつ息そく的な意味でヤバいんですが！　君のお尻を俺の顔からどかせてくれませんかね？　イヤやっぱどかさないで！　でもどかさないと命が！

「ああんっ、正人さん！　ええと、あの、ひゃんッ!?　とにかく動かないでぇ……!?」

　美夜もかなり混乱していて、俺の頭から尻をどけるという発想が出てこないようだった。

　水難事故というのは往々にして、そういうパニックから最悪の結末に至る。

「正人殿！　拙者が今お助けするでござる！　でりゃー!?」

　しかしここには、唯ゆい一いつ事故の当事者でない緩花がいた。彼女は適切に、湯船に沈んだ俺の脚を掴つかみ、グイと引っ張る。

　するとイモでも引っこ抜ぬくかのように、美夜の尻に潰されていた俺の頭がスポンッ、と。

「ひゃうんっ!?」

　美夜が変な声を上げた。

　ともかくも、緩花が機転を利きかせてくれたおかげで、俺は美夜の尻から脱だつ出しゆつ。湯の中から浮ふ上じようする。

「ぜはー！　ぜはー！」

　久方ぶりの酸素はそれはまた美味なのであった。

「大だい丈じよう夫ぶでござるか正人殿!?　大丈夫でござる！　溺れた時には人工呼吸ということは拙者よく存じているでござる！」

「え？　イヤちょっと待って!?　人工呼吸は意識不明で呼吸停止した人にやるもんだから！　俺意識ある！　呼吸ある！　バイタル正常！」

　必死に我わが身みの無事を訴うつたえるものの、緩花はまったく問答無用、強ごう引いんに己おのれが唇くちびるを俺の唇に近づける。

　緩花だってお風呂に入っているからには裸、つまりすっぽんぽん。美夜の絢けん爛らんなプロポーションには及ばないものの、それでも蕾つぼみの美しさをもつ細身のＢカップが惜おしげもなく晒されている。それに見み惚ほれた俺の一瞬の隙すきを突つき、緩花の唇は俺のそれと熱い接触。

「むぅーーーー!?」

　入浴中の緩花の唇からは純じゆん粋すいにお湯の味がした。

　しかしそれどころでない混乱が俺を襲おそった。緩花のヤツ、人工呼吸ならヤツから俺へ空気を送り出すのが真っ当なのに、逆に思い切り空気を吸っているのだ!?

（ちょッ……、なッ……、待っ……!?）

　抗こう議ぎしようにも口を塞がれているため何も言えない。緩花は剣けん豪ごうであるせいか恐ろしいほどの肺活量で、俺の体内からすべての空気を奪うばい去らんと、超ちよう凄すごい勢いで吸い上げる。

　俺の肺が通つう販はんでやっている布ふ団とん圧縮袋ぶくろみたいに!?

（イヤ、まさかコレ、死……!?）
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　体中の空気がなくなれば当然脳へ送られるはずの空気もなく。俺の意識は急速に真っ黒になっていくのだった。要は酸欠による気絶だった。

　まさか水中で溺れた後に窒息することになろうとは……。

「ま、正人殿!?　人工呼吸したのに正人殿が死んだでござる!?」

「ま、正人さーーーんッッ!?」

　遠のく意識の中で緩花と美夜が騒さわいでいるのはわかった…………。





＊　＊　＊






「まったく今日はなんて日だ……!?」

　無呼吸状態から奇き跡せき的てきな生せい還かんを遂とげた俺は、濡ぬれた髪をタオルで拭きながら廊下を歩いていた。

　なんだろうこのラッキースケベの頻ひん発ぱつは。今日は何かのイベントデーなのだろうか？

「あ、正人さーん！」

　廊下の向こうから、小こ柄がらで愛くるしい少女が駆かけ寄よってきた。その少女こそおしり団団長、伊い佐さ波なみ美み。子供のような体格でもバッチリ俺と同じ年だ。

「………………」

　俺は試ためしに指をパチンと鳴らしてみた。

　それと同時に団長の穿いているスカートがストンと落ちて、パンツが丸見えになった。

「ぐるほぶふぉえッッ!?」

　人間を内側から粉々にする崩ほう拳けんが俺のみぞおちにクリーンヒット。肉も骨もバラバラになるような痛苦に、俺は頽くずおれた。

「正人さん！　えっちぃのはいけま千円！　なのですよ！」

　もちろんパンチを放ったのは団長だ。

　しかし待て、ここで俺は非難されるべきだろうか？　俺が指を鳴らしたことと団長のスカートが落ちたことは無関係だろ。まったくの偶然ではないのか？

「そんなことより正人さん！　佐さ藤とうさんたちが呼んでいるのですよ！　それで団長たる私が正人さんの行方ゆくえを踊おどる大捜査線なのです！」

　おしり団団長パシられてるじゃねーですか。

　佐藤さんたちというのは、かつて俺たちが戦った悪の最強組織シャーウッドの幹部クラスの人たちで、佐藤さん、鈴すず木きさん、田た中なかさんの三人だ。常時つるんでいるので一まとめに呼ばれる。

　年長の大人なので、俺などよりもずっと経験豊富で見識も広い。そういうポジションからおしり団のアドバイザー的役割を受けもってもらっているのだが……。

「一体何の用だろ？」

　俺は崩拳のダメージから回復するのをしばらく待って、佐藤さんたちのいるというアジトの食堂へ向かった。





＊　＊　＊






「…………斑鳩いかるがさんへ挨あい拶さつに行こうと思う」

　俺が食堂へ着くなり、佐藤さんはそう切り出した。俺が到とう着ちやくする以前から喧けん々けん諤がく々がくの議論が横行していたようで、場はほんのりと荒すさんでいる。

「……斑鳩さん？」

　聞き覚えのある名前だった。たしか前にも佐藤さんに「斑鳩さんに会ってみるか」などと脈みやく絡らくもなく言われ、キョトンとした記き憶おくがある。

　その斑鳩さんとやらは一体何者なのか？

「…………オレは反対だ」

　佐藤さんの提案を受けて、シャーウッド古参組の一人である鈴木さんが真っ向から反対した。心なしか重苦しい態度だ。

「そうは言うがな鈴木よ。オレたちシャーウッドがおしり団として再生し、指揮系統がチビッコ団長＆参さん謀ぼうに移ってからもう一ヶか月げつ以上だ。その間マッドエンペラーまで傘下に収めちまってるし、何かしらの報告をしておかないと後々面めん倒どうだぞ」

「別に報告することは反対してない。報告だけなら、いつもみたいに田中を通して定時連れん絡らくするだけでいいだろ？　ワザワザ参謀を連れて行く必要はない」

　佐藤さんと鈴木さんの議論は、平行線のまま交わる気配がない。俺はしょうがないので、唯ただ一人議論に参加していないシャーウッド古参組の最後の一人、田中さんへ小声で尋たずねた。

「あの……、田中さん、佐藤さんたちが言ってる『斑鳩さん』って誰なんですか？」

「んん？　……そうだねぇ、参謀は、悪の五大組織って知ってる？」

　田中さんは、シャーウッド古参組の中でなんだか他の二人と毛色が違う。でもそのせいで、物静かでありながら確かな存在感を醸かもしている人だ。

「五大組織、ですか？」

　それは知っているだろう。悪の世界では一いつ般ぱん常識レベルだ。

　現在社会には百を超こえる悪の組織が点在し、正義の組織ＭＩＮＯＳミノスを始めとする様々な世の中の決まりごとに反はん抗こうしている。

　その中でも、特に強大で、周囲への影えい響きよう力りよくをもつ強きよう豪ごう組織が五つ。




　シャーウッド。

　マッドエンペラー。

　アザゼルバンク。

　ＭＴＣメイソン。

　黒こく援えん隊たい。




　この五つを指して悪の五大組織という。そのうちシャーウッドは俺たちおしり団が倒して乗っ取り、後日マッドエンペラーまでも吸収した。

　そうなると残っているのは三組織になるわけだが……。

「五大組織の一つアザゼルバンク。その代表が斑鳩さんだよ」

　五大組織の頭目？　つまりは俺たちのライバルになるってことじゃないか？

　悪の組織は、自分たちが悪の頂点に立つため互いに鎬しのぎを削けずりあっている。アザゼルバンクもＭＴＣメイソンも黒援隊も、いずれは戦うことになるだろうとばかり思っていたのだが……。

　その横で、佐藤さんと鈴木さんの議論も白熱している。

「だからぁ！　今回ばかりはそれじゃイカンでしょ、って言ってんの！　組織の運営形態が変わったんだぜ。これはアタマを連れて行って、その素質を評価してもらわんことには先には進まんだろ！」

「美夜の時にはしなかったろ、そんなんは！　あの時は結局『美夜はお飾かざりのリーダー』だって向こうも知ってたから対面する必要もなかった。今回もお飾りだってことで通せばいいじゃないか！」

　美夜……、やっぱりお飾りだったのか……。

「オイ鈴木。お前はホントーに、斑鳩さんにそんなウソが通じると思うか？」

「うっ」

「美夜の場合は本当にお飾りだったから斑鳩さんも無理に対面を強しいなかった。でも参謀は違う。正しよう真しん正しよう銘めい、組織の若きリーダーであり経営者だ。その程度のことを見み抜ぬけない斑鳩さんだと、テメーは本当にそう思ってるのか？」

「……正直言うとな、オレは不安なんだよ佐藤。斑鳩さんは色んな意味で大きすぎる人だ。オレが斑鳩さんに初めて会ったのは二十七の時だったが、それでもあの人の人格に呑のみ込まれて自分を見失いそうになった。参謀はまだ十六だぞ。そんな人生で一番繊せん細さいな時期にあの人に会って、どんな影えい響きようが出るか…………!?」

　なに？　俺のことが話題に上ってんの？

　しかし俺には、何な故ぜ佐藤さんたちがこんなにまでシリアスに話し合うのか皆かい目もく見当がつかないのだった。

「オイ田中！　お前はどう思う!?」

「んー？」

　議論が煮に詰つまったのか、我関せずな感じだった田中さんへ、ついに話が振られる。

「そーだよ！　大体斑鳩さんの担当は田中じゃねーか。こんな時にお前が意見を言わないでどーする!?」

「いやー、ボクが斑鳩さん担当とか怖すぎる認にん識しきはやめてほしーんだけど……」

　そう言って田中さんは、俺の方をマジマジ見た。何スか一体？

「参謀はさあ、最近特別に運がよかったとか、悪かったとか思うことない？」

　唐とう突とつな質問に、俺はますます訳がわからない。しかし『運がいい』というフレーズに俺のシナプスが選び取った記憶は、ついさっきのタピ岡とのトイレ遭遇、スカディさんのお小水、美夜の顔面騎き乗じよう位い、緩花の殺人人工呼吸、団長の指パッチン脱だつ衣い…………。

「……心当たりがあるみたいだねえ。じゃあダメだ。参謀はもう斑鳩さんに『捕つかまってる』よ」

「「なんとッ!?」」

　佐藤さん、鈴木さんが揃そろって悲痛な声を上げる。

　一体なんなんだ、さっきから？　議論に白熱するのはいいとしても、話題に上っている俺自身にもわかるように説明してくれまいか？

「佐藤くんも鈴木くんもさ、斑鳩さんにビビりまくるのはいいけど、まだあの人の本質的なところを理解してないよね」

「バッ……。ビビってるとかそーゆんじゃねーよ！」

「どういうことか詳くわしく説明してもらいたいな？」

　色をなす佐藤さん鈴木さんに対して、やはり田中さんはどこかゆるゆるしている。

「斑鳩さんはね、ボクらみたいな小者がどーこーできるヒトじゃないの。あの人が参謀に会う必要がないと思ったら会わないし、逆に会いたいと思ったら会うの。ボクらの意思なんてまったく関係ないの。こういう話し合い自体ムダムダ」

　田中さんが、そう自信たっぷりに言った矢先のことだ。俺おれたちが議論を繰り広げるアジトの食堂に、来訪者がやってきた。

「佐藤さーん、佐藤さんいますー？」

　と呼びかけてくるのは、おしり団の一般メンバーの一人だ。

　俺たちおしり団のアジトには、俺や団長たち以外にも大勢のメンバーが出入りしていて、その中には元シャーウッドのメンバーもいれば、元マッドエンペラーのメンバーもいた。

　そして今登場した山やま田ださん（本名不ふ詳しよう）は、佐藤さんたち同様シャーウッドから籍せきを替かえた女性メンバーだ。シャーウッドの人たちは大たい抵てい有あり触ふれた名字を偽ぎ名めいにし、正義から身分を謀はかるのだが、この山田さんという女性は若干オタが入っていて『山田』という偽名を大層気に入っており、

『山田という偽名なので仕事しません！』

　とわけのわからぬことを言っては佐藤さんに小こ突づかれている。多分何か元ネタがあるに違いない。

　その山田さんが一体なんの要件だろうか？

「田た中なか死しさん！　田中死さんでもいーんで聞いてくれます？」

「無理やりボクのことタカナシっぽく呼ばなくていーから。一体どーしたのさ？」

　田中さんに促うながされ、山田さんは本題に入る。

「今、玄げん関かんのところに斑鳩さんからの使いって人がいて……」

「「「え？」」」

「なんか『おしり団の中ちゆう核かくメンバーを招待したい』って言って、玄げん関かん先さきで待ってますよー」

　途と端たん、場の空気が凍こおった。山田さんの報告を聞いて数秒……。




　イヤァァァァァアーーーーーーーーーーーーーーーッッッ!?!?!?!?




　停とまっていた時間が動き出すかのように突とつ然ぜん、佐藤さんと鈴木さんが転げまわった!?

「ナニコレ!?　どーいうことなの!?　なんでこのタイミングで斑鳩さんから招待が来るの!?」

「盗とう聴ちよう器きでも仕し掛かけてんのかあの人は!?　だからあの人怖いんだよ！　なんでオレたちのやることなすこと一歩先を制するんだよ!?」

　と皆みなさん大混乱である。

「ははははは……。だから言ったでしょ？　ボクらがどーこーしたって斑鳩さんには関係ないって……」

　そう言って唯一取り乱さなかった田中さんにも、額にうっすら冷ひや汗あせが浮うかんでいた。

　その斑鳩さんなる人に会うべきか会わざるべきか？　そう話し合っている最中に招待が来ては、もはや会わざるをえない。

　まるでこちらの選択肢を先回りで潰しているかのようなタイミングだった。

　コレは果たして偶ぐう然ぜんなのか？　偶然としか説明がつかないが、誰だれもが偶然だとは思えない。

　これから俺たちを招き、会おうとしている人間が、いかなる人物なのか？　俺にはいまだ予想だに出来ないのだった。







第一章　悪のマネジメントモデル







　結局俺たちは行くことになった。

　何処へ？　悪の五大組織の一つ、アザゼルバンクの『本社』へと、だ。

　元々そこへ行くかどうか、という話し合いの最中だっただけに、この突然の申し出を断ることもタイミング的にできない。まるですべてが計られているかのような偶然の折り重なりによって、俺たちはアザゼルバンクが用意した送そう迎げい用の車に乗る。

　その車がまた凄すごい。リムジンだった。しかも大人数が乗れる大型のヤツで、『中核メンバーでお越しください』というあちら側の要求通り、俺、団長、スカディさん、美み夜や、緩ゆるや花か、そして佐さ藤とうさんたちの計八人が乗ってもなお余よ裕ゆうがあるほどの超ちよう高こう級きゆう車しやだった。

　ちなみにタピ岡おかは中核メンバーでも何でもないのでいない。

「スカディちゃん、スカディちゃん！　車の中に冷蔵庫があるのですよ！　中はジュースでいっぱいですよ！」

「スポーツドリンクはないようですね」

　そりゃないだろう。というかその中にあるのは高級なお酒ばかりでソフトドリンクなんか僅わずかしかないはずだ。普ふ段だんこれに乗る人たちのブルジョワぶりが窺うかがえる。

「……お、ラグロイフの十七年物がある」

「佐藤くーん？　これからお仕事だからねー？　アルコールはダメだからねー？」

　佐藤さんは、しぶしぶ冷蔵庫にお酒を戻した。

「それよりも、現地に着くまでまだ時間あるでしょ？　その間にできるだけ参謀にレクチャーしてあげた方がいんじゃない？」

「そーだなー。……よし参謀」

　何スか？

「これから行くアザゼルバンクのことだが、参謀は知ってるか？」

「バカにしないでくださいよ。俺はこれでもＭＩＮＯＳミノスの試験勉強時代、ＭＩＮＯＳの敵になる悪の組織のことも相当研究してきたんだ。有名な五大組織なんて必修科目じゃないですか」

「じゃあ知ってるのか？」

「それは……」

　……白状すると、実は知りません。

　五大組織の中でもアザゼルバンクだけは情報統制が敷しかれていて、いかなる媒ばい体たいをもってしても見つけ出すことができなかったからだ。

　新聞やテレビが扱あつかわないのはもちろんのこと、ネットですら何な故ぜか検けん索さくしても何も出てこない。それゆえ関係者の間では相当にヤバ気な組織なのではないか？　と囁ささやかれているほどなのだ。

　すべてが謎なぞに包まれた秘密結社、それが悪の組織アザゼルバンク。

　……てなことを掻かい摘つまんで述べてみると、佐藤さん田た中なかさんから「あー」みたいな顔をされた。

「まー一般常識的にはそんなとこだよねー。正義が必死こいて隠いんぺいするから……」

「参謀もその点まだまだ悪の世界に浸りきれてないよなー。……よろしい、では俺たちから真実を教えよう。まずな、悪の五大組織についてだけど……」

「はい？」

「アレ嘘うそなの。実はアザゼルバンク一強なの」

「はいぃぃ!?」

　どういうことだ!?　悪の世界は、五つの強大組織が互いに牽けん制せいしあうことで均きん衡こうを保っていると思ったけど、そんなことはなかったぜ！　ということか!?

「規模とか資金とか、あらゆる面から言ってアザゼルバンクが最強なの。参謀は覚えてる？　シャーウッドやマッドエンペラーの構成員数？」

「どっちも百人ちょっとでしたよね？」

「アザゼルバンクの構成員は末まつ端たん含ふくめて約六千人です」

「ろくせんッッ!?」

　私の戦せん闘とう力りよくが五十三万的なものじゃねーか！　同じ五大組織の中なんでそんなに差があるの!?

「だから言ったじゃん。アザゼルバンクに比べて、他の五大組織はザコみたいなものなの。四つまとめても全然勝てないの」

「じゃあなんで世間から五大組織なんて言われてるんですか!?」

「それは正義さんの思おも惑わくによるところだよ」

　こともなげに田中さんが解説する。

「今の説明でもわかるとおり、アザゼルバンクは強大すぎて正義の組織ＭＩＮＯＳにとっても迂う闊かつに手が出せない。でも、そんなこと表立って言えないじゃない正義のメンツ的に」

「それは、まあ……」

「そこで正義は一計を案じたの。悪の世界ナンバーワンをひた走るアザゼルバンクと、その遥はるか後方にいるナンバーツー以下。コレらをまとめて五大組織と呼び、あたかも同列であるかのように印象付ける。そうしてトップのアザゼルバンクを避さけてその他大勢を圧あつ倒とうしていれば、正義が悪に勝ってるように世間からは見えるじゃない？」

　それが悪の五大組織誕生秘話ということか。

「それってなんか姑こ息そくじゃないですか？」

「そのシナリオを書いたのは油あぶら多ただよ」

　大人組の鈴すず木きさんがボソリと言った。

　油多というのは、前回俺たちが戦ったＭＩＮＯＳの広報部長。正義の組織の宣伝部門を担当していた男だ。とても下げ衆すなヤツであったし、そうした外部への印象操作なんて、いかにもヤツのやりそうなことだったが……。

「前の戦いで油多は失しつ脚きやくしたから、世間もだんだん真実を認にん知ちしてくるだろうな。本当は、ＭＴ能力の世界はＭＩＮＯＳとアザゼルバンクが二分してるってことをな」

　二大組織。それが俺たちの世界を構成する本当の形ということか。

「で、そのアザゼルバンクを仕切っているのが、これから会おうっていう斑鳩いかるがさんなの」

「アザゼルバンクのボス、斑鳩青あお盛もりさんだな」




　斑鳩いかるが青あお盛もり。




　田中さんと佐藤さんが口を揃えて唱える名に、当人をまったく知らない俺ですら畏い怖ふを感じざるをえなかった。

「斑鳩さんは、悪の世界の長老というべき人でな。正義の組織ＭＩＮＯＳが設立されてから約二十年、その間ずっとＭＩＮＯＳと戦い続けている」

「悪の組織はここ数十年、新しいのが立ち上がってはＭＩＮＯＳに潰されてるからね。その中で二十年間、ずっと存続してるのは斑鳩さんのアザゼルバンクだけ。ＭＩＮＯＳは二十年かけて多くの悪を潰してきたけど、斑鳩さんだけは潰せなかったってことかな？」

　シャーウッドやマッドエンペラーはここ数年で旗はた揚あげされた新参者。つまり積み重ねられた歴史においてもアザゼルバンクは段だん違ちがいということか。

「それゆえに斑鳩さんは、悪の大ボスとして自他共に認識されている。悪の世界であの人に睨にらまれたらまず生きていけないし、逆にあの人から多額の援えん助じよを受けてる組織もある。だから大たい抵ていの悪の組織は、ある程度の規模になると斑鳩さんのところに挨拶に行くんだ。ウチはアナタと敵対する意思はありません、ってね」

「はあ……」

　俺の視線は、自然とある二人の方へ向く。かつての、大組織のリーダーたち。

「……美夜、緩花」

「はい？」「なんでござろう!?」

　二人は外の景色を楽しんでいたのを中断して俺の方を向いてくれる。

「君たちは、……その、会ったことがあるのか、斑鳩さんって人に……？」

　シャーウッド、マッドエンペラー。五大組織に列せられるほどの強豪組織を束ねていた美夜と緩花なら、当然斑鳩さんとやらとの面識もありそうな気がするが……。

「すみません、実はないんです」

「まったくござらぬ！」

　期待外れだった。

「私、シャーウッド時代は、そういったことは佐藤さんたちに任せきりでしたので。至らぬリーダーで申し訳ありません……」

「拙者は油多に騙だまされて悪の組織を百潰すことだけに執しゆう心しんしておったから、それ以外など眼中にない。そうでなくても手練手管など拙者のすることではござらぬ！」

　申し訳なさそうにモジモジする美夜と、逆に清すが々すがしいほど堂々とした緩花が好対照だった。

「その辺は特とく殊しゆなケースとして置いといてですね。まあ普ふ通つうは斑鳩さんのトコに挨拶に行くわけです」

「むしろ、お前らなんかは早さつ急きゆうに行かなきゃいけない方だと思うぞ。オレらシャーウッドを潰して乗っ取った上に、先日はマッドエンペラーまで傘さん下かに収めている。それに関して斑鳩さんがどう思っているかは、オレらには計り知れん」

　田中さん、佐藤さんが口々に脅おどしめいたことを言う。

「野心をもっていると思われていると？」

　普通だったらそう思うだろうな。五大組織のうちの二つを立て続けに撃げき破はしてしまったのだ。警けい戒かいされていたとしても不思議はない。

　しかし、実際のところ俺たちは、団長のつつましい（？）野望を叶かなえてやりたいという以外これと言った目的のない組織だ。

　基本人じん畜ちく無む害がい、ならば後々火種になりそうな誤解は早めに解いておくべきだろう。

「……それで、今回の挨拶か」

　なんとも世せ知ち辛がらい理由があったのね。

「じゃー行きますよー。『おしり』の『り』です！」

「では小官が続きましょう。『りんご』」

「『ご』、ですか？　……『ごまプリン』なんかおやつにどうでしょう？」

「ん!?　『ん』でござるか!?　ん、んん～～～～!?」

　そしてヒロインたちはヒマをもて余しすぎて、おしり団にてもっとも高貴な遊び、しりとりに興じてしまっていた。

　たしかに、ちょっと飽あきるぐらい車に揺ゆられ続けてきたな。一体俺たちは何処に向かってるんだ？

「……田中さん、アザゼルバンクのアジトってまだ着かないんですか？」

「ん～、高速降りたからもうすぐだね～」

　と言われたので、俺も車窓から外へ目を向けると、『新宿』と書かれた道路標識を確かく認にん。

「え？」

　新宿。東京都庁も建っている都会の中の都会。こんなメジャーな場所に悪の組織のアジトがあると!?

「ホラ、着いたよ、あそこー」

　数分後にリムジンが停まり、揃って降ろされた俺たちの前には、高々としたビルがそびえ立っていた。

　何十階建てか？　と思うほどの高層ビル。しかもその外観は、どこぞの外国人建築家がデザインしましたよと言わんばかりに独創的で、スタイリッシュだ。

　外がい壁へきは総ガラス張りで透とう明めい感があり、清潔で、光ひかり輝かがやいている。高層ビル群で有名な新宿の中にあって一ひと際きわ存在感を放つ。

「……、た、田中さん？　こっ、ここがアザゼルバンクのアジトなんですか……？」

　あまりのイメージの食くい違ちがいっぷりに、俺はキョドりが止まらない。

　フツー悪の組織といえば、世間に隠かくれ、正体を明かさないものではないのか？　だからアジトなんて山やま奥おくとか地下とか、人のあまり来ないところにヒッソリ建っているんじゃないのか？

　なのになんだこのビルの目立ちっぷりは!?　社会に対してあまりにオープンすぎる！

「ああ、そーいえば参謀にはまだ肝かん心じんなことを話してなかったねぇ。参謀アレ、アレをルックイット」

「はい？」

　田中さんが指差す先を見てみると、そこには光り輝く看板に『アザゼルバンク本社ビル』とたしかに刻んであった。

　本社？

「アザゼルバンクは悪の組織であって、その実態は会社なのです。……株式会社アザゼルバンク。創業十七年、資本金二千億、日本各地に四十以上の支社をもつ優良企き業ぎようだよ」

　俺はそれを聞いて、豪ごう奢しやなビルの前で固まるのだった。

　悪の組織が優良企業？

　一体どういうことだ？
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　ビルの中に入ると、この『アザゼルバンク本社』とやらの豪ごう壮そうさはますます顕けん著ちよになっていく。

　ガラス張りの明るいロビー、大理石の綺き麗れいな床ゆか、所々には観葉植物や絵画がセンス良く飾られてあって、人の往来も賑にぎやかだ。

「ようこそ、アザゼルバンク本社へ！」

　ロビーに入るとすぐ、受うけ付つけ嬢じようらしいおねーさんから百万ドルの笑え顔がおで出で迎むかえられる。

「って、次期社長じゃないですか。おはようございます！」

「ごめんなさい、マジやめて」

　受付嬢さんと田中さんとのやりとり。

「どうしたんです、こんな時間に本社まで？　今日はお仕事ない日ですよね？」

「今日は新興組織の人としてきたんだよー。斑鳩さんに呼び出だされたのー」

「そうなんですか？　ちょっとお待ちください？」

　受付嬢さんは内線電話を取り、受話器に向けて二言三言交かわす。

「お待たせしましたー。社長は今十七階にいますので、そのまま上がってきてくれとのことです」

「あいあいー」

　会話が終わると、田中さんは俺たちをゾロゾロ引き連れてエレベーターへと向かう。

　俺はもう何が何やらサッパリだ。

　他のメンバーも、まったく未経験な環かん境きようのために借りてきた猫ねこのように大人しく……、

「正まさ人とさん正人さん、あの受付嬢さんおしり蒸むれてそうでしたね！」

　一部例外がいた。それはともかく。

「本当に会社じゃねーか」

　世間一般がもつ悪のイメージなど微み塵じんもない。清潔で、明るくて、目立っていて。俺はいまだに場所を間ま違ちがえたとしか思えない。

「あははは、驚おどろいた？　さっき参謀、ネットでググってもアザゼルバンクが出てこないって言ってたじゃない？　だけど実は出てくるんだよねー。でも上位にヒットするのが会社のホームページだから、みんなスルーするの。『オレの探してるのじゃない』って……」

「思い込みって怖こわいよなー。そりゃ表社会でブイブイいってる大企業と悪の組織とを結びつけるなんて、なかなかできんよ」

　俺もスルーして、かつ結び付けられなかった、ということか。

　どういうことなんだ？　悪の組織は、正義の組織ＭＩＮＯＳから指定されて初めて悪となる。

「……何を考えてＭＩＮＯＳは、会社なんかを悪の組織に指定したんだ？」

　俺が独り言のように呟つぶやくと、それにつぶさに反応した人がいた。

「斑鳩さんはＭＩＮＯＳなんか少しも怖がってないよ」

　そう言ったのは鈴木さんだった。この人は実は元ＭＩＮＯＳ隊員でもある。

「その証しよう拠こに、ＭＩＮＯＳではこういう指示が周知徹てつ底ていされている。『――ＭＩＮＯＳ隊員は、アザゼルバンクの斑鳩青盛とは決して交戦してはならない。それは『千越オーバー・えサウザンド』である十じゆう王おうあてな隊員も例外ではない』とな」

「何ですかそれ……ッ!?」

　十王あてなは、俺の姉にして正義の組織ＭＩＮＯＳの看板隊員。世界中のＭＴ能力者の中でも最高の実力をもち、ＭＴ値一〇〇〇を越こえる最強能力者『千越オーバー・えサウザンド』の世界初のケースだった。

　悪側にスカディさん、美夜、緩花が現れるまで、世界に『千越オーバー・えサウザンド』は姉さん唯ただ一人。姉さんのお陰かげでＭＩＮＯＳは悪を圧倒し、『正義は勝つ』のセオリーを市民に信じ込ませることができた。

「だからこそＭＩＮＯＳは、十王あてなが斑鳩さんとぶつかるのを避けてきた。十王あてながボロ負けすれば、正義の権けん威いは一気に吹ふき飛とんでしまうからな」

「それはつまり、ウチの姉と斑鳩さんが戦ったら、確実に斑鳩さんが勝つってことですか？」

「どうだかな。だがもし現実にそうなったら、オレは全財産を斑鳩さんに賭かけるぜ」

　オッズ一倍じゃー儲もうけにならんでしょ、アハハー、と大人組は乾かわいた笑いに包まれた。

　一体どういうことなんだ？　人の信念を物理的な力に変えるＭＴ能力。その範はん疇ちゆうにおいて最強なのは、お尻しり好ずきすぎて制せい御ぎよ不可能な力をもつ団長を除けば『千越オーバー・えサウザンド』だと常々思っていた。

　俺がこれから会う人は、その常識すら覆くつがえすというのか？　イヤ、そんな人間がいるはずがない。俺の知る『千越オーバー・えサウザンド』だって充じゆう分ぶんに常識を超こえた力なんだから。

「着いたよ十七階ー」

　そうこうしているうちに、どうやらエレベーターが目的階へ到とう達たつしたようだ。

「さて佐藤くん、鈴木くん、覚かく悟ごはよいかい？」

「おお、どうにでもするがいいさ」「ここまで来ては是ぜ非ひもない」

　大人組の皆さんが表情を引ひき締しめる。というか投なげ遣やり気味である。女の子チームは相変わらず「何が起こるの？」といったキョトン顔だった。

　田中さんが深呼吸を二回もしてから、目の前のドアをノックする。

「失礼しまーす」

　部屋に入ると、中はさながら戦場の様相を呈ていしていた。それぐらい熱気に溢あふれているということだ。学校の教室ほどの広いオフィスに、二十人ほどの男女が詰つめて、威い勢せいのいい掛かけ声ごえや電話のコール音が飛び交っている。

「ハイいつもお世話になっております！　アザゼルバンク第七営業部です！」

「そちらの件ですか!?　昨日メールで資料を送っておいたんですが、届いていないでしょうか!?」

「部長ぉー、外回り行ってきまぁーす！」

「大宮支店から電話来てますけどぉー!?」

　ナニココ？　ホントに会社っぽいじゃねーか。

　俺の理解が追い付いていないのにも構わず、田中さんはサクサクと、社員ぽい一人に話しかける。

「お疲つかれ様さまです中なか尾おさん」

「おう、次期社長じゃないか！　お疲れ！」

「スンマセン、本当マジやめてください」

　田中さんに泣きが入っている。

「こんなところまで登ってくるなんて珍めずらしいね？　さてはとうとうウチに正式入社する気になったかい？」

「その件はまた別の時に。それより斑鳩さんいます？」

「いるよー。……社長、社長！　田中くん来てますけどーッ！」

　室内中に響ひびき渡わたるような声で呼ばれると、それに反応する人がただ一人だけいた。部屋の隅すみにあるソファに座すわって、何かしら書類チェックらしきものをしている人が、それを中断して立ち上がり、俺たちを見る。

「ハオ、田中クンお久ねー☆」

　全力の笑顔、としか表現できないような表情を浮かべた人だった。

　その人は一直線に田中さんへ駆かけ寄よると、有う無むを言わさずハグ。田中さんを両りよう腕うでで抱だきすくめる。

「斑鳩さんッ……!?　ご無ぶ沙さ汰たして……!?　イヤあの、ちょっ……!?」

「ホントにアナタは呼ばないと来てくれないんだから！　現場ではいつも助かってるわよー。能力者と無能力者の提てい携けいがアナタのおかげで円えん滑かつだって！」

「お、恐おそれ入いります……！」

「そ・れ・か・ら！　佐藤クンと鈴木クンはもっとご無沙汰じゃない？」

「「は、は、はいッッッ！」」

　その人の視線に佐藤さん、鈴木さん揃って縮み上がる。アジトではもちろん、正義の軍勢を前にしてもふてぶてしいこの人たちにしては、ありえない恐きよう縮しゆくぶりだった。

「家業は順調？　佐藤クン？　聞いたわよ、こないだ嫁よめさんのためにサ店開いたそうじゃない。女のためにお店一つ用意できるなんて、大した男になったわねー？」

「いえっ……！　アイツは嫁とかではなく……ッ！」

「鈴木クンも農業頑がん張ばってる？　宮本武蔵のマネもいいけど、また世の中に勝負したくなったらウチが請うけ負おうわよ？　その気になったらいつでもいらっしゃい！」

「わかりました！　わかりましたから三十男を高い高いしないでくれますかッ!?」

　佐藤さんも鈴木さんも次々にハグされて、遊園地のアトラクションみたく振ふり回まわされている。

　物もの凄すごくバイタリティのある人だということは一目見てわかった。佐藤さんたちをブン回しているあの人のことだ。俺の知る限りもっとも頼たよれる大人・佐藤さんたち三人が、あの人の前ではまったく従順。ムツ○ロウの前の犬のような有様だ。

　しかし待て。あの人は、どこかで見た覚えのある……!?

「さーて、あとの子は初対面……、てわけでもなさそーね？」

　思うさま佐藤さんたち弄いじりに満足したその人が、今度は俺たちに興味を向ける。

　俺は、乾いた声で言う。

「ア、ア、ア……、アナタが斑鳩青盛さんなんですか？」

「イグザクトリィ、アナタみたいな坊ぼうやにまで名前が知られているなんて光栄ね」

　どこからどう見ても二十代後半にしか見えないおねーさんだった。

　このおねーさんが悪の大ボス・斑鳩青盛さんなのか？

　俺はこの人を知っている。正確には二度ほど会ったことがある。一度目は、美夜とデートに出で掛かけた婦人服売り場で、二度目は皆で行った婦人服売り場で。

　どっちも婦人服売り場だけど、とにかく俺はそこで会ったんだ！　今目の前にいる悪の大ボスに！

「アタシが斑鳩青盛です。よろしくね彼かれ氏しクン？」

　婦人服売り場にいた店員のおねーさんが、悪の組織アザゼルバンクのボス。悪における頂点を極きわめし者、斑鳩青盛だった…………!?
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　皆さんは覚えておいでだろうか？

　俺たちが何かの縁えんでよく利用していた、とあるデパートの婦人服売り場。そこには、一度会ったら忘れそうにないアクの強い店員さんがいた。

　店員なのに客へタメ口、やたらとフランク、俺に腹パンかましたこともある、客を客とも思わぬ珍ちん妙みような店員。

　そのおねーさんと、これまた夢にも思わぬ場所で俺たちは再会を果たした。

　オフィスから移動した応接室。そこで余裕たっぷりに俺たちと対座するおねーさん。その人と俺は、たしかに面識があった。

　パンツルックでビシリと決まったスーツ。脚あしはスラリと長く、胴どうも引き締まってモデルのようだ。髪かみは長くてウェーブがかかり、宝たから塚づかの男役のような耽たん美びさがある。

　これほどまでに只ただ者ものでない印象を見せられていて、今までただの婦人服売り場の店員だとばかり思っていた俺って……。

「イヤ……、まさかもう斑鳩さんと参さん謀ぼうたちに面識があるとは……」

　俺たちと同じくソファに腰こしかけている田中さんが、脂あぶら汗あせをかいている。

「出会いはいつも突然に、ってとこね。田中クンは、ウチが特定の量りよう販はん店てんと提携して、婦人服の新ブランドを売り込もうってプロジェクト、知ってるでしょ？」

「そういや、そんなこと言ってたよーな。アザゼルバンク、マジ手広い……」

「その時アタシも視察でデパートに来てたんだけど、その時そこの子がアタシのこと店員と勘かん違ちがいしちゃって……」

　そう言って店員のおねーさん改め悪の大ボス・斑鳩さんは美夜のことを指さす。初めてあのデパートへ行った時のことだろう。

「あああ！　あの！　その節はタイヘンなごしつれーをばをば……!?」

　去りし日の失敗が発覚した美夜はソファから飛び上がり、凄い勢いで頭を上下にシェイクするのだった。

　混乱のためか日本語が怪あやしくなっている。

「いいのよー、その場で否定すればいいのに、悪ノリしちゃったアタシにも非はあるんだから。それに、若い子と戯たわむれてアタシもエネルギー貰もらえたからねー」

　コロコロと笑う斑鳩さん。しかし、俺は笑う気になれなかった。

「一回目はそれでいいとして、二回目はどうなんです？」

「んん？」

「俺たちがアナタの正体も知らずに会ったのは二回、俺と美夜がデートした時と、緩花のブラを買いに行った時だ」

「そうよねー。色んな女の子とデートして、末すえ恐おそろしいガキよねー」

「そこは置いといて！」

　的確に痛いところをツッコんでくる！　さすが悪の大ボス!?

「……一回なら偶然もありうる。しかし二回目も偶然だったと言うんですか？　俺たちが二回目の買い物に来た時も、アナタはまた視察に来ていたと!?」

「一回の視察だけじゃ詰め切きれないところがあったからねー」

「そういうことを言ってるんじゃないです！　偶然が二回も立て続けに起こったのか、ってことですよ!?」

　そんなことが実際に起こりうるはずがない。

　俺が想像するもっとも深刻なシナリオはこうだ。悪の大ボスであるこの人――斑鳩さんは、それゆえに悪の世界で起こるあらゆる出来事をチェックしている。その中で、幾いく度どにもわたって正義の組織ＭＩＮＯＳを退けてきた俺たちのことを知り、さらに詳くわしく情報を収集しようと近づいた。服屋の店員と身分を偽いつわり、偶然を装よそおって。

　そのことについて問とい詰めると斑鳩さんは、

「何を言ってるのよ」

　と涼すずやかに笑った。

「たとえそうだとしても、やるとなったらそれ専門のエージェントに任せるわよ。代表みずから諜ちよう報ほう活動なんて、今時スパイ映画でもありえないわよ？」

「だが！　さっきも言ったように偶然が二回も……！」

「起こるのよ、アタシの行くところではね」

　あまりに自信に満ちた言葉に、俺は二の句を継つげなかった。

「アナタはそうやって、アタシのことを責めたてるけどね。アタシだってビックリしてるのよ？　まさかアナタが噂うわさのゲンさんジュニアだったなんてねー」

「えっ？」

「初めて会った時から『誰かに似てるなー』とは思ってたのよ。言われてみればシックリだわ。その常に眉み間けんにシワを寄せてるところなんか」

「……ッ!?」

　一いつ瞬しゆん呼吸が止まり、四し肢しの神経が強こわ張ばった。

「ゲンさんって誰ですか!?　大工の人ですか!?」

　よせばいいのに団長が、斑鳩さんの言った何気ない一言に喰くいついてきた。俺おれとしてはぜひとも聞き流したいことなのに。

「フフフ、違うわよ、ゲンさんといえば、この子のお父さん、十王厳げん破ぱに決まってるじゃない」

「「「!?」」」

　斑鳩さんの言葉は、ソファに居並んでいる他の女の子たちも反応させた。

　スカディさんと美夜と緩花。てか何故そんなに反応する？

「お義と父うさま……じゃなくて、正人さんのお父さまを御ご存ぞんじなんですか？」

「当たり前じゃない。アタシは悪の大親分で、あっちは正義の司令様よ。お互たがいコインの裏表のように切り離はなせない仲として、メアドの交こう換かんぐらいはしてるんだから」

「メアド交換!?」

　そりゃねーだろ！　なんで正義と悪の両ボスがメル友なんだよ!?

「マジよ、ホラ」

　そう言って斑鳩さんは懐ふところからケータイを取り出し、俺たちに画面を突つき付つける。





　差出人：十王厳破

　件名：娘むすめが

　家に帰らないと言う。また妻に怒おこられる[image: ]






「顔文字を使いこなすなよッッ！」

　思わず盛大にツッコんでしまった。つーかメールに顔文字使うのか!?　五十過ぎのオヤジでかつ、正義の司令のクセに!?

「他にはこんなのもあるわよー」

　斑鳩さんは淀よどみなくケータイを操あやつる。





　差出人：十王厳破

　件名：妻が

　夕飯を作ってくれない。仕方ないので自分で作る。今夜は焼き飯だ[image: ]






「そこはチャーハンって言えよッッ！」

　俺のツッコミが止まるところを知らない！

「うわー、正人さんのお父さんって面おも白しろそうですー」

「こ、これが正人さんのお義父さま……」

「さすがは正人中ちゆう尉いのお父上にあらせられます」

「なんだかよくわからないが凄いのでござる！」

　なんか女の子たちからの評価も爆上がりしてるし！　なんかムカつく!?

「……あ、そういえば一番新しいメールの返事送ってないのよねー。ちょっと彼氏クン」

「はい？」

　斑鳩さんからの唐とう突とつな呼びかけ。

「えーと、そこの女の子たち、左右前後から彼氏クンのこと取り囲んでくれる？」

「「「「え……!?」」」」

　困こん惑わくしながらも団長、スカディさん、美夜、緩花の四人は、斑鳩さんの指示通りソファに座る俺へ包囲の配置につく。

　左右両りよう隣どなりに美夜と緩花がピッタリ引っ付き、後ろからスカディさんが両腕を首に絡からみ付け、とどめとばかりに団長が膝ひざにチョコンと乗る。

　なんだコレは？　雑誌の裏表紙に乗ってる通つう販はん商品の紹しよう介かい写真か？　このペンダントを買うとこんな幸運が！　みたいな。

「じゃ、撮とるわよー、はいカマンベールチーズ」

　ピロリロリン♪

「送信、と」

「ちょっと待ってェェーーーーーーーーーーーーッッッ!?」

　いともたやすく行われるえげつない行こう為い!?

　ナニ送った!?　今撮った写メを誰だれに送った!?　受け取った相手に必ず誤解をもたらす酒池肉林な俺の画像を一体誰に送りやがったァァーーー!?

「いやぁー、ゲンさんも息子むすこの成長を眼めに見える形で確認できて満足ね。返事を書くのにも頭使うし、いいネタ提供してもらったわ」

「手間を惜おしんでヒトの恥ち辱じよく画像を配信するな！　大体余計なお世話ですよ！　あの人が俺の成長に興味あるわけないじゃないですか！」

　俺のことなんて、オヤジはとっくに見限っているのに！

「それはさて置き……」







[image: ]







　急に、斑鳩さんの声が一オクターブ低くなった。

「そろそろ本題に入りましょうか。お互い顔を合わせたのは遊びじゃないのだからね。時間の価値をわからない人間は成功できないわ」

「はあ……」

　自分から散々遊びまわしてきたクセに、と言おうとしたが、斑鳩さんの目を見るととても言い出せる雰ふん囲い気きじゃなかった。

「まずは改めて自己紹しよう介かいしましょう。……アタシは斑鳩青盛、悪の組織にして株式会社アザゼルバンクの会長兼けん代表取とり締しまり役やくをしています。よろしくお願いね」

「は、はい！　俺は……ッ！」

「十王正人。新興組織おしり団の参謀にして実質的なコンダクター、で合ってるかしら？」

「え？」

　俺に名乗らせることなく、俺の名前や役割を的確に？

「それから正規の団長である伊い佐さ波なみ美みちゃん。副団長のスカディ・Ｗヴアイスマン・東とう郷ごうさん。元シャーウッドの二代目リーダー、魔ま女じよモリガンこと橘たちばな美夜さん。そして最近おしり団傘下に入った元マッドエンペラー総長、鬼き人じんシヴァこと岸がん我が緩花さん」

　次々と読み上げられる名前に、呼ばれた当人たちも困こん惑わく顔がおだった。俺たちはまだ自己紹介を済ませてないのに、斑鳩さんは俺たちのことを知っているのだ。

「情報を制する者は世界を制する。というのは釈しや迦かに説法かしらね？」

　斑鳩さんは俺の方を見て薄うすく笑う。

「とにかくも、本日はアタシの招待に応じてくれてありがとう。本来なら会談を望んだアタシの方から訪問すべきなんだけど、今回話し合うべき内容は、こちらで行った方がいいとアタシが判断したの」

「それは……？」

「アタシとアナタたちのこれからについて」

　ズバリと切り出された内容に、身が引き締まる思いがする。

　現行における俺たちとアザゼルバンクとの関係については、前もって田中さんたちから説明を受けてきた。斑鳩さんが擁ようするアザゼルバンクは悪の最大勢力。そのアザゼルバンクと良好な関係を築いておくことが、俺たちの組織維い持じに必要不可欠なことなんだ。

「かつてアタシは悪の組織シャーウッドと友好的な関係を結んできた。それは彼かれらの『正義の圧政に反はん抗こうする』という理念を面白く感じたから。それはガキ特有の反はん抗こう心しんの発はつ露ろでしかなかったけど、大人が敷しいたレールから離れて、子供たちだけで独自の秩ちつ序じよ機構を作り出そうという試みには、心惹ひかれる瑞みず々みずしさがあったわ」

「シャーウッドの森……」

　俺の傍かたわらで美夜がそう呟いた。彼かの女じよこそ、シャーウッドというアウトロー組織が生み出したものの意義と終しゆう焉えんを見届けた者だった。

「そうしたシャーウッドの理念も、あの子――ロビンが去ったことで終結を迎むかえた。そして次にアナタたちが現れた。アナタたちはシャーウッドを土台に新たな何かを築き上げようとしている。過去のシャーウッドとは別物としてね。だからこそアタシはアナタたちに尋たずねるわ。アナタたちは自分たちの組織に、どんな望みを懸かけているか。いかなる目的をもって悪の組織を立ち上げたのかを」

　その問いかけに、俺は今、試ためされているのだと感じた。

　これは試験だ。俺たちおしり団が、悪の最大組織アザゼルバンクと同盟を結ぶに足る相手かどうかを判断するための。

　俺たちがどんな目的をもって活動するか。それを知ることで斑鳩さんは俺たちおしり団にどんな価値があるか見み極きわめようとしている。

　迂う闊かつな答え方はできない。この回答如何いかんによって、俺たちおしり団とアザゼルバンクの関係が決まるのだ。悪の最強組織と呼ばれたシャーウッドですら、アザゼルバンクの同盟と支し援えんの下に正義と戦ってきたと言う。

　それならば俺たちもアザゼルバンク、ひいてはこの目の前にいる斑鳩さんの不興を買うのは、なんとしても避さけねばならない。

「……お、俺たちは」

　俺は、腹に力をこめて言った。そうしないと一見、若々しい女性の姿をしている斑鳩さんの、それに似つかわしくない気勢の大きさに呑のみ込まれそうになる。

「……俺たちは、シャーウッドの理念を継けい承しようしていきます。正義の圧政に反抗し、ＭＩＮＯＳの束そく縛ばくに苦しむ中高生をできる限り多く守っていくつもりです」

　斑鳩さんがシャーウッドと友好関係を結んできたのは、シャーウッドが真っ向からＭＩＮＯＳに反抗し、その牽けん制せい役やくを務めてきたからに違いない。

　そうすることによってＭＩＮＯＳの注意はシャーウッドに向き、その分斑鳩さんは何かと動きやすくなったはずだ。

　そういう意味で、シャーウッドとアザゼルバンクは利害関係にあった。その役割を継承すれば、斑鳩さんはおしり団に価値を認めてくれると……。

「それじゃあ、ダメね」

「ええっ!?」

　なのにアテが外れた。これじゃあ斑鳩さんは動かないっていうのか!?

「言ったじゃない？　それはシャーウッドの望みであって、アナタたちの望みじゃない。猿さるマネの望みじゃアタシのハートは掴つかめないわよ？　そうねえ、団長ちゃん、アナタはどう？　アナタはどんな望みをもって悪の組織を立ち上げたの？」

「はいっ！」

　話を振られて、団長は元気よく答える。

「おしり団は、ナイスでフェティッシュなおしりを求める集団なのです！　全世界の素す敵てきなおしりと友だちになりたいのです！」

「ちょっと団長ぉーーー!?」

　この団長まったくブレない!?　たしかにおしり団はそういう目的でスタートしたけど、今ここでそれを言う必要はないんでないですか!?　これで斑鳩さんに呆あきれられたら、両者の協力関係が……！

「アメージングよ。いいわねそういうの」

「えぇーーーーーーッッ!?!?!?!?!?」

　なんか斑鳩さんの心にヒットした!?　どういうことよ!?　なんで俺の模も範はん解答がダメで、団長のブッ飛んだのはＯＫなんですか!?

「減点一ね彼氏クン。アナタは目先の利益を得ようとして、自分を飾かざって見せた。残念ながらアタシにとっちゃ、そんなものを見み抜ぬくのはワケないわよ」

　斑鳩さんはそう言って、俺のことを真まっ直すぐに見み据すえた。心の奥おく底そこまで見通すかのような透明な眼まな差ざしだった。

「アタシに認めてほしかったら、腹の底まですべてさらけ出しなさい。アナタぐらいの若わか僧ぞうが、出し惜しみして動かせるほど、この斑鳩青盛は軽くないわよ？」

「う……！」

　俺の背筋に、冷たいものが走った。小手先のおためごかしなど簡単に見破ってしまう。斑鳩さんの眼力に、俺の胆きもは即そく座ざに縮み上がった。

「……さて、それじゃ、行きましょうか」

「え？　どこへ？」

　いきなり立ち上がる斑鳩さんに、俺は呆あつ気けにとられるばかり。この人のやることなすことが、俺にはまったく予想できない。

「言ったでしょう、アナタたちをここへ招いたのには理由があるって。アタシたちは、お互いを理解する必要があると思わない？」

　と言いますと？

「アタシがアナタたちを試すように、アナタたちにもアタシを試す権利がある。そうでしょう？　せっかくウチの本社へ来たんだから、ウチの仕事を見学してみない？」

　そう言って斑鳩さんはスタスタと歩き出す。一体何なんだ？

　慌あわてて追おうとするその折、丁度いいタイミングというか、ちょっと気になったことを団長に聞いてみた。

「そういえば団長は、斑鳩さんのお尻には反応しませんね。何な故ぜです？」

　さっきの団長恒こう例れいのお尻シャウトを聞いてふと思ったのだ。

　斑鳩さんは、俺から見ても超ちよう美び人じんの大人の女性だ。細いし長いし凜り々りしいし。『大人の色気』を感じさせるお尻。『全世界の素敵なおしりと友だちになる』と豪ごう語ごする団長なら突とつ貫かんしても不思議はないと思うのだが。

「やだなー正人さん、いかにこのおしり団団長・伊佐波美といえど、まだ男の人のおしりに突とつ撃げきするほど悟さとってはいないのですよ」

　え？

　…………え？

「………………だ、団長、今なんと？」

「だから男の人のおしりに興味がもてる域には達していないのですよぉー」

　なんだって!?

　俺は、軽かろやかに歩いていく斑鳩さんの背中を食い入るように見み詰つめた。あの腰がキュッと引き締まった、どこから見ても女性としか思えない麗れい姿しをもつあの人が、男!?
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「……何言ってるのよ。ちゃんとアタシのフルネームは聞いてるでしょー？」

　斑鳩青盛。

　そりゃたしかに、女性の名前にしては違い和わ感かんありますが……。

　団長の透とう視しスキルによって明らかになった衝しよう撃げき事実に本人を問いただしてみたところ、実にアッサリ斑鳩さんは真実を認めた。

「い、斑鳩さんは…………、ニューカマー、ってヤツですか？」

「んー、どっちかっていうと女じよ装そう癖へきがあるだけ？　アタシって男の格好すると威い圧あつ感がありすぎるらしくて、こうすると少しは打ち解けやすくなるのよねー」

　なるほど……、とでも言うと思ったか！

　前回の緩花やタピ岡といい、なんで最近出会う連中はこうも性別をブレさせるんだ？　なんかそういうのでも狙ねらってるのか？　このままじゃ俺、すべての人間の性別を迂闊に信用できなくなるんだけども!?

　などとワイワイしつつ俺たちは、今団体さんで廊ろう下かをゾロゾロ歩いている。と言っても、そこはさっきまで俺たちがいたアザゼルバンク本社ビル内ではない。あれからまた乗用車で別のビルに移動したのだ。

　ちなみにその時使った車はリムジンじゃなく使い込まれたバンで、しかも斑鳩さんみずから運転していた。

『運転手付きの黒くろ塗ぬり車なんかに乗っていたら、庶しよ民みん感覚がわからなくなるからねー』と斑鳩さんは笑っていた。対して先ほど、俺たちを招くのにリムジンをよこしたのは、客人を遇ぐうするのに当然のこととも言っていた。

　なんか色々勉強させられた気分になってしまった。

「……アレ？　そういえば佐藤さんと鈴木さんはどうしました？」

「あの二人なら先にアジトへ帰ったよ」

　逃にげたか。田中さんからの返答へ率そつ直ちよくにそう思った。

「まー彼らには仕事があるんだし、許してあげようよ。どうせ夜には再合流する予定になってるし」

「んふふー、今夜は思ひで横町で浴びるほど飲むわよー♪」

　要するに誰だれ一ひと人り、斑鳩さんからは逃げられないらしい。

「……で、俺たちは今どこに向かってるんですか？」

　俺が一番の疑問を口にすると、斑鳩さんは軽快に答える。

「さっきも言ったでしょう。ウチの商売を現場で見てもらうって。ここはそれに打ってつけの場所ってわけ」

「アザゼルバンクの……商売？」

「色々手広くやってるわよー。人材派は遣けんを主しゆ軸じくに、通信、広告、出版、製造、ソフトウェア製作に流通も。アナタたちと最初に出会うきっかけだった婦人服のブランド立ち上げもその一部だしね」

　本当に手広くやってますな。

　しかし本当に、なんでそんなただの会社がＭＩＮＯＳから悪の組織認にん定てい受けてるんだろうか？　俺がこれまで見たところ、斑鳩さんたちに悪の組織らしいところは何一つ見受けられない。

　それなのにアザゼルバンクは悪の最大組織と呼ばれ、社長である斑鳩さんは悪の大ボスと呼ばれる。

　一体その理由は何ど処こにあるのか？

「さ、着いたわよー」

　そして俺たちが辿たどり着ついた場所は、何と言うか劇場のようなところだった。

　二十メートル四方の、ホールとしてはやや狭せまめなスペースの奥おくに、一段高いステージが据すえ付けられている。その上で十人ほどの若い少女たちが、ポップ調の音楽に合わせて踊おどっていた。

「……なんじゃコリャ？」

　その一言に尽つきる。劇場内は少女たち以外に人ひと影かげはなく、なんとなくアイドルコンサートのリハーサルのような印象を受けた。

「あっ、社長っ!?」

　ステージで踊っていた女の子たちが、斑鳩さんの姿に気づいて踊りをやめる。

「お疲れ様です！」

「「「「「「「「お疲れ様でーーーすッッッ！」」」」」」」」

　何とも元気のいい挨あい拶さつだった。しかも年とし頃ごろの女の子オンリーなだけに、声が絞しぼりたてのレモンのようにフレッシュだ。

「いいのよいいのよー、挨拶はいいからお稽けい古こを続けて。開演まであと三時間しかないんですからねー」

　斑鳩さんは、ベテランの演技指導者みたいな風格で言う。

「ちょっと動きにブレがあるわねー。自分の動きだけじゃなく左右の仲間も意識しなさい。それから皆みんな、まだ使ってない筋肉や関節があるわよー。自分の体の全部を動かしきらないと、お客さんを沸ふつ騰とうさせるパフォーマンスなんてできないわよー」

「「「「「「「「ハイッッッッ！」」」」」」」」

　少女たちの輝かがやかしいこと。すぐにステージ上でリハを再開。

　そして俺たちはまだ事態を受け入れきれてない。

「彼女らは、ウチでプロデュースしてるアイドルなのよー。今は定期ライブに備えてリハーサル中なの」

　まさに印象見たまんまであった！

　アイドル事務所までやってるっていうことか!?　どんだけ手広くやってるんだよこの会社!?

「まー事業拡大の一いつ環かんとして軽い気持ちで始めてみたんだけどね。……では、ここで問題。彼氏クン、あの子たち見てなんか気づいたことはない」

　気づいたこと？　あのステージ上で爽さわやかな汗あせを振り撒まきつつ踊っているあの子らに？

　そう言われても、俺はあんまりアイドルとかには詳しくないので、穴が開くほど眺ながめたとしても気の利きいた感想などは出てこない。

『アイドルだけあって皆可愛かわいいですにゃー』ぐらいのコメントが精々だ。

「…………正人さん？」

「ヒィッ!?」

　何故か美夜が魔女オーラを出だしていた。

「みっ、美夜が一番可愛いです！　立てば牡ぼ丹たんで百ゆ合りの花です！」

「……イヤです正人さんたら、釣つった魚にエサを与あたえてどうするつもりです？」

　美夜は両頬ほおを手のひらで押おさえ、顔を赤らめる。その仕草がやはり怖こわい反面可愛かった。

「……正人中尉」

　その脇わきでスカディさんがウズウズしていたが俺は無視した。これ以上話をややこしくしたくないので。

「オホホホ、いいわねえ青春の甘あま酸ずっぱさがキマシだわ。でもここで時間切れ。正解はＣＭの後！」

「今教えろよ」

「アラそう？　実はあのステージで踊っているアイドルの子、全員ＭＴ能力者よ」

　えっ!?

　言われて、俺は改めて皿のようになった目でアイドルたちを見詰める。この少女たちが全員ＭＴ能力の持ち主？

　懐からスマートフォンを取り出し、インストールしてあるＭＴ値測定アプリを立ち上げる。

　……ＭＴ値四〇七、一三四、三九一、二二七、五九四……。ホントに彼女らは、通常人がもたない特とく殊しゆな能力を所持している!?

「それだけじゃないよ、参謀」

　シャーウッド大人組で唯ゆい一いつここまで同どう伴はんしてくれた田中さんが説明を付け加える。

「あそこのアイドルだけじゃない。アザゼルバンクは、その従業員の六割以上がＭＴ能力者なんだ。それこそが、アザゼルバンクが悪の組織である理由なんだよ」

　従業員の六割以上がＭＴ能力者!?

「じゃあ、さっき本社ビルのロビーにいた受うけ付つけ嬢じようも!?」

「イェス」

「上の階にいた営業っぽい人たちも!?」

「イェスイェス」

「そしたら、そこの……!?」

　アザゼルバンク社長、斑鳩さんもＭＴ能力者と言うことか？　さっき逃とう亡ぼうした鈴木さんが言い残したことを思い出す。

『ＭＩＮＯＳでは、斑鳩さんと絶対戦わないように命令が行いき渡わたっていた』と。

　ＭＩＮＯＳ最強である俺の姉さんですら直接対決を許してもらえなかったという。正義にそうまで言わしめる斑鳩さんのＭＴ能力者としての実力とは？

　俺は斑鳩さんへも、そっとＭＴ値測定アプリを向けた。そして映し出された数値は……。

「ＭＴ値六四……!?」

　どういうことだ？　ほとんど一いつ般ぱん人じん並の数値じゃないか？　ＭＴ能力者なら誰でも問答無用で入隊させるＭＩＮＯＳでも『利用価値なし』とお目こぼしするぐらいのザコ数字だ。

　こんな低数値なのに、『千越オーバー・えサウザンド』である俺の姉さんを圧あつ倒とうできると？

「フフ、どーしたの彼氏クン？」

　斑鳩さんがこちらへ振り向むいてきたので、慌ててスマホを隠かくした。

「……で、どこまで話したかしら？　そうそう、ウチの従業員、ほとんど全員ＭＴ能力者なのよ。だからＭＩＮＯＳさんから睨にらまれてるわけ」

　そうか。正義の組織ＭＩＮＯＳは法的拘こう束そく力りよくまで使って国内すべてのＭＴ能力者を管理下に置こうとしている。だから自分たち以外にＭＴ能力者を統とう括かつ・管理しようとする者は邪じや魔まになることだろう。

　だからＭＩＮＯＳは、アザゼルバンクを悪の組織に指定した……？

「ちなみにそこにいる田中クンもウチの従業員の一人よ？」

「えっ？」

　話題に上った田中さんを注視せずにはいられない。俺の視線に気づいて田中さんはアハハ、と空笑いするのだった。

「でも、田中さんは元々シャーウッドの古参メンバー。それで今はおしり団の……!?」

「だから掛かけもちってことよ。フツーの悪の組織じゃお給料は出ないからねー。アザゼルバンクは悪の組織兼けん会社だから、他にも別の組織で自分の筋を通しつつ、アザゼルバンクで食くい扶ぶ持ちを稼かせいでるって子はいるわよ？」

　つまりアザゼルバンクは、正義の組織ＭＩＮＯＳを除いて唯一ＭＴ能力で合法的にお金の貰える組織体だということか？

　ＭＩＮＯＳは国家機関で、その隊員は公務員扱あつかいだから、所属すれば当然生活は充じゆう分ぶんに保障される。

　悪の組織はそれに対するレジスタンスだから、有志による集まりで給金など発生しない。

　それを、アザゼルバンクという『会社』が補っていると？　アザゼルバンクという一組織が、ＭＴ能力の善悪のバランスを支えていると？

「田中クンって実は無能力者なんだけど、長年シャーウッドの中で無能力者なりに戦い抜ぬいてきた資質と経験は、とても貴重なものよ。これからの世の中、田中クンのような人材がＭＴ能力者と一般人の橋はし渡わたしをしていくようになる。てなわけでウチも田中クンのことは凄すごい重宝がってるの。……これからもよろしくね次期社長？」

「勘かん弁べんしてください！　マジ勘弁してください！」

　田中さんが泣きながら五体投地していた。

「……で、今目の前にいるアイドルたちの件について」

　やっと話が本筋へ。

「彼女らは、現在ウチが売出し中の新人アイドルユニットなの。アタシもこういうのは初めての試みでねー。毎日新しん鮮せんな経験ができてるわ♪」

　社長みずから手て掛がけてるプロジェクトってことか？

「今現在、ＭＴ能力者はまだまだ根深い無理解に晒さらされているの。怪しい力をもつ妖よう術じゆつ師し、化け物といった具合にね。でもそんな能力をもった彼女らがアイドルとして人気を博せば、世間からのイメージも変わるかもって思わない？」

「何スかその真っ当な動機は？」

「ウチの関係者から選よりすぐった年ねん齢れい十四～十九歳さい、ＭＴ値五〇〇台までの美少女ＭＴ能力者ユニット！　アザゼルバンクフルプロデュースというところから名めい称しようは、ＡＺＢ64！」

「ちょっと膝ひざ突つっつき合わせて真しん剣けんに話し合いませんか！」

　ヤバイどころじゃないネーミングセンスだった。訴うつたえられたら多分全力で負ける。いかにも手さぐりでやってる感がヒシヒシ伝わる名前だった！

「やー、ボクも大ファンなんだよねー。こないだ発売されたＣＤ十枚買っちゃった！」

「それは悪いお金の使い方ねえ」

　田中さんのコメントを聞くに、それなりに人気らしい。

「今はまだ定期的にライブやって、その模様をネット配信するぐらい。だけど皆みな頑がん張ばってるし、ゆくゆくはテレビのベストテンやヒットスタジオに出演させてあげたいわねー」

「何ですソレ？」

　漠ばく然ぜんとしたジェネレーションギャップを感じた。

「……すみません斑鳩さん。それらの歌番組もう放送終しゆう了りようしてます」

「え？　ウソ？　マジなの田中クン？」

「はい。最近だと『うたばん』、とか『ＨＥＹ！ＨＥＹ！ＨＥＹ！』とかです……」

　それももう終わってます。

　斑鳩さんよりやや近いが、田中さんからもまたジェネレーションギャップを感じた。

　そんなことより、たしかにこの見学によって沢たく山さんあった疑問の半分近くは氷解したような気がする。

　アザゼルバンクは、ＭＴ能力者を労働力として利用している会社、営利団体だったのだ。

　労働者としてＭＴ能力者を所しよ属ぞくさせ、組織化する。あたかもＭＴ能力者を社会の一部として馴な染じませているかのような作業ではないか。

　しかも、それはＭＩＮＯＳがやろうとしていることと真っ向からぶつかる。彼らはＭＴ能力者を公こう僕ぼくとして社会の鎖くさりに繋つなぐことを目的にしているのだから。

　だからＭＩＮＯＳは、アザゼルバンクを悪の組織に認定しているのか。

「イヤねー真ま面じ目めに考えちゃって。そんなに深刻ぶってるとゲンさんみたいに眉間の皺しわが取れなくなるわよー」

　それはイヤだな！

　俺が斑鳩さんから肩かたを叩たたかれている、その時……。

「「「「キャーーーーーーーーーーーーーーーッッ!?」」」」

　何事だ!?

　ホール内にこだまする絹を裂さくような悲鳴。それは明らかに女性のものだ。見ると、ステージ上にいるアイドルっ子たちが、何者かによって襲おそわれていた!?

「ふほほほほほぉーーーッ！　綺き麗れいなおしりが目め一いつ杯ぱいなのですぅーー！」

　団長だぁーーーーーーーーーー！

　なんか大人しいと思ったら！　目の色が変わった団長がバーサク状態でアイドルたちのお尻しりをしゃぶっては投げ、しゃぶっては投げ。とにかく取り返しのつかないような狼ろう藉ぜきに及およんでいる!?

　迂闊だった。アイドルなんていかにも綺麗どころな女の子たち。そのお尻を前にしてお尻大好き団長が冷静でいられるわけがないじゃないか！

「さすがアイドルだけあって、鍛きたえて引ひき締しまってるだけじゃなくて、見られることを意識したスマートなおしりなのですよー！　しかもあっちは大尻、こっちは小尻、より取り見取りなのですぅー！」

「あらあら、うふふ」

　笑ってる場合じゃねえよ斑鳩さん！

　どっちにしろヤバイ。ここは団長にとってのボーナスステージだ！　早く止めないとアイドルたちの精神が格ゲーの人たちが破は壊かいする国産車みたいな目に！

「あーーーーーーー！　あーーーーーーー！」

「戻もどってください！　団長！」

　俺は、とにかくもスカディさんや美夜や緩花と共に全力で後を追い、制せい御ぎよ不能状態となった団長を速すみやかにキャッチ、拘こう束そくした。

　リトルグレイみたいに両手を繋がれた団長が、俺の前へやってくる。

「……ちょっと　なにかが　わからなくなりました」

　そう証言する団長は晴れやかだった。やりたい放題やって何かが満足してしまったのだろう。

　さて問題は、団長が思うまま荒あらしまわったステージ上にこそあった。

『ぺんぺん草も生えないほどに』とはこのことか。アイドルユニットの女の子たちはぱっと見十人以上いたが、団長の毒どく牙がから逃のがれ得た者は誰一人いない。

　全員がお尻を撫なでられ、あるいは頬ずりされて、中には泣き出している子さえいた。

　ステージに置いてあった照明とかも倒たおれて散々なことになってるし、機材的な被ひ害がいも甚じん大だいだ。

「斑鳩さん、申し訳ありません。ウチの団長がとんだ粗そ相そうを……！」

　胃が溶よう解かいしそうな心情で、斑鳩さんに頭を下げる。

　なんてこったい。アザゼルバンクと無事友好関係を結びたいっていうのに、こんな事態になってしまうなんて。

「んー、そうねー、なんてったって三時間後にはこの場でライブが控ひかえているからねー」

　ひぃぃぃぃぃ!?

　そんなタイミングでアイドルたちのマインドをクラッシュしてしまったというのか!?

　しかし斑鳩さんの表情を見ると、困っている感じは少しもなく、むしろ愉ゆ快かいな雰囲気を醸かもしている。何故？

「そうだわ、それじゃあ彼かれ氏しクンたちには落とし前として、一つお願いを聞いてもらおうかしら？」

「え？」

　どうでもいいが『落とし前』って言うところが凄く怖い。

「安心して、そんなに大変なことじゃないから。むしろ今日一日で終わっちゃう簡単なお仕事よ♪」

「はあ？」

「実を言うとね、ウチのアイドルユニットって、まだ完かん璧ぺきじゃないのよね。現在メンバー数は十一人なんだけど、最終的には六十四人まで増やすつもりで新メンバー随ずい時じ募ぼ集しゆう中ちゆうなの」

　多いな!?

「ダンスの振ふり付つけも、メンバー増員してもいいようにアソビを盛り込んであるからねー。そこで彼氏クン？　キミの彼女たちってハズレが一人もいないわよねー？」

　まっ、まさか……!?

「ウチの団長やスカディさんや美夜や緩花を、アイドルライブに出演させろっていうんですか!?」

　その時ウチの女の子衆は、おイタを働いた団長を反省させつつ、既すでに甘あまやかしモードに移行していたが、今の俺おれの絶ぜつ叫きようによってすぐさまこちらへ引き寄せられる。

「どういうことですか正人さん!?　無理です！　人前で歌うなんてムリムリです！」

「拙せつ者しやとて同様。剣けんにて天下無む双そうを目指す拙者が、歌や踊りなどと見世物に身を堕おとせと申すか!?」

　と、美夜と緩花は速そつ攻こう拒きよ絶ぜつモードだ。

　無理もない、アイドルとして舞ぶ台たいに立つってことは大勢の人前で姿を晒すことでもあり、それには日常生活を送るだけでは身に付かない度胸が必要となるだろう。

　それは多分、悪の強きよう豪ごうとして幾いく多たの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けたことで得た気骨とは、また別モノであるに違ちがいない。

　しかし、それではイカンのだ。

　俺だって女の子たちに無理をさせたくないのは山々だが、今回は悪の大ボス斑鳩さんに仕出かした粗相を帳消しにするため、多少の無理は通したい。

「正人さん正人さーん、だったらこの伊佐波美さんが出てあげてもいーのですよ？」

「ダメです！　団長は必ずアイドルのお尻に心奪うばわれて飛びつくに決まってます！」

「ふみゅ～～」

　団長への愛が足りないなんて言わないでほしい。これでもこっちは深刻なのだ。

　どうにかして俺たちと斑鳩さん、両方の満足できる回答を導き出せぬものか……？

「……正人中ちゆう尉い」

　俺が悩なやんでいると、今まで沈ちん黙もくしていたスカディさんが突とつ如じよとして発言してきた。

「小官が、その大任お引き受けいたしましょう」

「スカディさん!?」

　軍人家系に生まれ、ストイックな性格のスカディさんが何故!?　アイドルなんて対極に位置する存在でしょうに！

「正人中尉の仰おつしやりたいことは理解できます。これまで軍人として、国の礎いしずえとなることのみを念頭に生きた無骨なる小官めに、アイドルなどというチャラチャラした役割が務まるわけがないと」

「イヤ、そこまでは言いませんが……」

「いいえ、小官は正人中尉をお助けする者です。美夜女史や緩花二等兵が新たに加わった現状、小官も副官としての実力を内外に示しておかねばなりません」

　なんか覚かく悟ごの度合いが半はん端ぱないんだけど。それでもスカディさんの心こころ遣づかいは嬉うれしい。

　俺もまた覚悟を決め、斑鳩さんに訴える。

「すみません、一人だけの参加なんですが、いいでしょうか」

「あー、オッケーよオッケー。なんか大おお袈げ裟さになっちゃったわねー」

　苦く笑しようする斑鳩さんだった。

「よろしくお願いね、スカディ・Ｗ・東郷さん。ま、気楽にやればいいのよ。定期公演でお客さんも慣れてるし、多少のミスは流してくれるわ。思い出作りと思って軽いノリでやってくれればいいわよ？」

「不退転の決意で臨のぞみます」

　スカディさんのテンションが死地へ赴おもむくレベルになっていた。

「それじゃー、ユニットのリーダーを紹しよう介かいするわね。本番中はその子の指示に従ってもらうから。……フレイヤちゃーん！」

「はいはい社長ぉーー！」

　団長に尻しり凌りよう辱じよくされたアイドルユニットが少しずつ復活を遂とげているところ。その中でもっとも気き丈じように振る舞まっていた女の子が、斑鳩さんの声に反応する。

　そしてこちらへ駆かけ寄よってくる姿は、まさしくアイドル！　と言わんばかりに溌はつ剌らつな笑え顔がおをまき散らしていた。

　リハーサル中でまだジャージ姿ではあったが、その体付き、その笑顔、髪かみの艶つや、すべてが日常の匂においを感じさせない。別世界の輝きをもっていた。

　見たところ中学生ぐらいで体格は小こ柄がらだが、それでも細かい仕草に女性を感じられる色気がある。そして八や重え歯ばを覗のぞかせる悪戯いたずらっぽい笑顔。この子のためなら思わずＣＤ十枚買ってしまいそうになる。そんな女の子だった。

　特に、ツインテールにした長い銀ぎん髪ぱつが印象的だった。浮うき世よ離ばなれした妖よう精せいのような……ん？　銀髪？

「フレイヤちゃん、この子、今日飛び入りで踊ってくれることになったわ。アナタもそういうのがあった方が燃えない？」

「モチですよ社長！　サプライズでドンドンお客さんを湧わかせちゃいましょう！　……えっと、よろしくお願いします新人さん！　ボク、ＡＺＢ64のまとめ役で、フレイヤ・Ｗ・東郷って…………え？　ディ姉？」

「こんなところで何をしてるフレイヤ？」

　俺の目の前で、二人の銀髪少女が合わせ鏡のように向かい合っていた。

　一人はお馴染み、我らがおしり団副団長のスカディさん。

　もう一人は今しがた現れたばかりのフレイヤなる女の子。

　双そう方ほう、東郷というファミリーネームをおもちらしい。

　つまり、この二人は……？

「正人中尉、コヤツはフレイヤという、小官のすぐ下の妹です」

　一体これはどういう偶ぐう然ぜんなんだ？







第二章　悪のアイドルプロデュース







　今この場は、俺が想像したのとは違う方向で戦せん闘とうムードとなっている。

「……ぐるる…………」

「……んにゃにゃ……！」

　物もの凄すごい眼光でメンチ切りあう銀髪の姉妹。ちょっと近寄りがたい雰ふん囲い気きです。

　俺も美み夜やも緩ゆるや花か、そしてアザゼルバンク側のアイドルメンバーも、茫ぼう然ぜんと成り行きを見守るしかなかった。

「わーい、うるわしき姉妹尻ですー！　マリア像の下で姉妹の誓ちかいを交かわすのですー！」

「マリア観音様が見ていたってヤツねーッ！」

　そして団長と斑鳩いかるがさんは、何故か意気投合してテンション最高潮だ。周囲の空気を読まずに非常にウザい。

「……えっと、スカディさん？」

　仕方なく火中の栗くりを拾いに行く俺である。このまま姉妹の睨み合あいを続けていたら、何もできないままライブが始まってしまう。

「あの、二人は、姉妹なんだよね？　一体……？」

　血を分けた姉と妹が、こんなところで再会を果たすこと自体驚おどろきだが、この険悪さこそ何なのだろうか？

　普ふ段だん上官と仰あおぐ俺だからこそだろう。スカディさんは渋しぶ々しぶといった風に口を開く。

「……フレイヤは、十一人いる我わが兄弟の一人です」

　そういや前に聞いた。スカディさんのご両親頑がん張ばりすぎです。

「富国強兵は、豊富な人材によって作られますので。……このフレイヤは、小官同様ＭＴ能力の才に恵めぐまれ、幼少から軍のＭＴ能力機関において研究協力をしておりました」

　それも以前聞いたことがある。軍人家系に生まれ、かつＭＴ能力を生まれもったスカディさんは、軍の研究機関に所属してその開発に取り組んだ。

　しかし研究は思うように進まず、結局機関は解体されたという。

「機関の解体後、そこに所属していた小官とフレイヤは実質無役となりました。そして父母より『年相応の生活をしてみなさい』と勧すすめられ、小官は正まさ人と中尉や波なみ美みと同じ高校に編入しました。フレイヤもまた別の学校へ通っているものとばかり思っていたのですが……」

　スカディさんが、妹のフレイヤちゃんを睨みつける。

「フレイヤ、貴様このようなところで何をしている？　貴様はまだ十四歳。勉学に励はげむことが本分だ。それを放ほうり出し、歌や踊りなどと無む駄だなものに現うつつを抜かすとは父や母が知ればなんと思われるか」

「ディ姉がそれ言えんの!?　こんなところにいて学校の勉強ほっぽり出してんのはディ姉だって同じじゃない！」

「小官はっ、……小官は軍人としての本分を見つけたのだ。それゆえに勉学とは袂たもとを分かっても問題はない」

「意味わかんないんですけど！　……そんなことより、ボク知ってるんだよ、ディ姉が横よこ須す賀かの家に絶ぜつ縁えん状じよう送ったって！　どういうつもりよ!?　お兄ちゃんたち大おお騒さわぎしてるよ！」

「先ほど説明したとおりだ。いまだ子供の貴様にはまだまだ計り知れぬことだ」

「何よそれ？　自分だって子供じゃない！　ボクと二つしか違わないクセに！」

　険悪だ……。険悪だ……！

　スカディさんが、実家に絶縁状を出していたということも、俺は以前に聞いていた。

　スカディさんは、父親が第二防衛軍の幕ばく僚りよう長ちようを務めている生きつ粋すいの軍人家系。彼かの女じよのお兄さんやお姉さんも同じくキャリア軍人であると聞く。

　そんな折り目正しい一家にとって、家族の一員であるスカディさんが悪の組織に身を置くことは、体面の悪いことだろう。

　家族に迷めい惑わくを掛けず、俺たちを裏切らない。この二つを両立させるためにスカディさんは絶縁状を書き、自身と家族との繋がりを断った。

　俺たちおしり団が、初めて正義と正面からぶつかった時のことだ。

「ちょっと社長！　こんな人メンバーに加えるのなんてやめましょうよ！」

　フレイヤちゃんが噛かみつくように斑鳩さんへ訴える。

「ディ姉なんて無愛想だし、自分勝手だし！　アイドルには絶対向きませんよ！　飛び入りメンバーなら、そっちの巨乳の人とかボーイッシュ系の人とかの方がいいですよ！」

「ええっ!?」

「なんとっ!?」

　ご指名されて美夜と緩花が硬こう直ちよくする。

「でもねーフレイヤちゃん？　こっちはもうアナタのお姉さんが参加するってことで話がまとまっているのよ？　それが、アナタ一人のワガママで覆くつがえると思うの？」

「うぐ……!?」

　斑鳩さんの一睨みだけで、あれほど騒さわがしかったフレイヤちゃんがシュンと大人しくなる。

「その件ですが……」

　そこへ、もう一人の当事者でもあるスカディさんが口を挟はさんだ。

「アイドルコンサートとやらの参加、たしかに承しよう諾だくは致いたしましたが、こちらからも条件を提示させていただきたい」

「条件？」

「肯こう定ていです。いかに正人中尉の利益のためといえど、小官の本分は軍人です。見世物となるようには調整されておりません。そこの半人前とは違って」

　なんですってーッ!?　とフレイヤちゃんが荒ぶる。

「ですので、この身をそのまま衆目に晒すというのは、いささか抵てい抗こうがあります。そこで提案があるのですが……」
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　そして三時間後。

　俺たちのいたライブ会場には、今や黒山の人だかりが詰つめかけている。まさしく満員御おん礼れい。観客たちは互たがいの間に十センチの隙すき間まもないほどに圧あつ迫ぱくされながら、それでも憧あこがれのアイドルをナマで見られるという熱気に湧きかえっている。

「俺にはわからない世界だ……」

　その様子を舞ぶ台たい袖そでから覗く俺は、さながらサバトに遭そう遇ぐうした気分だった。

　そんなこんなでライブは始まる。

　斑鳩さんの組織、アザゼルバンクがプロデュースしたという新しん進しん気き鋭えいアイドルユニット・ＡＺＢ64。ちょっと首根っこ掴つかんで小一時間ほど問とい詰めたいネーミングではあるが、そのメンバーたちが俺の横を通過して、ステージへと駆け上あがる。

『皆みんな！　今日は来てくれてありがとぉー！　ＡＺＢ64でーすッ！』

　アイドルグループのリーダーであるフレイヤちゃんが、センターポジから開始の御ご挨あい拶さつ。

「「「「「「おおおおおおおぉぉぉーーーー！　……お？」」」」」」

　と熱ねつ狂きようする観客たち。しかしその歓かん声せいは、途と中ちゆうで変な調子で止まる。

『……えーと、今日はサプライズイベントということで、急きょ飛び入りメンバーがいまーす！　でも空気みたいなもんだから、皆は気にしないでいいからねーッ！』

「「「「「「お、おおー？」」」」」」

　お客さんたちが反応に困っていらっしゃる。

　どうしてこんなにノリが微び妙みようになっているかというと、すべてはステージに立っている飛び入り参加者のせいである。それはもちろんスカディさんなのだが、それと同時に……。

　クマである。

　もとい、クマの着ぐるみだった。

　遊園地などでよく見られる、子供に風船でも配っていそうなクマの着ぐるみ。それがアイドルに混じってステージに立っているのである。

　そりゃお客さんも反応には困る。ギャグとしてもシュールすぎる。

「……斑鳩さん、アレ、本当によかったんですか？」

　同じく舞台袖からライブを見守る斑鳩さんに、俺は何度目とも知れない確かく認にんを入れる。

　言うまでもないことだが、あのクマの着ぐるみに入っているのはスカディさんだ。『この身を衆目に晒したくない』という要望から、急きょ用意されたアレを身に着けた。そうすることで全身を隠し、肌はだを晒さなければスカディさんの軍人としての矜きよう持じも守られる、ということだろうか。

　だが、やはり浮うき上がり感が半端ではない。ライブそのものの存続が危あやぶまれるレベル。これを興業主である斑鳩さんは本当に許してくれるのか？

「んふふー？　いいんじゃないのー？」

　どんな時でも斑鳩さんは大らかだった。

「何の予告もないとこからの登場だもん。フツーに出てくるよりインパクトがあっていいかもね。まぁスカディちゃんぐらいのビジュアルなら、素で出ても充分にお客さんを沸わかせたでしょうけれど」

　着ぐるみは、今もぬぼーっとステージに立ちつくし、周囲のアイドルたちに無言のプレッシャーを与えている。

　ちなみに団長は、またアイドル尻に心奪われて乱入されたらコトなので、美夜、緩花に託たくして別室に隔かく離りしてある。二人の巨尻とふんどし尻を好きにさせてやれば二時間そこそこはもつだろう。

『それでは、余計な異物も交じってますけど、そこは無視して盛り上がっていきましょーッ！　一曲目、「サザンクロスで待ってる」！』

　なんかアップテンポの曲が始まった。

『ララ～、サザンクロスはＫＩＮＧの街～、南なん斗と乱れるとき～、北ほく斗と現る～♪』

　しかしフレイヤちゃん、姉であるスカディさんのこと相当嫌きらってるな。

　二人は、軍人家系に生まれたＭＴ能力者同士として、その前半生はまったく同じレールを走っていたと言っていい。

　軍のＭＴ研究所へ所属し、訓練や実験漬づけの毎日だったのだろう。

　それなのに性格は正反対。典型的な軍人としてクールなスカディさんに対し、フレイヤちゃんは、いかにもアイドルといった感じで明るくポップだ。

　スカディさんは、彼女のアイドル活動を『無駄だ』とバッサリ切り捨て、フレイヤちゃんはそれに激しく反発した。

　双方、姉妹とは思えないほどに考え方が違いすぎる。

「……彼氏クンはどう思う？」

「え？」

　いきなり斑鳩さんに話を振られ、咄とつ嗟さの対応ができない俺。

「スカディちゃんが言ったように、アイドル活動なんて無駄なことだと思う？　っていうことよ」

　この人は俺の心を読んだのか!?

　丁度今物思いに耽ふけっていた内容にジャストすぎる。

「……ええと、そうですね。アイドルが無駄なことかどうかは知りませんけど。無駄なんてものは極力やらない方がいいんじゃないですか？」

「そうね、アナタはこれまで必要なことしかやってこなかったものね」

　その斑鳩さんの言葉が妙みように癇かんに障さわる。

「彼氏クンのこれまでは、それなりに知っているわ。ゲンさんの息子むすことして将来を期待され、十歳そこらから難関であるＭＩＮＯＳミノス入隊試験に挑いどみ続ける。さぞ身を入れて勉強してきたんでしょうね。まさに覚えたことは、すべて必要なこと。……そして、その結果が今」

「……無駄な努力をしてきた、とでも言いたいんですか？」

「そう思っているの、アナタは？」

　斑鳩さんは、フフンと笑う。

「たしかに目標があって頑張ったんなら、その目標に到とう達たつできなかった以上は無駄な努力になるんでしょうね。結果に繋がらない経過なんて、無駄以外の何物でもない」

　神経を逆さか撫なでするようなことを言う人だ。しかも何気ない表情で。

「でもね、覚えておきなさい彼氏クン？　世の中には必要なものより無駄なことの方がずっと多いのよ？」

「？」

「人が抱かかえているのなんて無駄なものばかり。本当に必要なものこそ自分の道具箱には入ってない。だから人は、手持ちの無駄なものでアレコレ工く夫ふうしながら目の前の問題に対処していくの。まったく関係ないものを掛けあわせたり、発想を逆転させたりしてね。無駄なものを、どう無駄でないものに変えていくか。それが人生を成功させる秘ひ訣けつだと思っておきなさい」

「……何なんですか、いきなり？」

　斑鳩さんの言わんとしていることの意図がわからない。

「さあ、何なんでしょうね。ただアタシが今まで生きてきた四十九年間で得た経験論よ。アナタも今のうちに無駄なことをたくさん蓄たくわえておきなさい。豊かな人生のためにもね」

「はあ……？」

「とりあえずは佐さ藤とうクン、鈴すず木きクン、田た中なかクンから色々教わっときなさい。遊びだの逃にげだの、あの子たちは無駄なことに関しては一家言あるから」

　斑鳩さんの言うことは、俺にはまったく意味不明だった。

　だがちょっと待て。今斑鳩さん『四十九年生きてきた』って言った？

　四十九歳!?　二十代女性にしか見えないのに!?　どんだけ見た目に反してんだよこの人!?

「んふふー。そんなことよりステージが盛り上がってきたわよ？」

　そう俺たちがこんな無む駄だ話ばなしをしている間も、アイドルたちは頑張って歌っていた。

『堕ちろアナタに、死兆星～♪』

　歌詞に関してはあえてツッコまないが、見ると意外なことに着ぐるみを着たスカディさんは周囲に遅おくれることなく見事にダンスをこなしている。

　着ぐるみなんて動きにくいものを装着していることを考えれば、本メンバーより上う手まく踊おどれているのではないか？

「スポーツマンとしての一面が活いきてるわねー」

　斑鳩さんが満足げに呟つぶやく。

「彼女は、軍人として育てられたのと同時にスポーツに関しても英才教育を受けてるから。体を動かすことには覚えがいいし、舞台慣れもしてるわね。人前だってのに動く動く♪」

　またヒトのパーソナルデータをサラリと……！

　しかし斑鳩さんの指し摘てきするとおり、着ぐるみのスカディさんは着実かつ完璧にダンスをこなし、当初の不安など何ど処こに行ったかという風だ。

　このままなら無事ライブを終えられるかもしれない。しかしその楽観ムードに暗雲を差すかのようなファクターを、俺は発見してしまった。

　フレイヤちゃんだ。アイドルグループのリーダーにしてスカディさんの妹である彼女は、自分と共に軽快に踊るクマを、剣けん呑のんに横目で睨にらみつけている。

（ディ姉め……！　ボクのステージで目立ちやがって……！）

　とか思っているのが一目でわかる。何かやらかす臭においがプンプンする！

「このアイドルステージはボクの戦場。なのにアイドルのことをバカにするディ姉が急に割り込んできて、しかも失敗もせずにキッチリ踊りこなしてるなんてどーいうこと!?　……とでも思ってるんでしょうね」

「的確に心理描びよう写しやしてる場合じゃないですよ斑鳩さん！」

　俺たちが危き惧ぐする通り、フレイヤちゃんは迅じん速そくに、そして誰だれにも見つかることなく密ひそやかに行動を起こす。

　客席のファンから見えぬ死角から、踊るスカディさんの脚あしを引っかけた!?

「あっ!?」

　本格的に転ぶことはなかったが、二、三歩つんのめって周囲とのテンポが遅れてしまう。

「…………ッ」

　着ぐるみの上からでもスカディさんの気配が変わったのがわかる。彼女は、誰が何を仕し掛かけてきたかを正確に理解したらしい。

『退かにゃい、媚こびにゃい、顧かえりみにゃい～♪』

　歌はサビに入り始めた。

　アイドルたちは、フィギュアスケート並に体を回転させるハデな振り付けで会場を沸かせる。着ぐるみのスカディさんもその動きに倣ならうが、その際に回転しつつ大きく広げた腕うでを、遠心力いっぱいにしてフレイヤちゃんの後頭部に叩き付けた!?

「痛いッ!?」

　フレイヤちゃんは公演中にもかかわらず両手で後頭部を押おさえてしまった。それを観客にバッチリ見られ、彼女のアイドルとしてのプライドは傷つけられたことだろう。

「……、こん、のぉぉぉおおお！」

　もはやなりふり構わなくなった!?

　あからさまにダンスの振り付けを無視した電光石火の右フック。それはあやまたずクマの顔面を狙ねらうが、それをスカディさんの手が易やす々やすと止める。

「彼氏クン彼氏クン」

「何ですか斑鳩さん!?　今ステージの方が怪あやしい雲行きに……！」

「はいコレ、指向性集音マイク」

「なんでそんなモン用意してるんですか!?」

　ともかくも俺は斑鳩さんから集音マイクを引っ手た繰くると、早さつ速そくそれをステージ中央へ向ける。

「逆上して攻こう撃げきが安直になるのは相変わらずだなフレイヤ」

「何をッ!?」

　するとまあ聞こえてくる、凄すさまじいばかりの罵ば詈り雑ぞう言ごん。

「研究所を出てからの成長がまったく見受けられないではないか。……貴様のことだ、アイドルとやらに現を抜ぬかし、訓練を怠おこたってきたのだろう。東とう郷ごうの娘むすめが情けないとは思わんか？」

「何言ってんのよ!?　ここはアイドルステージだよ！　ボクの任地、ボクの戦場なの！　それをディ姉が勝手に踏ふみ込んできて、ズラズラ文句並べるなんて何様!?」

「弛たるんだ部下を叩き直なおすのも上官の務めだ」

　いかん、既に二人の動きはダンスを大おお幅はばに逸いつ脱だつし、観客たちも異変に気付き始めている。

「……皆みんな、ダンスを続行しろ！」

　俺は、観客には聞こえないほどの小声で言った。

　斑鳩さんの集めたアイドルグループは、その全員がＭＴ能力者であるという。さすればメンバーの中には聴ちよう覚かくを強化した能力者もいて、俺の小声も聞き取ることができるのではないか。

「…………ッ！」

　どうやら狙いは上手く行ったらしい。スカディさんとフレイヤちゃんを除くメンバーは互いに目配せし、音楽に合わせてダンスを続行する。

『上陸して即そく、全ぜん滅めつよ～♪』

　スカディさんとフレイヤちゃんの殴なぐり合いは、その体術が高度であるために傍はたから見ると一種の演武的パフォーマンスに見えないこともない。

　それを利用し、二人のケンカはあくまでダンスの一いつ環かんであると押おし通とおすんだ！

「何がアイドルか。東郷の者に生まれたからには我が身みを滅めつし、国に奉ほう公こうするのが当然至し極ごく。そんなチャラチャラとしたもので身を飾かざり、娼しよう婦ふのように腰こしを振ることの何が戦いか」

「ディ姉は視野が狭せますぎるんだよ！　今の時代軍人なんかよりアイドルの方がずっと世の中の役に立つもん！　上から目線はやめてよね！」

「この放ほう蕩とう者が……！」

「この石頭！」

　二人の白兵戦はますますヒートアップし、どちらがいつ倒れてもおかしくない状じよう況きようだ。

　しかしそれを、他のアイドルメンバーが包つつみ込むようにしてダンスの花形に据すえ、なんとかショーとしての体てい裁さいを保っている。

　アドリブでここまでのことができるとは。少女と言えどもさすがプロ！

「曲も終しゆう盤ばんになってきたわねー」

　俺の背後に控えていた斑鳩さんは言う。

「でもどうするの彼氏クン？　このまま曲が終わるまで二人のケンカが継けい続ぞくすれば、たしかにそれは挌かく闘とう風のパフォーマンスとして押し切きれるかもしれないけど。あの二人完全に怒いかりゲージがＭＡＸよ。きっと曲が終わっても戦い続けるでしょうねぇ」

「大だい丈じよう夫ぶです、その辺は考えがあります」

　なんでそこまで俺がフォローしなければいかんのだろう、という気がしないでもないが、元々はウチのしでかした不始末だ、やるしかない。

　曲も終盤になり、メンバーたちは最後の大見栄に備えて、それぞれのポジションに移動する。

　スカディさんとフレイヤちゃんは修しゆ羅らの巷ちまたと化したままだ。

「がう……！」

「ふにゃーーー!?」

　よし、チャンスは曲が終わるその一いつ瞬しゆんだ！

『我が生しよう涯がいに♪　一片の♪　悔くいなし♪』

　曲が終わった。今だ！

「――スカディさん、待てステイッッ！」

　その言葉に反応して、着ぐるみの動きがピタリと止まった。

「うわったった!?」

　それに反応してフレイヤちゃんも振り下おろしかけた手刀に急ブレーキを掛かける。その停止が、他のメンバーとの決めとジャストで合った。

　傍はた目めからはどう見ても、綿密に振り付けされたダンスが一糸乱れることなく成功したとしか受け取られないだろう。

　観客席のお客さんたちも大だい盛せい況きようだ。惜おしみない歓声と拍はく手しゆで、図はからずも今日のステージで主役となったクマの名パフォーマンスを讃たたえる。

「……なんとかなった」

　スカディさんの、犬のように高い忠誠心を利用した作戦は大成功だった。よく俺の声に反応してくれたなスカディさん。後で頭を撫でて褒ほめてやらなければ。

「よくやるわねえ、誰も頼たのんでないのに」

　斑鳩さんが、弾はずむ声で俺のことを見下ろす。

　まあ俺のことはどうでもいい。ステージ上では、既に空気を読んだフレイヤちゃんがアイドルの顔を取とり戻もどし、客席に向かって手を振っていた。

　スカディさんの入った着ぐるみと腕まで組んでいる。現金な。

「ホラ、ディ姉も手ぐらい振りなよ」

　という声が聞こえたのは、俺が舞台袖にいて彼女らと距きよ離りが近かったからだ。

　スカディさんはどう思っているのだろう？　分厚い着ぐるみ越ごしでは彼女の表情を読むことなど到とう底てい出来そうもない。しかし明るいスポットライト、割れんばかりの拍手を正面から受け止める着ぐるみは、周囲にいるアイドル同様に輝かがやいているように感じた。

「………………」

「ディ姉、でぃーねー？」

　フレイヤちゃんが何度呼びかけても、着ぐるみに反応はない。

　その時俺は見た、スカディさんを一回り小さくしたような妹さんに浮かんだ笑顔。北ほく欧おうの悪神のごときトリックスターな笑顔を。

「うりゃーっ」

　その掛け声ごえとともに、フレイヤちゃんは着ぐるみの背中にあるファスナーを下ろした。続いてエビの皮でも剥むくかのようにペロンと、外皮となる着ぐるみを、その中身から剥はぎ取る。

「……え？」

　誰もがその事態に当とう惑わくした。俺も、フレイヤちゃん以外のアイドルメンバーも、着ぐるみを剥がされたスカディさんも。

　ケモノ着ぐるみの中から現れた、妖精のように神秘的な乙女おとめの姿。

　スカディさんは、着ぐるみ装着のためにインナーを薄うす手でのレオタードに着き替かえていて、その薄うす地じが肌に張り付き、スレンダーなプロポーションが克こく明めいに浮き出でている。

　先ほどの乱らん闘とうで汗あせを多量にかき、それが彼女の銀髪に染しみ込んでキラキラと輝いていた。

「「「「「「「「ウオォォォーーーーーーーーーーーーッッ！」」」」」」」」

　会場は、先ほどの数倍もの歓声で激げき震しんした。

「へへへっ、やったねディ姉！」

　フレイヤちゃんはしてやったりという表情だった。

　だが俺はその時気づいた、スカディさんの表情にこれまでにない暗黒が宿っていることに。

「――――ＭＴアームズ『ブリュンヒルデの鎧よろい』」

　次の瞬しゆん間かん、スカディさんは衆目があるにも拘かかわらず、自身の超ちよう越えつ能力『ブリュンヒルデの鎧』を発動した。

　すぐさま彼女の肢し体たいが、エメラルド色の鎧に包まれる。

「……フレイヤ、覚悟はいいか？」

「え？　ディ姉？　何ソレ新技？　ボク聞いてないよ？　ちょっ、まっ、にゃああああああああああああッッ!?」
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　ライブの演目は急きょ予定を変へん更こうし、『コント・東郷姉妹のお仕置きタイム』となってしまった。
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　そこで俺おれたちのアザゼルバンク訪問は、無事幕を閉じた。

　スカディさんが突とつ然ぜん参加したライブも、色々トラブルはあったが概おおむねお客さんたちの反はん響きようもよく、成功したと言ってよい。

　ともかくも、その時俺は安心しきっていた。今回の訪問の感かん触しよくから、斑鳩さんもこちらに好意的だし、アザゼルバンクとの敵対化はないだろうとタカを括くくっていた。

　しかし、それはとんでもない間ま違ちがいだった。

　結局その日、俺たちはアザゼルバンクとの同盟について、何も確約を得ていなかったのだから。
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「なんですかコレはッ!?」

　俺が憤ふん激げきと共にアザゼルバンク本社・社長室に乗り込んだのは、あのスカディさん電でん撃げきライブから一夜明けてのことだ。

　俺の正面に座すわっている斑鳩さんは、相変わらず女と見み紛まがう美び貌ぼうで艶えん然ぜんと笑っている。

　俺の手の中にあるスマートフォンには、あるＷＥＢニュースの画像が映し出だされていた。





『アイドルグループＡＺＢ64、新メンバー電撃加入！』

『その名はスカディ・Ｗヴアイスマン・東郷！　現メンバー、フレやんことフレイヤ・Ｗ・東郷のお姉さん？』






　サイトの記事には、昨日の着ぐるみ剥むかれたスカディさんの画像がデカデカと掲けい載さいされていた。

「あらあら、上手く撮とられたもんねー」

　斑鳩さんも自室のパソコンからニュースサイトを確認していた。

　冗じよう談だんじゃない。スカディさんは俺たちおしり団の副団長だぞ!?　これではまるで彼女が元からアイドルグループの、引いては悪の組織アザゼルバンクのメンバーだったようではないか！

「ゴメンナサイね彼かれ氏しクン。このサイトはファンが立ち上げた非公式サイトみたい。昨日のライブを見て、一部のファンが早とちりしてしまったみたいね」

「なら、公式でこのニュースを否定してください！　すぐに！」

「それはできないわねぇ」

「なんでですか!?」

「だって、ここまで大好評なのに今さら『手て違ちがいでした』なんて言うの？　そんなことしたらファンの子たちはガッカリするわ。ヘタをしたら、アイドル部署の活動に支障が出るくらいに……」

「そんなことっ……!?」

　俺たちには関係ない！　そう言おうとして止まる。

　俺たちは、アザゼルバンクと友好関係を結ぶために昨日から交こう渉しようしているんだ。その相手の都合を考えないとなったら……。

「そこで提案があるんだけど彼氏クン。スカディちゃん、アタシにくれない？」

「!?」

　今までの、フランクなおねーさんだった斑鳩さんの仮面が剥がれ落おちた。目の前にいるのは、巨きよ大だいなる悪の最さい高こう峰ほう。

「スカディちゃんがウチに移い籍せきしてくれるなら、ファンも満足するし、ウチにも新戦力が加わるし、皆満足できると思うのよ？」

「ふざけないでください！」

　俺は声を張り上げざるをえなかった。このまま斑鳩さんの思うままに事を進めさせてはいけない。進めさせていいはずがない。

「スカディさんは俺たちおしり団のメンバーで、その上に最強のＭＴ能力者『千越オーバー・えサウザンド』だ！　ウチの組織の最重要戦力を、そう易々と他組織にやれるわけがないでしょう！」

「アラ、そういうことなら別に問題ないんじゃない？」

「え？」

「おーばー・なんちゃらが貴重な戦力というなら、アナタは既すでにその大戦力を三人も保有している。美夜ちゃんに緩花ちゃんにスカディちゃん。さらに別次元の能力をもつ団長ちゃんを抜きにしてもね。そんなにたくさん抱え込んでおく理由はあるのかしらねえ？」

「うっ!?」

　斑鳩さんの指摘に、俺は反論の言葉を失った。

　たしかにＭＴ値一〇〇〇を越える能力者『千越オーバー・えサウザンド』は、ＭＴ能力の世界では核かく兵へい器き級の影えい響きよう力りよくと貴重さをもった存在だ。

　かつて世界唯ゆい一いつの『千越オーバー・えサウザンド』だった俺の姉、十じゆう王おうあてなは、その巨大な力で終始悪の組織を圧あつ倒とうし続けてきた。

　その『千越オーバー・えサウザンド』が現在、おしり団には三人在ざい籍せき。これでは悪の世界のバランスを崩くずしていると言われても仕方がない。

「もしアナタたちが他組織に対して含ふくみをもたないと言うなら、この戦力過密を是ぜ正せいすることこそ急務じゃないの？　これだけの大戦力を抱えながら、仲よくしていきましょうと握あく手しゆを求めてきて、相手が信用してくれると思う？」

　それは、いまだ確約されていないおしり団とアザゼルバンクの同盟を暗に示されていると、すぐにわかった。

「……だからスカディさんを移籍させろと？　そうすることで戦力を均等にしろと？」

「イヤねぇ、誰もそんなセコいこと言ってないわよ。この斑鳩青あお盛もり率いるアザゼルバンクが、たかだかバグ能力者の三人や四人にビビっていると思われたら心外ねえ」

　斑鳩さんの鋭するどさを含んだ声に、俺は喉のどがカラカラに渇かわくのを感じた。

　ＭＴ能力者の戦力比率はともかく、組織としての規模や資金力、政治力などに関してはアザゼルバンクが圧倒的に上なのだ。それこそ大人と子供、いや巨きよ象ぞうとアリと言ってもよいほどに。

　そのアザゼルバンクが、斑鳩さんが、組織力をもっておしり団と敵対したらどうなるだろうか？

　一瞬にして潰つぶされるかもしれない。『千越オーバー・えサウザンド』の力をもって対たい抗こうしても。屈くつ強きような肉にく食しよく獣じゆうが、人の手によって絶ぜつ滅めつに追いやられるように。

「初めから、そのつもりだったんですか……!?」

　俺は、精せい一いつ杯ぱいの皮肉を言うしかなかった。

「昨日、俺たちをアイドルのライブ会場なんぞに連れて行ったのも、いきなりスカディさんをライブに参加させたのも。すべてはスカディさんを引ひき抜くのが狙いですか!?　そのために妹のフレイヤちゃんを……！」

「アラ、それは考えすぎじゃなくて？」

　斑鳩さんは悪戯いたずらっぽく笑う。

「大体、スカディちゃんがステージに上がるそもそもの原因は、アナタたちの方が作ったのよ。アナタたちの団長ちゃんが、お尻しりに目がくらんでウチのアイドルを襲しゆう撃げきしてね。そして穴あな埋うめの飛び入り参加者にスカディちゃんを選んだのはアナタたちだし、ステージでの色々なサプライズも、スカディちゃんやフレイヤちゃんが勝手にやったこと。第一、あの二人の暴走をフォローして、なんとかショーの枠わく内ないに収めたのはアナタの指示によるものじゃない」

「うぐ……！」

　斑鳩さんの指摘はすべて的確で、俺は反論することができなかった。

　すべてが、偶ぐう然ぜんで片づけられるというのか？　どれもこれも偶然で。……また偶然だ。斑鳩さんの名が出てくるようになってから、何度も何度も、偶然が俺の下に転がり込んでくる。

　その時、斑鳩さんの胸むな元もとから携けい帯たいの着信音が鳴った。

「はいはいアタシよ。……アラ、アナタから電話してくるなんて珍めずらしいじゃない。……会いたいの？　わかったわ、じゃあアタシのオフィスで」

　ピッと通話終しゆう了りようボタンを押してポケットに戻す。

「ゴメンナサイ彼氏クン、急なデートのお誘さそいが来ちゃったの。アナタとのお話は五分以内に切り上げさせてもらうわね」

　勝手な……！　しかし話の主導権は斑鳩さんの方にあるため、俺も従わないわけにはいかない。

「さてと、何の話だったかしら？　……そう、スカディちゃんをアタシにくれる話だったわね。アタシとしては、おーばー・なんちゃらなんてのはどうでもいいんだけど、スカディちゃんのビジュアルと身体能力を考えるなら、アイドル部門の増強として是ぜ非ひとも欲ほしいところよ。彼氏クンとしても、スカディちゃん一人差し出すことで悪の最大勢力であるウチと良好な関係を築ける。Ｗｉｎ‐Ｗｉｎの関係じゃなくて？」

「違ちがう！」

　俺は思わず叫さけんでしまった。こういう交渉時こそ冷静さが必要だというのに、頭がカッカとするのを止められない。

「斑鳩さん、アナタが何と言おうと、スカディさんはおしり団の重要な戦力です。それを他組織に引き渡わたすなんて考えられません。アナタにはどうでもよくても、彼かの女じよは貴重な『千越オーバー・えサウザンド』なんだ！」

「なら彼氏クン、アナタはその重要な戦力を使って、何がしたいっていうの？」

「えっ？」

　斑鳩さんの唐とう突とつな問いかけに、俺は言葉を詰まらせた。こんな時淀よどみなく答えることが舌ぜつ戦せんの鉄則だというのに、適切な言葉が思おもい浮かばない。

「それは、……あのっ、正義の攻撃から、おしり団の仲間を守るために……！」

　しどろもどろに、そう返すのみだった。

「それだったら、『千越オーバー・えサウザンド』が一人いれば充じゆう分ぶんじゃなくて？　ＭＩＮＯＳそのものを打うち倒そうって言うならまだしも、防衛に徹てつするなら『千越オーバー・えサウザンド』は単独でも充分な戦力。むしろ過分な戦力は、周囲から無用の警けい戒かいを招く、っていうのは、さっき言ったわよね？」

「それは、そうですが……！」

　スカディさんたちの強大な力を使って何がしたいか？

　そんなことを聞かれても答えることのできない俺だった。

　正義の組織ＭＩＮＯＳを倒す？　たしかに悪の組織に入った最初は、家族への復ふく讐しゆうのためにそんなことを夢想したが、今となっては昔の話だ。自分自身に失望した今は、そんな自分の仇あだ討うちなんて必要性を感じない。

　悪の世界の頂点を目指す？　それに関してもモチベーションはない。俺の所属するおしり団の中で、そんなことを望む仲間は一人もいないし、俺自身そうした野心は最初からなかった。

　俺に、大きな力で手に入れなければならない大きな望みなどない？

　なら、俺にスカディさんや美夜のもつ巨大な力は必要ない？

　イヤ待て、そんなことはない。ここで認めてしまえば、すべて斑鳩さんのペースで事が運んでしまう。

　何か言え、なんでもいいから反論しろ！　とても苦しい行こう為いだった、頭の中から、ないものを探し出してくるというのは。

　でもこのまま黙だまっていることだけは、絶対にダメだ！

「望みのない人間が力をもっていても空むなしいだけよ。それなら有効な運用のできる人間が代わって、力を管理してやるべき」

「ちがっ！　……違う！」

　声を裏返しながら、俺はどうにかそう叫んだ。考えなんてない、勢いだけだった。

「斑鳩さん、アナタの言うことは間違っている！　それじゃあ、その、そんな言い方は、まるでスカディさんを道具のように見ているみたいじゃないか！」

　どの口が言うか、と俺の頭の冷静な部分がツッコミを入れる。そもそも、スカディさんを『千越オーバー・えサウザンド』として、戦力の貴重性を主張してきたのは他ほかならぬ俺じゃないか。

　でも斑鳩さんは、そんなあからさまな矛む盾じゆんに何も言げん及きゆうせず、静かに耳を傾かたむけていた。子供のたどたどしい説明を根気強く聞く父親みたいに。

「スカディさんは一つの人格であって、兵器でも道具でもない！　だから組織の都合でやったり貰もらったりなんてできるはずがない！　……そうだ、佐藤さんが言っていた。男は女を守るものだって。男がどんなに弱くても、女がどんなに強くても、それだけは昔から変わらないんだって！　だから俺は、アナタの理り不ふ尽じんな要求からスカディさんを守ります！　スカディさんは絶対渡さない！」

　言い終わるとすぐさま、息切れがして呼吸が乱れる。

　我ながらバカみたいなことを口走ってしまった。理り屈くつも何もない感情論じゃないか。こんなもので一組織の長おさである斑鳩さんを論破できるわけが……。

「……フフッ、フフフフフフフッ！」

　斑鳩さんが、唐突に笑い出した。

「フフフフフフフッ！　…………そう、佐藤クンがそんなことを言ったの。あの粗そ野やなだけのガキが、粗野なりの厚味を備えたみたいねえ。これだから、この商売はやめられないわ」

「あ、あの……？」

「他者の言葉に縋すがりつつも、ようやく自分の望みを晒さらし始めたわね。……それで彼氏クン、結局はどうするつもり？　こっちがスカディちゃんを寄よ越こせと言う以上、それを断るなら同盟関係なんて結べるわけがないわよ」

「……斑鳩さん、こう考えたらどうですか？」

　俺は呼吸を整え、これから言うべきことをまとめる。今の暴走で、俺の頭にも幾いく分ぶん冷静さが戻ったようだ。

「……そもそもの問題は、スカディさんがアザゼルバンクのアイドルだと誤解されたことですよね？　誤解としてそのまま否定すれば、新アイドルデビューに沸わくファンの期待を裏切ることになり、ひいては母体であるアザゼルバンクへの損害になりうると」

「そうねぇ、だったらスカディちゃんを本当にウチのアイドルにしてしまうのが一番丸く収まるって話よ？」

「なら、ファンたちの期待を裏切らずにスカディさんのアイドルデビューを取り消せれば、それこそが一番丸く収まるんじゃないですか？　そうすれば、俺たちにもアナタたちにも損害はない」

　それこそが、俺の起死回生の一手だった。屁へ理り屈くつのこねあいだということはわかっているが、ここに俺は望みをつなぐ。

「もちろん、その方法を考え、実行するのは俺たちです。そしてそれが無事成功したら、スカディさん移籍の件、白紙にしてくれますよね？」

　そこまで言い切った時の斑鳩さんの瞳ひとみの色は、しばらく忘れられそうになかった。獲え物ものが罠わなにかかった時の、狩人かりゆうどのような眼光。俺はそれを、罠にかかった獣けものの心ここ地ちで見た。

「なかなか面おも白しろい展開になってきたじゃないの。いいわ、その賭かけ乗ってあげる」

　賭け？

　斑鳩さんの言い放った一言に俺は違い和わ感かんを覚える。賭けということになるんだろうか？

　スカディさんがアイドルであるという誤解を、アザゼルバンクに被ひ害がいが出ない形で解く。それさえできればスカディさんをアザゼルバンクに渡さなくていい。

　でももしそれができなかったら？　賭けというなら、賭けに負けた時は？

「アタシが勝ったら、当然スカディちゃんはもらうわ」

　斑鳩さんの言葉に、俺は心臓まで凍こおりついた。この人は俺の考えを秒単位で見み透すかしている。

「それだけで済ますというのも味気ないわねえ。なにせこの斑鳩青盛と賭けをするんだもの、それ相応の賭け金きんを積んでくれた方が、お互たがいスリリングだわ」

　そう言って斑鳩さんは、自分の座っている社長机の引き出しから、数枚の書類を取りだした。

　……なんだコレ？　俺に読めと言うのか？

「……ッ!?　これは……ッ!?」

「そう、アナタたちおしり団、かつてのシャーウッドが所有しているアジトその他の権利書よ。つまり今アナタたちの使っている施し設せつのすべて、アタシたちアザゼルバンクに所有権があるってわけ」

　俺たちおしり団は、シャーウッドから引き継ついだ様々な拠きよ点てんをもっている。現在アジトにしている廃はい民みん宿しゆくしかり。それ以外にも、都内各所にＭＩＮＯＳに対してゲリラ戦を仕掛けるために、マンションや一いつ軒けん家やなどを借りてセーフハウスとして使っている。

　それらの大元の所有権を、すべて斑鳩さんがもっている……!?

「言ったでしょう？　ウチは悪の組織兼けん会社。地上げなんてお手のものよ？」

　これが資本金二千億の株式会社でもあるアザゼルバンクの戦い方だというのか？

　規模が違いすぎる。どんな強力なＭＴ能力者を保有していても、これでは勝てる気がしない。

「これらの権利書も、賭けの賞品として追加しときましょう。アナタがこちらの要求を満たすことができたら、これを全部アナタたちに無む償しようで贈ぞう与よする。アナタたちはアナタたちの家に、これからも安心して住み続けることができる。でも、もしできなければ……」

「できなければ……？」

「スカディちゃんだけじゃなく、美夜ちゃんと緩花ちゃん、それに団長ちゃんも貰おうかしら？　これから展開させるアイドル事業、綺き麗れいどころはいくらいても困らないからね。それから、今出した権利書にのっとってアジトも退去してもらおうかしら？」

　そんなことをされたら、おしり団は実質的に壊かい滅めつじゃないか!?

　しかし俺は、それ以上斑鳩さんに抗あらがうことはできなかった。元々スカディさんを移籍させることに反対して申し出た賭け。勝ちさえすれば、すべてが上手くいくのなら、これ以上反対することはできない。

　しかし負ければ……。

　もしかして俺は、とんでもない土俵に上がらされたのではないだろうか？

　友好関係を結ぶか否いなか。そんなことを考えていたらいつの間にか存亡の際きわに立たされていた。

　それがアザゼルバンク。悪の最大勢力の駆かけ引き。

　それはまるで、引き返せないとわかった途と端たんに事の重大さを思い知らされる、悪あく魔まとの契けい約やくであるかのようだった。





＊　＊　＊






「……と、言うことになりました」

　逃にげ帰かえるような心地でアザゼルバンク本社からおしり団アジトへ戻った俺は、そこに居合わせた少女たちに土下座した。

「……正人さん、頭を上げてください」

　まず美夜が、俺に優やさしく声をかけてくれる。

「アナタがそうすべきだと思ったのなら、私は黙って従うまでです。私に迷めい惑わくをかけたなんて思わないでください。私はこれからの人生、アナタと一いつ緒しよに苦労したいんです」

　うう、美夜が内助の功的なことを言ってくださる……！

「美夜殿どの、そんな悠ゆう長ちように構えている場合ではござらんぞ！　これでもし相手の理不尽な要求が通ったら……！」

　緩花は、クルッとターンしてからピースサインを顔の横に添そえて『キラリンッ☆』と決める。

「……という踊おどりをせねばならぬのでござるぞ！　恥ち辱じよく！」

　振ふり付つけ完かん璧ぺきにこなしてんじゃねーよ。

　さすが天才剣けん術じゆつ家のお嬢じようさんは、体術系は一回見ただけでマスターできるのか。でも意外に踊るのノリノリな感じがしてたのは俺の気のせいだろうか？

　そしてもう一人。目下、本件のキーパーソンとなってしまったスカディさんは、ここにはいない。例のアイドルニュースが出回ってからずっと部屋に閉じこもって出てこないのだ。

　まあ、アレだけ大々的に報道されたのでは無理もないとは思うが。

「なんだよー、そんな深刻ぶっちゃってさー」

　と他方から、また別の人間の声がした。見るとそこにはスカディさんを一回り小さくしたような銀ぎん髪ぱつツインテールが畳たたみに寝ね転ころがっている。

「フレイヤちゃん？　何な故ぜここにいる？」

　先日知り合ったばかりの、スカディさんの妹にして斑鳩さんのアイドルグループに所属するフレイヤちゃんだった。

「別にいーじゃんアイドルぐらいなったって。青春の思い出作りと思っとけばいーんだよ。あーでもディ姉たちのアジトってスンゲー住み心地いいー。畳に寝転がったのなんて何年振りだろー？」

「フレイヤさん、ところてんが冷えてますけど食べますか？」

「わーいヘルシー。黒くろ蜜みつかけて食べるー」

　とフレイヤちゃん。コイツなんで自分の家のようにくつろいでいるんだ？　大体、この子がライブの最後にスカディさんをひん剥かなければ、こんなややこしいことには……！

「やだなー、お兄さんそんな顔しないでよー。昨日のアレはね、そうしたら盛り上がると思ったし、実際盛り上がったし。ボクの尽つきることなき芸人気質かたぎのなせる業わざなんだよー」

「で、今日は一体何の用で来た？」

「ディ姉がウチでデビューするんでしょ？　なら色々と、先任者として教授してあげようかなーと思って」

　誰だれのせいでそうなったと……！　と八つ当たりしても仕方がない。

　伝えるべきことも伝え終わって、美夜は今日の家事を片付けるために、緩花は修しゆ行ぎようにと退出してしまう。結局この招かれざる客をもてなすのは俺一人になってしまい、手て持もち無ぶ沙さ汰たとなるのだった。

「でもさ、君は今の状況文句ないの？　アイドルにとって別の新人がデビューってのは、ライバルが増えるってことでもあるし……」

「ちっちっ、浅はかだねぇお兄さん。アイドルっつってもさ。たった一人じゃ付いてくれる客層にも限りがあるんだよね。だからこそグループユニット結成して色んな属性の子を揃そろえて、手広くファンを獲かく得とくしていきたいわけじゃない？」

「はあ……」

「その点ディ姉は優良物件だと思うんだー。アレで見てくれは悪くないし、運動神経もいいしね。知ってる？　ディ姉って小さい頃ころからお母さんに色々スポーツ仕込まれてんだけど、その中にフィギュアスケートや新体操もあるんだよ？　ダンス的には即そく戦せん力りよくだよ？」

　肉親ならではの提供情報。するとつまりレオタード姿で銀ぎん盤ばんを舞まうスカディさんが昔いたということか!?

「つーわけでディ姉を説得しようと、ここまで来てやったんだけども、なんなのよこのお通つ夜やみたいな雰ふん囲い気き？　もうちょっと前向きなリアクションとかないわけ？」

「イヤ、だって……」

　スカディさんをアイドルグループに入れようなんてのは無理やりな話だからなあ。これで反発するなという方が無理かと。

「あー、お兄さん、もしかして心配してる？　芸能界なんて陰いん謀ぼう渦うず巻まく世界。もしかしたら大事なディ姉がプロデューサーやスポンサーの毒どく牙がに～、みたいな？」

「君はちょっと直球すぎるよね？」

「ダイジョーブだよー。他は知らないけど、ウチはそういうのメチャクチャ厳しく禁止してるから。破ったら酷ひどいよ？　一番軽くてクビ」

「それってフツーの会社だったら一番重いんじゃない？」

「ウチの会社はさ、一応は悪の組織だから、言ってみればバックにヤクザが付いてるようなものじゃん？　業界じゃけっこう怖こわがられてるんだよ。その証しよう拠こにボクも、アイドルになってから一度もナンパされたことないもん。多分ジャーマネさんが裏で色々やってるんだと思う」

「裏って……」

「社長もさ、今の会社立ち上げる前は傭よう兵へいとして世界中回ってたんだって。中東や南米で裏切り者への制裁の仕方とか勉強したらしいよ？　だから大だい丈じよう夫ぶだよー。アイドルデビューしても社長たちがディ姉守ってくれるよ！」

　そんな話聞いたら余計に怖くなるわ！　っていうか社長って斑鳩さんのことでしょ!?　どういう経歴もってんの、あの人!?

「フレイヤちゃんこそさ、どうしてそんなところでアイドルなんかやってるの？　元々はスカディさんと同じ、軍のＭＴ研究機関にいたんだよね？」

　それがどうやったらアイドルに行き着く？

「うん、ウチは十一人兄弟の中で、ボクとディ姉だけがＭＴ能力者だからね。幕ばく僚りよう長ちようの娘むすめだからって、義務みたいに研究につき合わされて正直ウザすぎだったよ。ディ姉は進んでやってたみたいだけど」

　それは何となく想像つく。

「それが『成果が出せない』って理由で研究所が解散しちゃってさー。ボクとディ姉も、どーしていーかわからなくなって。それで自由にやろうと思って……」

　うんうん。

「アイドルになった」

　自由すぎるわっ。スカディさんとは正反対のベクトルではっちゃけてる子だな！　アイドルになろうと思ってなれるもんでもないだろうに！

「でもさー、女の子って大体皆みんなアイドルに憧あこがれるもんじゃん？　色んな人にキャーキャー言われながらテレビに出て歌ったり踊ったりしたいわけじゃん？　そういうこと考えると、やっぱ社長凄すごいよねー」

「え？」

　社長って、斑鳩さんか？

　何故そこで斑鳩さんが凄いということになる？

「大体お兄さんはさ、フツーに考えてＭＴ能力者がアイドルになれるって思う？」

「あ……」

　そう、斑鳩さんが主しゆ宰さいしたアイドルグループは、そのメンバー全員がＭＴ能力者だったのだ。

　ＭＴ能力者は、それが発覚した時点で、重大な人生の選せん択たくを迫せまられる。

　正義の組織ＭＩＮＯＳに入隊して国家に忠誠を誓ちかうか、反はん抗こうして悪の組織に入るかだ。結局それはＭＴ能力者にとって公こう僕ぼくかアウトローの二択たくを迫るものであり、それ以外になることは許されない。

　それはもちろんアイドルという夢と希望の塊かたまりみたいな職業も同様だ。ＭＩＮＯＳなんてお堅かたい国家機関は浮うわついた芸能活動なんか許さないし。悪の組織ともなれば犯罪者だ、日の当たる場所へ出られるわけがない。

「実際に、今までアイドルになれたＭＴ能力者なんて一人もいなかったんだって。……それを変えてくれたのが社長なんだ」

「斑鳩さんが、ＭＴ能力者のためのアイドルプロダクションを作った……？」

「そ、アザゼルバンクは悪の組織で会社だから、社会に対してある程度主張力がある。今はまだＭＩＮＯＳの影響力が強いからテレビ出演はできないけど、ネットの方でコツコツやってる。問題はまだ色々あるけど、とりあえずＭＴ能力者ってだけでアイドルになれなかったボクらが、諦あきらめなくてよくなったのは社長のおかげ」

「…………」

「メンバーの中には、本当にアイドルが夢で、子供のころから発声練習やダンスレッスンを欠かさなかった子もいるけど、途と中ちゆうからＭＴ能力者であることが発覚して全部のプロダクションから落とされたりしたって。そういう子にとっては、社長はホントに恩人なんだよ。だから社長は凄いってこと」

「斑鳩さんは大体いつもそうだよ」

　突とつ然ぜん俺おれとフレイヤちゃんの会話に割り込んできた人がいて、誰だッ!?　と顔を上げると、そこに田中さんがいた。昨夜は朝方まで斑鳩さんと飲んでいたらしく、まだ青い顔でフラッフラしている。

「あ、次期社長だ。お疲つかれです～」

「ゴメンナサイ、スンマセンそれマジでやめてくださいゴメンサイ」

　田中さんが心底悲しそうだった。

「で、何だっけ？　そうアザゼルバンクの話だけどさ。あの会社は、社員全員をＭＴ能力者で固めて、作業の超ちよう効こう率りつ化かを図はかっている。参さん謀ぼうはそう思ってるでしょ？」

「え？　違うんですか？」

　ＭＴ能力は、人間の基本的な性能を遥はるかに超こえた力。それを労働力としてアテにすれば、常人の何倍もの効率を期待できる。筋力強化系、知覚拡張系、化学反応系。適切な部署を割り当てることで、かなりの効率化が期待できる。

　アザゼルバンクはそうして大きくなった会社じゃないのか？

「それは逆なの。アザゼルバンクはね、ＭＴ能力者を集めて巨きよ大だい企き業ぎようになったんじゃないの。ＭＴ能力者のために巨大企業が要いるから、作ったの」

「ＭＴ能力者の、ために……？」

「さっきフレやんが言ったように、現状のＭＴ能力者の人生には二つの選せん択たく肢ししかない。正義か悪かだ。でもＭＴ能力者だって人間さ。一庶しよ民みんとして生まれて、庶民並のささやかな夢をもってたりする。その夢が、ＭＴ能力者と言うことで無条件に絶たたれる。そうならないために斑鳩さんはアザゼルバンクを立ち上げたんだ」

　さらに続く田中さんの説明は、こういったものだった。

　たとえば将来料理人になりたいＭＴ能力者がいたとする。そしたらアザゼルバンクは社内に料理教室を作って受講させ、卒業後には自社が開くチェーン店に送り込む。

　たとえば将来科学者になりたいＭＴ能力者がいたとする。そしたらアザゼルバンクは多額の寄付金を特定の私立大学に入れ、そこで能力者学生の勉強と研究を支し援えんする。

　そんな具体例が次から次へと田中さんの口から出てくるのだ。

「『アザゼルバンクは手広く商売やってる』って言ってたよね。でもそれは会社自体が意識的に事業を拡大したわけじゃない。夢を叶かなえたいＭＴ能力者がいる。そういう人たちを支援するために様々な職種が必要だったってだけだよ。おかげで今のアザゼルバンクは外資にＩＴ、建設、飲食、ファッション、出版、映像、芸術、芸能とほとんどなんでも屋と化してしまっている」

「斑鳩さんは、色々な人の夢や目標を叶えるためにアザゼルバンクを運営している、ということですか？」

「ちょっと違うかな。夢や目標を叶えるのは、あくまで当人の努力さ。斑鳩さんは、各人が努力だけで目標を達成できるように環かん境きようを整えてやることしかしない。その環境の中で、各人がどれだけ頑がん張ばれるかを見るのが、あの人の楽しみなのさ」

　――ちゃりーん、メールが届きましたニョロよ!?

　突然、田中さんのケータイから着メロらしきものが鳴る。田中さんは恐おそる恐る受信メールを開く。俺おれも見る。





　差出人：斑鳩青盛

　件名：田中クンへ☆

　そんなに褒ほめても次期社長の椅い子すぐらいしか出ないわＹＯ♪






「だからなんでこの人は、こっちの動きを把は握あくしてるの!?」

　恐きよう怖ふに打ち震ふるえる田中さんだった。

「で、でも！　それならなんであの人は、俺たちからスカディさんを奪うばおうとするんです!?　田中さんの言うような人物像とまるで違うじゃないですか!?」

「それは多分……」

　と、田中さんは紡つむぎかけた言葉をそこで区切った。

「……それよりも参謀は、そんな物もの凄すごい人から挑ちよう戦せんされちゃったわけだけど、どうするの？　デビューの既き成せい事実を作られたスカディちゃんを、ファンが納なつ得とくいくような形で引かせなきゃいけないんだよね？　いい考えはあるの？」

　うっ。そこを聞かれると辛つらい。結局のところ俺には何も妙みよう案あんが浮うかんでいないのだ。

「無回答じゃ点数は入らないよ参謀クン。ではこの田中おにーさんが知ち恵えを授さずけてあげましょーか？」

「お願いします次期社長」

「マジやめてください。マジやめてください」

　どうでもいい田中さんの弱みを握にぎった気がする。

「で、田中さんの知恵というのはなんでしょうか？　よい案ならば採用するのも吝やぶさかではないですが」

「なんでそんなに偉えらそうなの……？　まあいいや、ボクの提案はこうさ、スカディちゃんをアイドルデビューさせちゃえばいい」

「なっ？」

　何を言い出すんだ田中さんは!?　それじゃあ斑鳩さんの思うつぼじゃないか!?

「話は最後まで聞いてよ。……ただしスカディちゃんをデビューさせるのは斑鳩さんじゃない、参謀、君だ。参謀が新しい芸能プロダクションを作って、そこからスカディちゃんをデビューさせるんだよ」

「え……、え？　どういうことです？　まだ話が見えてこないんですが？」

「斑鳩さんが、スカディちゃんのデビュー撤てつ回かいを認めない論ろん拠きよは、お客さんが落らく胆たんすること、それ自体じゃない。お客さんが落胆することによってアザゼルバンク芸能部の評判が落ちることだ。でもそれは、あくまでスカディちゃんがアザゼルバンク所属のアイドルとしてデビューした場合に限る」

「あ！」

「でも参謀主導のプロダクションからデビューさせた場合、無理やり引退させたことで非難を受けるのは参謀だ。アザゼルバンクに損害はない。よって斑鳩さんは何の文句を言う筋合いもない」

　そうか、スカディさんのアイドル活動の主導権を斑鳩さんに握らせることなく、俺の手でデビューさせ、俺の手で即そく座ざに引退させてしまえばいいんだ。

　そうすれば批判はすべて俺に集中し、斑鳩さんはまったく被害を受けない代わりに、スカディさん運用に関する発言権を失う。

　無論そんな不義理なプロダクションは後々の運営に支障をきたすだろうが、所しよ詮せんはスカディさんをデビュー、即そく時じ引退させるためだけのプロダクションだ。

　ぶっちゃけダミー会社でもいい！　これならば斑鳩さんに提示された条件もクリアできるはずだ！

「なーんかお客さん置いてけぼりでヤな考え～」

　フレイヤちゃんが不満そうに呟つぶやいているが、気にしない。何故なら俺はプロのアイドルプロデューサーではないからだ！

「ブラボーですよ田中さん！　キャプテンブラボーですよ！　その案で行きましょう！　スカディさんを守るためなら俺いくらでも泥どろをかぶりますよ！」

「うむうむ、参謀のモチベが上がって結構なことだよ」

「よーし、じゃあ早さつ速そく頑がん張ばるぞー！」

　と喜び勇んで俺は部屋から飛び出だしていくのだった。





＊　＊　＊






　田中さんからの妙案を聞いた途端、俺が部屋から飛び出したのにはわけがあった。

　俺の目指すところは一直線だった。

「スカディさん！　スカディさん聞いてください！」

　そうスカディさんの部屋だ。彼女は、例のニュースがネットを騒さわがせているのを知ってからずっと、部屋に閉じこもっている。ただでさえ軍人として責任感の強い彼女だ。それがまんまと敵の術中にハマったと知れば、塞ふさぎ込みたくもなるだろう。

　だからこそ俺は、形となった打開策を真っ先にスカディさんに伝えたくなったのだ。気が逸はやったせいで、ノックも忘れてスカディさんの部屋のドアを開けると、そこにあったのは……。

「浮うき世よをば　今こそ渡れ　武士もののふの


名を高松の　苔こけに残して」



　辞世の句だった。

「ちょっとぉーーーッ!?」

　何があったかというと、スカディさんが自室で切腹の準備をしておられた。上着の裾すそをペロンとめくり上げて、ギラリと光るアーミーナイフ。

　またか！　と慌あわてた俺は、スカディさんの腹部に突つき立たてられんとするナイフを寸前で奪い、容よう赦しやなく窓の外へ投げ捨てる。

　なんかもー、慣れてきたこのやりとり！　でもスリルは色いろ褪あせない。この一いつ瞬しゆんが間に合わなかったらと思うだけで心臓がバクバクする！

「正人中ちゆう尉い、また小官を死なせてはくれぬのですか……？」

　スカディさんが無念極きわまる口調で言う。まあ、彼女が何故このような挙に及およんだのかは大体想像がつくが。

「敵の術中にハマり、衆目の前であのようなはしたない姿を晒し、あまつさえそれをネット拡散させられた挙句、正人中尉にご迷惑をかけるとは……。ここはやはり、腹掻かき切ってお詫わびする以外には……！」

　スカディさんは、またもや自責の鬱うつモードに入ってしまっていた。責任感のあるのはいいことだが、責任の取り方が切腹一択しかないということはどうにも困りものだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよスカディさん！　斑鳩さんの真意を見み抜ぬけなかったのは俺おれの落ち度でもあるんですから、スカディさんだけに非はありません！　それに打開策もちゃんとできてますから、安心してくださいよ！」

「正人中尉は優しすぎます……！　そのような海のごとく深き優しさが、小官を堕だ落らくさせてしまうというのに……！」

「そんなこと言われても、スカディさんが辛い思いをするのはイヤですよ……」

　スカディさんは、おしり団旗はた揚あげのころから、団長ともっとも長く一緒に戦ってきた仲間だ。どんな戦いにも、その隣となりにはスカディさんがいた。だからスカディさんにはこれからもそうあってほしい。

「それではいけません。小官は正人中尉のお役に立ちたいのです。正人中尉の剣けんとなり盾たてとなり、その命令の下に戦いたいのです……！　それが正人中尉の足手まといとなるぐらいなら、いっそ小官の身み柄がらを斑鳩氏に引ひき渡した方が……！」

「それは絶対にダメだッ！」

　俺の鋭するどい言葉に、スカディさんの肩かたがビクリと震えた。イカン、咄とつ嗟さに怒ど鳴なってスカディさんを怖がらせてしまった。取とり繕つくろうように、俺はスカディさんの頭を撫なでる。

「ま、正人中尉……」

「スカディさん、そんなことは金輪際言わないでください。スカディさんは、俺の副官なんでしょう？　なら生しよう涯がい俺の隣にいてくれないと困ります」

　スカディさんの望み。それは軍人家系に生まれた自分の本分をまっとうするために、優すぐれた人物の副官となって戦うことだという。

　その相手に選ばれたのが何な故ぜ俺かというのがよくわからないが、そんなこととは関係なく俺はスカディさんを失いたくない。仲間を失いたくないのだ。

「俺は絶対にスカディさんを、斑鳩さんには渡しません。スカディさんは俺が守ります。だからスカディさんも変なことを考えたらダメですよ」

「し、しかし……、んっ、くぅん……!?」

　ナデナデ、ナデナデ、ナデナデ……。スカディさんの頭を撫でる俺の手が、彼女から反論の意志を奪い去っていく。付き合いが長い分、彼女の気持ち良くなるツボは知り尽くしているのだ。このまますべてをウヤムヤにしてやる。

　ナデナデ、ナデナデ……。

「お、おやめください正人中尉……っ。くっ……、くっ……！」

「ん？」

「くぅん、くぅんくぅんくぅんくぅんくぅんくぅん……！」

　やべぇ、やりすぎた。

　可愛かわいがりすぎた結果スカディさんが犬化した。







――Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ――







　正義の組織ＭＩＮＯＳ司令、十王厳げん破ぱは待っていた。

　通された応接室で、出された渋しぶい緑茶を飲む。

　今日の外出は職務の一いつ環かんではない。私的なものだ。そのため彼かれの右みぎ腕うでである五部長の面々はおろか、彼のスケジュールを管理する秘書にすらその行き先は告げていない。

　完全な秘密の会合だった。

「ハロー♪　お待たせしちゃってゴメンソーリー♪」

　ドアを開けて室内に入ってきたのは、年ねん齢れいは二十代後半とおぼしき女性の姿をしていた。容姿から物もの腰ごしまで、すべてが輝かがやく完璧な女性であったが、十王厳破は知っている、この人間は、内面と外見が完全に乖かい離りしてしまっていることを。

「…………十年、いや八年前までのお前は、たしかに男だった」

「イヤねーゲンさん、会うたんびに同じ愚ぐ痴ち言うのやめてくんない？　いい加減アタシのこの姿にも慣れたでしょーに」

　そう言って悪の組織アザゼルバンク代表、斑鳩青盛は、厳破と向かい合う位置でソファに座すわる。

　正義の頂点・十王厳破。

　悪の頂点・斑鳩青盛。

　本来ならば絶対に重なることのない二人がこうして相あい見まみえる。善悪双そう方ほうの関係者がもしこの光景を見れば、まず我わが目を疑うだろう。それくらいありえない光景だった。

　しかしこの二人は現実にこうして向かい合い、十数年来の友人のように気の置けぬ態度で語り合っている。

「……それで、今日は随ずい分ぶんと急なご訪問ね？　最近は豚ぶた小ご屋やの処分が忙いそがしいんじゃなかったの？」

「相変わらず耳みみ聡ざといな」

　青盛の言う『豚小屋の処分』とは、ＭＩＮＯＳ五部署の一つ、広報部の解体作業を指している。

　数日前、ＭＩＮＯＳ広報部長である油あぶら多た奴ぬ目め夫おが、悪の組織に敗北。その際彼自身の犯おかした横領、賄わい賂ろなどの不正行こう為いが明るみとなり、部長解任へと追い込まれた。

　それに伴ともない広報部そのものも解体、執しつ務む部へと統合される作業が急ピッチで行われている。

「あの豚、もう少し利用価値があったんじゃない？」

「油多部長のことか。利用価値があろうとなかろうと、あれだけの醜しゆう状じようを晒せば処理せざるを得ん。お前が口出ししなければ、もっと早くにできていたがな」

「えー？　そこでアタシのせい？」

「馬め能のう君が、私を説得するためにお前まで担かつぎ出してくるとは想定外だった」

　馬能佐さ有ゆ子こ。ＭＩＮＯＳ五部長の一人。諜ちよう報ほう部ぶ長ちようである。厳破にとっては彼がまだ警視庁の一官かん僚りようであった時代、ＭＩＮＯＳの前身となる『特とく殊しゆ災害対策室』を立ち上げた頃からの部下で、腹心といっても差さし支つかえないほど重要な人材だった。

　厳破が警察と袂たもとを分かち、ＭＩＮＯＳを設立してからも行動を共にしてくれた。あの当時からの部下で、今も残っている者はもう馬能諜報部長の他には一人もいない。

　それでも、今目の前にいる斑鳩青盛との付き合いの方が、彼かの女じよよりよほど古いのだが。

「佐有子ちゃんって、アタシのこと嫌きらいなクセに何かと便利使いするからねー。でも油多を泳がせておくって判断は、佐有子ちゃんのファインプレイだったと思うわよ。アンタがやろうとしていることにも、随分都合がよかったでしょう？」

「たしかに油多部長は警察から派は遣けんされながら、ＭＩＮＯＳの内情を警察に知らせるという責務を疎おろかにしていた。だが、そのために罪もない市民に迷惑がかかっては意味がない」

「だからアンタのリクエスト通りに、ウチとオタクの諜ちよう報ほう部ぶが合同で監かん視ししてたんでしょう？　お陰かげであの豚は、広報部長就任直後は鈴木クンに邪じや魔まされて、鈴木クンがＭＩＮＯＳ辞やめた後はアタシや佐有子ちゃんに邪魔されて、結局一人も一いつ般ぱん人じんに被害は出さなかったじゃない。……ああ、鈴木クンってのは竜りゆう豪ごう寺じクンのことね念のため」

　しかしそれでも広報部長の職権を利用して一般人を食い物にしたかった油多は、ＭＩＮＯＳ諜報部の監視が届きにくい乱らん征せい大だい武ぶ連れんから岸がん我が緩花を見つけ出し、迂う遠えんな策を巡めぐらせた。

　それが先日の『マッドエンペラー抗こう争そう事件』へと繋つながり、油多自身が失しつ脚きやくする契けい機きとなるわけだが。

「そういえば、クソ豚に引導を渡わたしたのもあの子だったわねえ。ゲンさんも、今日のご訪問の要件はそれなんでしょう？」

「こんなモノを送られればな」

　厳破は仏ぶつ頂ちよう面づらで、自身の携けい帯たい電話の画面を差し出す。そこに映っていたものは他でもない、彼の息子むすこが美女四人に囲まれてウハウハという、ちょっと状じよう況きようがよくわからない写メだった。

「……アレが、お前のところに来ることはわかっていた。アレももう悪の者だ。悪の世界で頂点を目指すならば、いずれお前とぶつかることは必定。ただ、色々と私の予想の斜ななめ上うえをいっているがな」

　それもこの男に関すればいつものことだった。斑鳩青盛という男と出会ってから二十七年、厳破は常に、彼に驚おどろかされたり振り回まわされたりばかりしている。

「………………それで、どうだった？」

「ん？」

「アレは、どうだった？」

　それこそが十王厳破の今日の訪問の目的だった。アレとは無論、彼の息子である十王正人のことである。

　正人が悪の頂点、斑鳩青盛の下へ必ず辿たどり着つくだろうことは、先ほど言った通り。しかし、厳破の予想ではもう少し先のことだと見定めていた。父の予想を超える早さで、悪の天てん嶮けんの裾すそ野のへと辿り着いた息子。その息子を、盟友でもある悪の巨きよ頭とうはどう評価したか。

　それを確かめるために、厳破は今日ここへ来たのだった。

「……ダメね、まったくの問題外だわ」

　青盛は、至し極ごくあっさりと言い切った。あまりに即そく答とうであったために、返答を聞くための心の準備すらできていなかった厳破は、

「そう、か……」

　と無様な反応しかできなかった。

「あの子のデータは事前に目を通しておいたわ。十六歳さいにして頭脳は東大生クラス。身体能力も、スポーツ選手のオリンピック組に放ほうり込んでなんとかやれるレベルね。実際に会って面つら構がまえのよさも確かく認にんできたし。まあ同世代の中じゃあ四、五十歩は抜ぬきん出でてるんじゃない？」

「それでは……」

「でもねゲンさん、そんなものは人間の価値には結びつかないわ。強さ賢かしこさ、そんなものとは人間の価値を定める決定的なものにはならない。人間の価値を決める、人間にもっとも必要なものとは……！」

「……欲望」

　語る言葉の核かく心しんを奪い取られて、青盛は宙に浮いたような表情をする。

「……いつから予知能力者になったのゲンさん？」

「その話、何百回聞かされたと思っている。いい加減耳タコというヤツだ。……もっとも、素面しらふの状態で語りだしたのは今日が初めてかもしれんが」

「酔よってはいるかもね、人の心が醸かもし出す欲望の香かおりに」

　と青盛は、本物の女性と見み紛まがうような艶えん然ぜんさで笑った。

　十王厳破は知っている。欲望。それこそ、斑鳩青盛がその人生にもっとも重きを置く大要項であると。

　人間の価値を決めるものは何か。

　家いえ柄がらか、才能か、あるいは人格の高潔さか。

　斑鳩青盛は、そのいずれも答えとしない。彼は『欲望』であると答える。人間の価値は、その人間が抱いだく『欲望』によって決まるのだと。

「人は何かを望むことによって生きるのよ。食べたいと望むからこそ土を耕し、欲ほしいと望むからこそ働いて金銭を得る。欲望とは、人の行動の始原なの。人は欲望なくして何も行動を起こせないし、行動しなければ何の結果も残せない」

　願望、野望、希望、夢。人はその美意識によってさまざまに呼び名を変えるが、結局それらは根源的にすべて欲望である。

　人は欲望によって事を成し、その結果によって後世から評価される。欲望によって飯を食い、欲望によって富を蓄たくわえ、欲望によって人と繋がる。それらは結実して文明、文化となり、さらに社会を作り上げ、国家を成した。

　だからこそ悪の巨頭・斑鳩青盛は言う。人間の価値とは、その人間がいかなる欲望をもち、その欲望を満たすためにいかなる行動をとったかであると。才能や能力といったものは、あくまで欲望を達成するための手段でしかない。

「でも、あの子にはみずからの欲望がないわ」

　それが十王正人のことを指していること、もはや両者に確認の必要はなかった。

「あの子には欲望というものが欠けている。みずから望むものが何もない。自分が何を望んでいるか、何に向けて行動するか。度たび重かさなるアタシの問いに、あの子は一度も答えることができなかった」

「……だから、アレは問題外だと？」

「まあ、あの子も根がお坊ぼつちゃまだからねえ。生まれた頃から恵めぐまれてると、充じゆう足そくしてなかなか自分自身の欲望をもちにくいものよ。……でも、あの子の問題はさらに別にある。あの子は、自分自身に絶望している。だから自分に望みなどもたない」

　正人が自分自身へ絶望していることに、父である厳破は心当たりがあった。ＭＩＮＯＳ司令を父にもつがゆえのプレッシャー。幾いく度どものＭＩＮＯＳ入隊試験への挑戦、失敗。

　なまじ才能があるゆえに、その挫ざ折せつは息子の心を切り刻んだ。

　その歪ゆがみを整合させるために、彼は彼自身が無価値であると断じた。自分は無価値だから、失敗したり間ま違ちがったりしても、それは当然であると。

　それは、失敗することで己おのれが傷つくことを防ぐための、一種の心の防衛行動だろう。

　自分が無価値である以上、彼は自分に何も期待しない。期待しない以上は何も望まない、と。

　青盛は、そうした正人の心にある闇やみを、たった一回の会談で見抜いてしまったのだ。

「自分の父親は、自分に何の興味もないって言ってたわよ、彼」

「…………」

「だんまりー？　まあいいけど。あの子ね、今回揺ゆさぶり続けてやっと望みの片へん鱗りんみたいなのは見せ始めたわ。アタシはあの子にイタズラを仕し掛かける。あの子自身まだ気づいていない小さな望みを叩たたき潰つぶす悪質なイタズラをね。あの子が死しに物もの狂ぐるいで抵てい抗こうするのを、アタシは楽しませてもらうつもり」

「試ためすというのか、アレを？」

「『試す』って行為はね、コイツは自分より格下だ、って思う相手に対してのみ行われるのよ？　アタシは世間様にはばかる悪党。誰に対してもそんなエラソーなマネはできないわ。だからアタシがやるのはイタズラ。場合によってはどちらかの命タマが落ちる、真しん剣けん勝負のイタズラよ」

　口では空そら惚とぼけていても、青盛がチラつかせる抜ぬき身みの刃は物もののような意志の鋭さを、厳破は見み逃のがすことはなかった。

　青盛にとって『試す』という行為も、真剣勝負もイタズラも、すべては同義だった。彼がイタズラと称しようし、正人本人も気づかぬほどのささやかな望みを潰しに来るなら、それこそ正人が死にもの狂ぐるいに抵抗しない限り、青盛は彼の望みを本当に潰す。

　悪の世界を覆おおう巨きよ人じんから挑いどまれる勝負に、いまだ無名の正人は逃にげることはできない。

　逃げずに立ち向かい、試練を乗のり越える。それができずして、正人はどうして厳破の望みを叶えてくれよう。

　正人には、正義の組織ＭＩＮＯＳを壊かい滅めつさせてもらわねばならぬのだから。





――Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ　Ｅｎｄ――









第三章　悪のショーマンシップ







「…………どうしてこうなった？」

　準備万ばん端たん、すべてが整った会場を前に、俺は感無量の思いで呟いた。

　何の準備か？　何の会場か？　それは一言ではとても説明することはできない。

　スカディさんをこの手でアイドルデビューさせると決めてから一ヶか月げつ、その間俺は息つく間もない戦いの渦か中ちゆうにあり、その労力と時間のすべてをあるプロジェクトのために費やしてきた。

　その結実というべきものが、今目の前にあった。

　それは、プールだった。しかも総面積一万平方メートルにも及ぶ巨きよ大だいプールだ。

「わーいわーい！　お祭りですよカーニバルですよ謝肉祭ですよー！」

　俺の背後で団長が舞まい上あがっている。

　前方に巨大プール、何な故ぜそんなものの前にいるのか？　それを説明するためには、少々時間を巻まき戻もどさなければならなかった。
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「というわけで、俺たちは俺たちの手でスカディさんをアイドルデビューさせることにしました！」

　田た中なかさんから妙みよう策さくを授けてもらったその日、俺はおしり団の主要メンバーを集めて会議を開いた。

「……小官は、正まさ人と中尉の指示とあらばなんであろうと従う所存です。この命お預けいたします」

　俺の隣に座るスカディさんが粛しゆく々しゆくと頭を下げる。

「なるほど、斑鳩いかるがさんが勝手にスカディさんをアイドルにして、勝手にファンに期待をかけさせたのなら、こちらも勝手にスカディさんをデビューさせ、身を引かせてしまおうということですね？」

「よくわからぬが、わかったでござる！」

　美み夜やと緩ゆるや花かも、概おおむね俺の案に好意的だ。イヤまあ、真の発案者は田中さんなんだけども。

「既すでにスカディさんの所属プロダクションにするためのダミー会社は企き業ぎよう登記してあります。あとは計画を実行に移すだけです！」

「それってプロの行政書士さんがやる仕事じゃなかったっけ？」

「参謀のインテリヤクザ化がとまらない……！」

　なんか佐さ藤とうさんたちから呆あきれたような目で見られてしまった。

「で？　具体的にどうするかは決まってるの？」

「え？」

　ノリに乗ってるところに、田中さんからの質問で話の腰こしを折られた。

「それはネットニュースなどからスカディさんのデビューと引退を発表して……」

「それじゃダメだよぉ。スカディちゃんは既に斑鳩さんの宣伝工作によってアザゼルバンク側アイドルグループの新メンバーって世間に認にん知ちされてるから、ただ単に引退宣言したぐらいじゃ、ファンは結局アザゼルバンクの不義理と思って、その事務所を叩くよ？」

　ええい、メンドくせえなアイドルファン。

「つまり、スカディさんが事務所を移い籍せきしたと、世間に強く印象付ける何かがないといけないってことですか？」

　でも具体的に何をやればいいんだよ？　と、さっきはそれを聞かれたわけか。

　アイドルグループのファン全員に知しれ渡るほどのインパクトの強い事件なり企き画かくなりがないといけないってことだよな。

「企画……コンサートとか？」

　さすがにそれは……。

　コンサートをするためには歌を歌わないといけないし、ダンスもしないといけない。

　アザゼルバンクのアイドルグループのようにオリジナル楽曲など一つももっていない俺たちに、どうやってそれを用意しろというんだ？

　俺たちが作詞作曲やる？　素人しろうと作りのショボいものが出来上がってファンの大ひんしゅくを買うのがオチだ。

「そこで私のお知恵を拝借なのですよーーー！」

　バターンと会議室のドアを開けて入ってきたのは団長だった。

　団長は、昨日のアイドルグループ襲しゆう撃げきのおしおきとして別室で漢字の書き取りを行わせていたのだ。ここに来たということは終わったのだろう。

「正人さん！　このデスノート型じゆうちょうに『尻しり』の字を五千回書き取ったのですよ！」

　余計煩ぼん悩のうが強まりそうな気がする。

「そしてですね！　話は聞かせてもらったのですよ！　スカディちゃんがアイドルとして見事にデビューするための、腹案、我にアリんこなのです！」

「波なみ美み、お気き遣づかいはありがたいのですが……」

　やっぱりスカディさんは乗り気ではないようだ。しかしテンションだだ上がりの団長に、スカディさんは逆らえない。

「で、団長の言う腹案というのは、何なんです？」

「ハイ！　それはモチのロン、スカディちゃんのデビュー企画なのです！　名付けて……」




『ドキッ☆　おしりだらけのおしり大会☆　おしりもあるよ☆』




「……なのですよ！」

　むしろお尻しかない。

「あー、アレなー」

「アレが放映されてた時オレら子供だったわ。思い出すと懐なつかしいなあ……」

「青い性の目覚めだったよね」

　なんか佐藤さんたちが回かい顧こモードに入っとる!?

　どういうこと!?　団長が口走ったフレーズにいかなる意味があるというんだ!?　俺は佐藤さんたちと違ちがって若いからわからんぞ！

「しかし水着大会というのは悪くないんじゃないか？　アイドルとの親和性は恐ろしく高いものの、結局やることはただの水上運動会だからなあ。歌とか振ふり付つけとか、作成も練習も必要ない」

「え？　水着大会？」

　なんで、ドキッ、○○だらけの～、で水着大会の意味になるんだ？

「あー、昔ね、『ドキッ、女だらけの水着大会』というのが……」

「田中やめろ。ネタを説明するな。空むなしくなる」

　何故か佐藤さんたちの間で葛かつ藤とうがあった。

「しかし、それだと別の問題が出てくるぞ？　水着大会は基本、団体競技だ。スカディちゃん一人でやって何が面おも白しろい？」

　鈴すず木きさんからの指し摘てきで、広いプールで唯ただ一人クロールや背泳ぎするスカディさんを、観客が淡たん々たんと観察する絵が思おもい浮かんでしまった。

「だったら、人を増やす……？」

　俺たちの視線はある一点へと向けられる。

　それは、先ほどから会議に参加せずに静かに座っているだけの、美夜と緩花だった。

「はい？」

「なんでござるか？」

　生いけ贄にえに供されようとする子羊はまだ自分たちの運命を知らない。

「クッ、耐たえて二人とも……、これもスカディさんを助けるため、一人は皆みんなのため、皆は皆のために……！」

「ちょっ、どういうことでござるか正人殿どの!?　まさか拙せつ者しやらにもかようなヒラヒラとしたものを着て舞い狂くるえと!?」

　緩花の抗こう議ぎを黙もく殺さつし、俺たちは詳くわしい話を詰つめていく。

「参さん謀ぼう、おしり団に女性は何人いる？」

「現時点での構成員数は二百四十七人。そのうち百四十二人が女性です」

「ウチ女性率の方が多かったのか……！　まあいい、ソイツら基本全員参加だ。場所はオレたちに任せておけ。二百人暴れても大丈夫なくらいのデカいプールを押おさえてやる」

「こうなったらオレたちの総力を結集して、今世紀最高の水着大会を開かい催さいしてやろうぜ！」
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　回想終しゆう了りよう。

　あの時点で薄うす々うすでも感づいておくべきだった。話の方向性がズレていると。

　そもそもスカディさん一人を守ればいいだけの今回のアイドル騒そう動どう。おしり団の女性メンバー全員をスポットライトの下に引きずり出す必要はあったのか？

　何よりも今回が……。

「水着回だったとはっ…………！」

　これから始まるプール内での大運動会。当然それに参加する女性たちは全員水着を着用なのだった！

「ヘイヘイホーイ！　待ちに待った水着回なのですー！　ナイロン素材のビキニ尻、紺こん色いろのスクール水着尻、ストイックな競泳水着尻、クイッと食い込むスリングショット水着尻、選より取どり見み取どりなのですよー！」

「やったわね団長ちゃん！　明日はホームランよ！　明後日は凡ぼんフライよー！」

　テンション翌日で使い切ってんじゃねえか。

　団長に加わって斑鳩さんまで俺おれの背後でお祭り騒ぎだった。この二人はなんでこんなにシンパシーが強いんだろうか？　イヤ、よく考えてみたら初対面で団長のノリについてこられた人って斑鳩さんが初めてな気がする。

「恐おそるべしアザゼルバンク社長、斑鳩青あお盛もり……！」

　ときに何な故ぜ斑鳩さんがここにいるかというと、俺が呼んだからだ。俺が、斑鳩さんの要求に反発したことで、ここまで盛り上がってしまった騒ぎ。斑鳩さんに見届けてもらわないわけにはいかない。

　俺たちの目の前にあるのは、都内にあるレジャー系の大型プール。佐藤さんが請うけ負おった通り、総面積約一万平方メートルで二百人の女の子がくんずほぐれつになっても問題ない規模だ。

　その周囲には、旧シャーウッドのコネで来てくれたイベント設営会社の手により、見事な観客用のスタンドが建てられている。

　その観戦スタンドが、開催三十分前の今の時点で満席状態。前売りチケットの売り上げから計算するに、三千人は来ているとみて間違いない。

「スカディちゃんが、前もってウチのライブに飛び入り参加したのが、いいＣＭになったわね」

　斑鳩さんが、穏おだやかに言う。

「アレだけクオリティの高い子が大々的に登場しておきながら、続報はまったくなし。お客さんたちも情報に飢うえていたでしょうから、このイベントに飛びつくのは当然だわ。彼かれ氏しクン、仕掛け人にんとしてはなかなかの手て際ぎわね」

　解説どうもありがとうございます。

「運がよかったんですよ。斑鳩さんが指摘したこともありますけど、このレジャープールが丁度シーズン目前で、プール開きイベントの一環としてウチを受け入れてくれたのも幸運でした。佐藤さんたちシャーウッドの人たちが様々なコネを使って必要なものを全部そろえてくれたのも幸運ですし、スカディさんみたいな美人がいてくれたのも幸運です」

　だから、俺の実力とはまったく関係ない。そう言おうとしたところ、斑鳩さんに遮さえぎられた。

「彼氏クン、運のいい人間と、運の悪い人間の違いって何だと思う？」

「え？」

　聞かれて俺は、むしろ返答に困った。自分で言いだしておきながらなんだが、俺は運なんて不確定なものを信じられず、従って運がいいとか悪いとかの違いなんて答えられようがない。

　しかし斑鳩さんは、そんな俺の戸と惑まどいなど意に介かいさぬかのように話を続ける。

「幸運というのはね、いつでも、どこでも、誰だれの前にも必ず転がっているのよ。今こうして突っ立っているアタシたちの周囲にも、人生を丸ごと変えてしまうような幸運がどこかに隠かくれているの。運がいい人間とは、それを見つけ出だして必ず手にする者。運が悪い人間とは、それを死ぬまで見過ごし続ける者のことを言うの。覚えておきなさい」

「はあ……」

　斑鳩さんの言わんとしていることが俺にはさっぱりだが、まあいい、かまわず説明を続けよう。

「とりあえずこのイベントですが、ただのアイドル水着大会じゃない。ＭＴ能力者の女の子が競技していくことを最大のウリにしています」

「ふーん？」

「常人をはるかに超こえる筋力、感覚力。それらを備えたＭＴ能力者だからこそできるパフォーマンスを観客にガンガンアピールしていくつもりです。競技は、三チームによる対たい抗こう戦せんという形を取りました」

　それは戦力を均等にするための配はい慮りよだ。参加者中最大の戦力といえば、スカディさん、美夜、緩花の『千越オーバー・えサウザンド』三人。これらが公平に競きそい合うためには全員がばらけるしかない。

　結果、スカディさん、美夜、緩花をリーダーとし、その下に他の女の子を分配する三チーム対抗戦とすることが、事前の会議で決定したのだ。

　そうすると自然、元シャーウッドのリーダーだった美夜にはシャーウッド出身の女の子が、元マッドエンペラー総長の緩花にはマッドエンペラー出身の女の子が集まる。

　そこまで口頭で説明したところ、斑鳩さんから……、

「それじゃあ、スカディちゃんは？」

「う……！」

「旧シャーウッドと旧マッドエンペラーってなら、現状のおしり団は美夜ちゃんチームと緩花ちゃんチームに綺き麗れいに割れたってことよね？　ならスカディちゃんにはどういう陣じん営えいが味方してるのかしら？　まさかぼっちってことはないわよね？」

　……と鋭い質問が飛んできた。たしかにシャーウッドを母体とし、後にマッドエンペラーを取り込んだ我らがおしり団は、その旧組織二つを取り除いたらほぼゼロ。後には何も残らない。

　そんな状況で、三陣営に分かれた残りの一、スカディさんに所属してくれる女の子がまったくいないかというと、実はそんなことはない。

　いる。しかしそのスカディさん側に所属してくれる女の子というのが……。

「アザゼルバンクの、アイドルたちなんですけど……！」

　そう、この水着大会のことを報告した時、敏びん腕わん斑鳩さんからゴリ押しがあったのだ。おしり団の女性だけでなく、アザゼルバンクの綺麗どころも選りすぐってイベントに参加。それが、この水着大会がここまで盛せい況きようになった秘密でもある。

　むろん先日会ったアイドルグループ・ＡＺＢ64とやらもフレイヤちゃん含ふくめて全員参加。消去法的にスカディさんチームに所属することになっている。

　つまり今日の水着大会は、旧シャーウッド、旧マッドエンペラー、そしてアザゼルバンクと、悪を牛ぎゆう耳じる五大組織のうち三つまでが参戦するというよくわからない一大イベントと化してしまったのだ！

「いいのよいいのよー。アタシも儲もうけ話には一枚噛かみたいしね♪　こんな楽しそうなイベントに参加させてもらって、ウチの子たちもアピールチャンスだって張り切ってるし」

「そりゃどーも……」

　頬ほおが引きつっているのを自覚しないわけにはいかないのだった。

　ちなみに斑鳩さんがこのイベントに噛んでるのはそこだけじゃない。今回は水着大会というだけあって参加する女の子は全員水着着用だが、その水着を全員分、アザゼルバンクのアパレル部門が提供してくれたのだ。

『海水浴シーズンを目前にして宣伝になる』とのことで、提供されたのはすべて今年の新作で、しかもイベント終了後はそのままプレゼント。この気前の良さにウチの女の子メンバーは大喜びだった。

　それからもう一つ。俺は、プールサイドの一角に建てられた櫓やぐらの上に設置されたテレビカメラを見る。

「テレビ放映……するんですね」

「ええ、今までは無理だったんだけど。アナタたちがＭＩＮＯＳミノス広報部長をやっつてけくれたおかげで、そっち方面のことが色々やりやすくなったのよ。今回は、実験的な試みと言ったところね」

　斑鳩さんは軽く言うが、俺はどうしても不安を拭ぬぐい去さることができなかった。

　イベントが始まれば、スカディさん、美夜、緩花などの姿が電波を通じて全国へ放映される。それはつまり……。

「自分の愛いとしい女の子たちがお茶の間の人気者になるのが面白くない？」

「何言ってるんですか!?　そーいうことじゃないですよ！　第一、皆がこんなアイドルの真ま似ね事ごとするのは今日限りですし！」

　そう、俺たちの本来の目的は、この水着大会にはない。イベントを通じスカディさんがアザゼルバンクではなく俺たち所属のアイドルだと充じゆう分ぶんにアピールした上で、即そく座ざに引退させることにある。

　この水着大会の閉会式で、その発表は大々的になされることだろう。

　それによって俺たちの目的は達成される。

「そうねえ、客の入りからしてもうイベントの成功は約束されたようなものだし、アナタたちの目的も達成されるでしょうねえ。おめでとう彼氏クン、賭かけはアナタの勝ちよ」

　斑鳩さんは思ったよりもずっと簡単に、俺たちの勝利を認めてくださった。

「はあ……」

　俺は拍ひよう子し抜ぬけだが、安あん堵どを隠しきれない。俺はスカディさんたちを守り切れたのか？

「でもそれじゃあつまらないから、ゲームをしてみない？」

「ゲーム？」

「そ、この水着大会。旧シャーウッド、旧マッドエンペラー、そしてアザゼルバンクチームの三みつ巴どもえ戦になる。もしアザゼルバンクチームが一位を取ったなら。スカディちゃん以下『千越オーバー・えサウザンド』全員アザゼルバンクに移籍させる」

　なっ！　話が違うじゃないか!?　最初に提示された条件は『ファンを落らく胆たんさせない形でスカディさんをアイドルから身を引かせること』。その条件は見事に達せられたと、斑鳩さん自身が認めたばかりじゃないか!?

「最初の条件はもう達せられた。でも、そんなに早く決着が付いちゃあつまらないじゃないの。イベントはまだ始まってもいないのよ？　せっかくの大だい盛せい況きようをもっと楽しまないと」

「だからって……!?」

「アナタたちのアジトの所有権。アタシの手にはそれがあることを忘れないでほしいわね？」

　それを出されると、俺はもう無条件に黙だまらせられてしまうのだった。

　俺がどれだけ知ち恵えを巡らせようと、この人は権力、財力、あらゆる力をもってそれを潰してしまう。これが悪の大ボスの巨大さということなのか？

「なーに、そんなに重く受け止めることもないわよ♪　繰くり返かえすけどこっちの勝利条件はアザゼルバンクチームが優勝すること。つまり旧シャーウッドチームか旧マッドエンペラーチームのどちらか一方でも勝てばいい。その上アザゼルバンクチームのリーダーは暫ざん定てい的てきながらもスカディちゃん、アタナの副官じゃない。命じてもいいのよ、ワザと負けろって」

「たとえその勝負に勝っても、アンタはまた理り不ふ尽じんな要求してくるかもしれない！」

　精せい一いつ杯ぱいに虚きよ勢せいを張って、斑鳩さんに向けて凄すごむ。

「……そうね、なら約束してあげる、これが最後よ」

「ほ、本当ですね……？」

「モチのロンよ。この斑鳩青盛の名に懸かけて、アナタの信じる神に約束するわ。アナタたちが勝てば、スカディちゃんたちの移籍の話は二度と蒸むし返さない、とね」

　斑鳩さんの言うことが真実か否いなか、俺に確かめる術すべはない。しかしウソであろうと本当であろうと、俺はこの賭けに乗るしかなかった。斑鳩さんのもつ財力が、権力が、気き迫はくが、俺に勝負から逃げることを許さない。

「……さて、賭けも成立したところで、アタシも落ち着いたところから観戦させてもらおうかしら。彼氏クン？　若さ溢あふれるショーアップを期待しているわよー？」

　こうしてゲームは、俺のまったく予想していなかった方向へスタートすることになった。

　イヤ違う。今回の状況は、斑鳩さんが現れてからずっと斑鳩さんの思う通りに進んでいるんだ。
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　斑鳩さんが去ってから、俺はすぐにこのやりとりを主要な仲間たちに告げた。

　開会式前に集まった美夜、緩花、そしてスカディさんは、それぞれ悲痛な面おも持もちを浮うかべる。

「もはや許せぬ！」

　まず最初に緩花が激げき昂こうした。

「かように容た易やすく前言を翻ひるがえす卑ひ劣れつ漢かん。もはや拙者の堪かん忍にん袋ぶくろは破れ申した！　即そつ刻こく手打ちにして……！」

「静まりなさい緩花さん」

　それを押さえたのは美夜だった。

「そんなことをして正人さんのお役に立てると思っているのですか？　アナタも正人さんに仕える身なら、何が正人さんのためになるかをまず考えなさい」

「ぎ、御ぎよ意いっ……」

　美夜の静かな叱しつ責せきに、緩花はしおしおと引き下がるのだった。

　正妻の貫かん録ろく？　イヤ、そういうこととは違うと思うが……。

「とにかくも、今俺たちにできることは、頑がん張ばって美夜か緩花のどちらかに優勝してもらうことだ。アザゼルバンクチームの優勝だけは阻そ止ししなきゃならない」

　そこで俺たちが注目せざるを得なかったのは、この中で未いまだに沈ちん黙もくを守っている人、スカディさんだった。

　スカディさんは、消去法によってではあるがアザゼルバンクチームのリーダーを務めることになっている。つまり彼かの女じよは、俺たちの味方でありながら俺たちの敵を率いるという微び妙みような立場となってしまっているのだ。

「……了りよう解かいしました正人中ちゆう尉い、小官は全力をもって負けさせていただきます」

　意を決したように言ってきた。

「小官は何があっても勝ちません。山のごとく動かず、林のごとく押し黙り、自身の陣営に火をつけて、疾しつ風ぷうのごとく後ろ向きに駆かけ抜けましょう」

「ダメですよスカディさん。これはあくまでイベントなんです、そんなあからさまな八や百お長ちようをしたら盛り下がるのは必定じゃないですか」

　いくら本来の目的からは外れてしまったと言っても、やはりイベントの成功は意識しておかねばいけない。今観客席に詰めかけているファンの人たちは、お金を払はらってここまで来てくれているんだ。

　それをガッカリして帰らせては申し訳がないではないか。

「スカディさんは、あまり露ろ骨こつな負け方をしないで、できるとこだけ手を抜いてもらえばいいです。斑鳩さんが、何故ここまで有利な条件を俺たちに許したのか。その意図もわかりませんし」

「了解しました……」

　とにかく今は俺たちの起こしたこのイベントをしっかり成功させよう。出場者として参加してくれた組織の女の子メンバー。お金を払って来てくれた観客。このイベントは、もう俺たちだけのものではなくなっている。
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　そして開会式。

「ふぉぉぉぉ…………!!」

　あ、団長が飛んでいる。ヘリとか気球とか、そんなチャチなものでは断じてない。もっと恐ろしいものの片鱗的なＭＴ能力によって飛んでいる。

　俺たちはもう団長のやることなすことにいちいち驚おどろかなくなったが、おしり団の中ちゆう枢すうメンバーではない人にはそうでもないらしい。

　最近とみに忘れられがちだが団長は、スカディさん、美夜、緩花をはるかに越えるＭＴ値一〇万という冗じよう談だんとしか思えない能力の持ち主だった。

　しかし、その絶対的能力の根源は団長のお尻好きすぎるパワーにあるため、通常戦せん闘とうに応用することはまず不可能。今回のように目的が団長の愛するお尻にある時のみその力は顕けん現げんする。非常に扱あつかいづらい力だ。というかもう有効活用することは諦あきらめた。

　こうして色とりどりの水着でラッピングされたお尻が咲さき乱みだれるユートピアを目にすれば、団長は空だって飛べるし月へも行く。

　だから今回団長は、ゲームには参加せずどのチームにも属ぞくさない。今の団長ならそれ以外の女の子全員でかかっても五秒で勝ってお尻をしゃぶり尽つくすから。

　開会式で、プールサイドに全員集合している水着姿の女の子たちも、残らず天にまします我らが団長を見上げる。観客席のお客さんも同様だ。

　水着大会だけあってスクール水着姿の団長は、天空からモーセに石版でも渡わたすかのごとき厳おごそかさで語りだす。

「――このおしりを触さわればどうなることか。

　――危あやぶむなかれ、危ぶめばおしりはなし。

　――踏ふみ出せば、その一撫でがおしりとなり、その一撫でがおしりとなる。

　――迷わずおしれよ、おしればわかるさ。

　行きますよぉーーーッッ！」

　お、おぉー!?

「いち、に、さん！　おしりぃーッッ！　……これにて開会の辞を終了します」

　コレ開会の辞だったの!?

「さあ皆さん、戦いは始まりました。戦って、戦って、戦い抜ぬいて、真の勝者『おしりオブおしり』を目指してください！　希望の未来へレディ、ゴーなのです！　それでは、各チームのおしリーダーとなるスカディちゃんとミャーさんとゆるニャンさんはこちらに来てください」

　これは、開会前の打ち合わせで決められたことだった。団長が開会の辞を行うので、その時各リーダーとなる三人は団長の傍そばに集まってほしいと。

　しかも実を言うと、スカディさん、美夜、緩花の三人はまだ普ふ段だん着ぎのままだった。他の女の子は一人残らず水着だというのに。

　これもまた団長の指示だ。あの人が何を考えているのか俺にはまったく想像できない。が、団長の言う通りにする他ない。

　手て筈はず通りに……、と俺がブロックサインで指示すると、スカディさんたち三人はあらかじめ打ち合わせされていた行動に出る。

「――――ＭＴアームズ『ブリュンヒルデの鎧よろい』」

「――――ＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』」

「――――ＭＴアームズ『母なる大河アムリタ』」

　彼女たちが超ちよう越えつ能力者『千越オーバー・えサウザンド』である証あかし、ＭＴスキルの上位たる超越能力ＭＴアームズが発動された。

　ＭＴアームズとは、超ちよう高こう濃のう度ど圧縮されたＭＴエネルギーが物質化し、武器や鎧などの武装に変化したものだ。

　スカディさんはエメラルド色の鎧、美夜は白しろ無む垢くの花はな嫁よめ衣い装しよう。緩花は三十トンに及およぶ透とう明めいな水。いずれも現代の科学を遥はるかに超越する特とく殊しゆ能力を秘ひめている。

　しかし予定にあったのはここまでだ。後はすべて団長に丸投げするということで、俺もこの先のシナリオは知らない。

　一体団長は何をするつもりなんだ？

「じゃー行きますよー！　おしりんかーねいとシステムです！」

　団長の体から怪あやしげな過剰光オーバー・レイが放たれ、その光がスカディさん、美夜、緩花の三人を包つつみ込む。そして驚くべきことに三人のＭＴアームズが、その光と化学反応を起こすように溶とけ合あい、変化してゆき、その表面積を狭せばめていく。

「これは……!?」

　三人のＭＴアームズが水着に変化した!?

　スカディさんの『ブリュンヒルデの鎧』は、彼女の頭からつま先までを覆おおう全身鎧だったのが、今では胸と股こ間かんを覆うだけ、あとは手てつ甲こうとレッグアーマーが申し訳程度に装着されているだけだった。これではまるで古いにしえにあったというビキニアーマーじゃないか！

「なんですかこれはぁー!?」

　次に美夜の『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』も、布の表面積を格段に狭めていた。もはや花はな嫁よめ衣装というよりは海あ女まさんの仕事着といった感じで、袴はかまはミニスカ状態、胸も左前のなんちゃって和服が申し訳程度におっぱいを隠しているだけで、おへそも背中も丸見えだ。

「こ、このようなものは武士の出いで立たちとはっ……!?」

　そして緩花。本来自分自身すらも水と一体化する『母なる大河アムリタ』を使う彼女も、団長の摩ま訶か不ふ思し議ぎパワーによって実体化させられ、その未発達さが漂ただよう肢し体たいが白日の下に晒さらされていた。しかも緩花は何故かビキニ水着の格好だった。『無形』であるはずの水のＭＴアームズ『母なる大河アムリタ』は、団長のアホみたいな強制力で形を与あたえられたのだ。

　その水着のデザインは、緩花のもう一つのＭＴアームズ『河が流りゆう点てん勢せい』の発射形態に似ていなくもない。

　これらの現象、すべて団長の桁けた違ちがいのＭＴ能力によるものということ。恐るべし。

　ともかくも各チームのリーダー三人も、これでやっと水着大会に相応ふさわしい出で立ちとなったというべきか……!?

「さあこれでバトルの準備は完かん了りようです！　皆さん心行くまでおしりってってくださいー」

　団長のテンションも大盛り上がりの中、戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた。
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　アザゼルバンクチームが優勝してしまえば、スカディさんも、美夜も、緩花も、全員アザゼルバンクに連れ去られてしまう。

　そんな危機的状じよう況きようを知る者はそれほど多くなく、選手も観客も、大体和わ気き藹あい々あいとしたムードの中で競技は進行していく。

　第一競技は、『ドキッ、最後の一人となるまで続く水すい上じよう孤こ戮りく闘とう』というものだ。

　プールに浮かべた特殊ウレタン製の足場に乗り、敵チームを相手に格かく闘とう戦を行う。プールに落ちると失格となり、最後までウレタン島の上に残っていたチームが勝ちとなる。

　あとは殺しさえしなければ何をやってもいい、という手て探さぐり感をウリにした競技だ。

　入場口から、選せん抜ばつされた各チーム十人ずつの水着美女たちがウレタン島へ出しゆつ陣じんする。

「戦いだけが自由だぜ！」

　開始早々、浮うき島しまへ躍おどり出でたのは旧マッドエンペラーチーム、ローライズビキニを着たオレン寺じさん。本名、黄おう連れん寺じ美み郷さとさんだ。

　マッドエンペラーは暴走族的な組織として、女性メンバーもレディースみたいな人たちが多かったが、こうしてメイクを落として水着に着き替かえると、街中のフツーの女性とまったく変わらない。目の保養として水準以上というところだ。

「ブチのめさなくても、水の中に落とせばＯＫなんだろ？　だったらこれでどうだ！　ＭＴスキル『微塵オニオン・切りクラツシユ』！」

　どうでもいいことだが、会場各所には高性能の集音マイクが設置されていて、競技中の女の子たちの音声を拾えるようになっている。

　オレン寺さんの拳こぶしは相手選手ではなく、プールの水目め掛がけて放たれる。彼女の拳が水面に触ふれた瞬しゆん間かん、凄すさまじい水柱が上がった。

「な、なんだぁーーー!?」

　アレはおそらく、触れたモノに凄まじい振しん動どうを起こすＭＴスキルだ。プール内の水を振動させて、爆ばく発はつ的てきな水柱を引き起こさせたのか？

　彼女はあの間欠泉みたいな水柱で、プールに浮かぶ足場を、それに乗る敵チーム選手もろとも引っくり返すつもりなのだ。

「だはははは！　そーらそーら、引っくり返れーッ！」

　オレン寺さんは水面へ向けて何度も何度も拳を打ちつける。そのたびに水面に、砲ほう弾だんが着ちやく弾だんしたかのような水柱が上がった。

「これで浮島は全部沈ちん没ぼつ！　所しよ詮せんはアタシらの勝ちだぜーーっ！」

「そーはいきませんよぉ」

「ぐあっ!?」

　オレン寺さんが背後から蹴けり飛とばされる。奇き襲しゆうによって、彼女は水すい爆ばく作戦を中断せざるをえない。

「……誰だっ!?　どこから仕し掛かけてきやがる!?」

「ンフフッ、やっぱマッドエンペラーの人は解散してもバカですねぇ。これだけハデに水柱を散らしたら、その飛沫しぶきで視界が悪くなるのは当然じゃないですか」

　その人の言う通り、オレン寺さんが飛び散らさせた水は細かく散って霧きり状じようとなり、プールをすっぽりと覆っていた。これではプールサイドから見守る俺や観客席からは戦いの状況を視し認にんできない！

「おかげでアナタも周りが見えなくなってしまいましたからねえ。こうなったら私の独どく壇だん場じようです。空気を操作し、自分が発生させる音すべてをシャットアウトし、なおかつ空気を介して周囲の動きを察知できるＭＴスキル『雨之夜猫足サイレントキル』をもつ私のね！」

「『雨之夜猫足サイレントキル』……！　テメエ元シャーウッドの山やま田だか!?」

「ハイ山田なのです。それでは闇やみに滅めつせよです～！」

　霧きりのせいで観客側の俺たちは中がどうなっているのか知るすべがない。しかしその霧が、いきなり晴れた、曇くもりガラスが透明になるかのように極きわめて自然に。

「なんだっ!?」

「なんですかっ!?」

　それによってローライズビキニのオレン寺さんと、フリルビキニを着た山田さんの姿もあらわとなった。

「トーシロさんはコレだからイヤだねえ。せっかくのショーを霧なんかで隠したら、お客さんが大不満じゃないか」

　とニットビキニを着たモデル体型の女性。その姿を確かく認にんして会場が俄にわかに沸わく。

　それも当然、アレはフレイヤちゃんと同じアザゼルバンク所属のアイドルグループ・ＡＺＢ64のメンバー・大おお場ば加か奈な子こさんことバカナコだ！　アイドル名めい鑑かん読んで予習したから知ってる。

「アタシのＭＴスキル『尾伽噺フオツクステイル』は気温を上下させることで、副次的に天候をある程度操作できる。温度を上げて霧状になった水分を蒸発させてもらったよ」

「何をするのです！　折せつ角かくオレン寺さんをペコらせるチャンスだったのに！」

　食くって掛かかる山田さんにも、バカナコは余よ裕ゆうを崩くずさない。

「それが大おお間ま違ちがいだっての。いいかい、これはアイドルイベントなんだよ。アンタらが今までやってた抗こう争そうとは違うの。敵を倒たおすことより、ド派手なパフォーマンスでお客さんを沸かせることの方が大事なんだから」

「「うっ……」」

　一理あると思ったのか、山田さんもオレン寺さんも反論できない。

「それなのに霧なんか出して大事なところを隠しちゃうんだから、二人ともエンターティナー失格だね。てなわけだからアンタたちにはペナルティで、もっと大事なところを隠すの禁止！」

　え？　と二人が困こん惑わくするその瞬間だった。バカナコに気を取られたために、背後から忍しのび寄よってくるフレイヤちゃんに山田さんもオレン寺さんもまったく気づくことができない。

「とったどー！」

　そしてフレイヤちゃんは容よう赦しやなく、二人のビキニのブラの紐ひもを引っ張る。

「「きゃああああああーーーーッ!?」」

　解けたブラが胸から剥はがれ、本当に大事なものがあらわにならんとしたところを、二人はみずからプール内に突とつ入にゆう。勝負を捨てることで大事なものを守った。

「にゃーっはっはっは！　わかったか、コレがエンターティナーというものデスよ！」

「ナーイス、フレやん！」

　勝利に高笑いするアイドル二人。そしてプール上で戦っているのは彼女らだけでなく、その周囲ではＭＴ能力をフル発揮した激げき闘とうに、爆ばく音おん、水みず飛沫しぶきが絶えることなく上がり続ける。

　早くも大盛況の予感。

　よし、このタイミングなら行ける。俺はアナウンスのためにマイクを取った。

『第一種目も盛り上がってまいりました。ですがまだクライマックスではありません。これより各チームのリーダー、『千越オーバー・えサウザンド』の能力者が参戦します！』

　満を持してのスカディさんたち投入だ。

　現在プール内で奮ふん闘とうしているのはＭＴ値一〇〇〇以下の通常能力者。それとは次元を画する『千越オーバー・えサウザンド』、そのド派手な戦闘を見れば、客席はさらなる興奮に沸き立つはずだ。

　てなわけで出てきてください！　スカディさん、美夜、緩花！

　キィィィン！　と空気を切きり裂さく音をたて、天空から飛来してくるのは『ブリュンヒルデの鎧』をまとうスカディさんだ。全ＭＴ能力中で最速を誇ほこる彼女の飛ひ翔しようは、常人の目に留とどまることすらない。

　しかも今日のスカディさんの鎧は、団長の上書きを受けてビキニアーマーＶｅｒ。色気も普ふ段だんより五割増した。

　そして次はっ……。

　…………。

　………………アレ？

　ここでスカディさんに続き、美夜と緩花も登場して大きく盛り上がるはずなんだけども、二人がまったく出てくる気配がない。

　場内シーンと静まり返って、却かえって白けてしまう感じだ。一体どういうことだ？

『スタジオの正人さん、正人さん！　聞こえますですかー？』

　スピーカーより団長の声、場内に設置された巨きよ大だいスクリーンに、マイクをもったスク水団長が浮かび上あがる。なんでレポーター役してんのあの人？

『こちらミャーさんの控ひかえ室しつなのですよ！　緊きん急きゆう事態です！　ミャーさんが出場できないのです！』

　なんだと!?　一体何な故ぜだ!?　画面中にはレポーター役の団長の向こう側に、真っ赤な顔でへたり込む美夜の姿があった。即座にマイクをあちらの部屋へ繋つなげる。

「美夜？　一体何があったんだ!?　何故出られないんだ!?」

『……正人さんすみません、私は役立たずな女です。でも後生です。後生ですから、会場に出るのは勘かん弁べんしてください……！』

　なんて弱々しく喋しやべるんだ美夜!?　彼女があんなにも打ちのめされるとは、一体どんなわけが!?

『正人さん正人さん、ミャーさんの服は、元々和服デザインなのですよ！』

　そうですね、美夜のＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』は、白無垢の花嫁衣装をイメージしたものですから、それが団長の妄もう想そう浸しん食しよくによって、裾すそはミニスカ並みに詰つめられていて、パレオみたいになってしまっている。

『和服はパンツを穿かないのですよ！』

　あ。

　俺おれはそこでやっと、事の深刻さに気が付いた。そうだった、元のデザインが和服である『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』はノーパンがデフォだったんだ！

　しかもそれなのに、今は水着化して裾が超ミニになっている！　つまり今の美夜の下半身は、パレオオンリー、インナーなし装備ということか!?

『見えちゃいます！　このまま出て行ってちょっとでも動いたら、正人さんしか見てはいけないものが見えちゃいます！　絶対ダメです！　そんなことになったら正人さんを殺して私も死にます！』

　何な故ぜ俺も死ぬ!?

　とにかくも美夜は、嘆きながらへたり込んでしまった。パレオの裾は両手でしっかりとガードしていた。

『あーあー、こちら総長の控室なんだＺＥ！』

　今度は何だよ!?

　スピーカーからまったく別人の声が届いたので、カメラを切り替えると、やはりレポーター役のタピ岡おかが現れた。隠れ巨乳のＦカップがまったく隠れていないビキニ姿、画面には上半身だけが映っている。

『こんちは！　上半身はビキニブラ、下半身は裸はだかのタピ岡だＺＥ！』

「オイちょっと待て」

　何故何も穿はいてない!?

『というのはウソだＺＥ！』

「何故そんなウソをつく!?」

『そんなことより大変なんだＺＥ！　総長が出ないとかゴネだしたんだＺＥ！』
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　えーなんで!?　画面には、タピ岡の下半身は映っていないが奥おくの方に緩花が、駄々っ子のように暴れているのが見える。

『出場したくないでござる！　絶対に出場したくないでござる！』

　どこぞのニート侍のようにわめく緩花。そんな緩花に俺は、さっきの美夜同様マイクを繋げて語りかける。

「一体どうしたんだ緩花!?　何故いきなり出たくないとか……!?」

『何を言うのでござるか正人殿どの!?　かように破廉恥な装束で人前に出るなど、ありえぬでござるよ！』

　破廉恥？　見たところ緩花のコスチュームには美夜のような欠陥はないようだが。ＭＴアームズ『母なる大河アムリタ』が変化した水着は、極めて真っ当に緩花の肌はだをガードしている。

「出場したくないほど破廉恥な格好でもないだろ」

『何を言うのでござるか正人殿！　このような脚あしも丸出し、腕うでも丸出し、腹も丸出しの格好、裸も同然ではござらぬか！』

　えぇ～？　そこか？　そこからなのかぁ～？

『大体この水着なるもの、隠している部分は下着とそう変わらぬではないか。なのに何故皆みな、下着は恥ずかしがるくせに水着は恥ずかしがらぬのでござるか!?　まこと面妖な話にござる！』

　イヤ、まあそれはたしかに正論なんだが。

　これで美夜もリタイヤ、緩花もリタイヤ、会場に出てきたのはスカディさん唯ただ一人。

　となると……。

「…………」

　スカディさんは俺にアイサインを送る。だがこれはもう仕方ない。『千越オーバー・えサウザンド』が通常能力者に負けることなど絶対にないのだし、その上でワザと負けようものなら八百長がバレバレだ。

　俺はやむを得ずＧＯサインを出した。それにスカディさんは無言で頷いた。

　スカディさんの視線が、浮島に立つ女の子たちへ向いた。競技はその数秒後に終わった。
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　第一種目、勝者アザゼルバンクチーム。

　初戦に勝利した彼女らは以後も勢いに乗り、第二種目『ドキッ、障害物を乗り越こえ進む水上三十六房』、第三種目『ドキッ、百メートルジャンプ台からのポラドール』などでも首位を取り、高得点ゲット。二位以下を大きく引き離す。

　そのもっとも大きな原因は、旧シャーウッドチーム、旧マッドエンペラーチームのリーダーが不在であることだ。

　元々戦力の不均等を避さけるために『千越オーバー・えサウザンド』三人をバラけさせたというのに、そのうち二人、美夜と緩花が行動不能というのであれば、残るスカディさんの無む双そう状態になるのは目に見えたことだった。

　アザゼルバンクチームが優勝したら、美夜も緩花もスカディさんも団長も奪うばわれてしまうというのに。

　途と中ちゆうから予備の水着パンツを穿いた美夜が参戦し、追い上げてはくれているが、それもなかなか上う手まく行かない。鉄てつ壁ぺきの防御力を誇る美夜といえど、ルールを設けられた競技となると、最速の移動力をもつスカディさんの方が有利になるケースが多いからだ。

　これはやはり、彼女に出てもらうしか方策はないだろうか？

　そう思った俺は、現場の指揮を佐藤さんたちに任せ、控室へと向かう。そこには、いまだ出場拒否を続ける緩花が、水着の上からバスタオルをかけて膨れていた。

「……まだ、気持ちは変わらないのか？」

　努めて声音を優やさしくし、尋たずねる。

　現在、控室内は俺と緩花の二人きりだ。レポーター役のタピ岡にも今は遠えん慮りよしてもらっている。

「……拙せつ者しやは、こんなことをするために正人殿に下ったのではない」

　頬を膨らませながらも緩花は語る。

「拙者は、剣けんの道を究めたいのでござる。我わが身みを鍛え、強者と仕合い、天下無双の流儀を会得したいのでござる。けしてこんな半裸で乱痴気騒さわぎをするために正人殿に下ったわけではござらぬ！」

「緩花は、俺に失望したか？」

　そう言うと、緩花はハッと表情を乱し、言い繕うように捲し立てる。

「いや……！　決してそのようなことはなく、拙者とて正人殿からいただいた恩義には必ず報いるべしと思ってござるが、こういうのは……！」

　そこから、またゴニョゴニョと口ごもる。

「拙者は、美夜殿やタピ岡のように豊満な体付きでもなく、スカディ師範のように背も高くないゆえ。このような詰まらぬものを見せては正人殿のお目汚しになるかと……」

「緩花は可愛かわいいだろ」

「なっ!?」

　戸惑う緩花を差し置いて、俺は続ける。

「最初に会ったころは『自分は男だー！』って喚いてた緩花が、他の女の子の体付きを比較して自信喪失しちゃうまでになったんだ。そりゃ可愛いさ。……なあ緩花、俺には『剣の道を究める』ってことがどういうことか、理解できない。俺は剣けん士しじゃないからな」

「正人殿……？」

「でも、緩花がそれを目標とするなら、俺はそれを全力で支持する。皆みんなが好きなことをできて、安心して自分でいられる場所。それがおしり団だ。皆のいるおしり団を守ることが、今の俺のすべてだ」

　そうして俺は立ち上がり、控室の出口へ向かう。

「正人殿、何ど処こへっ……？」

「緩花、無理を言ってすまなかった。お前がどうしても出たくないって言うなら、俺は無理強いしないよ」

「……ッ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、会場では美夜が頑張ってくれている。彼女がアザゼルバンクチームに勝てば、それで俺たちは助かるんだ。緩花に無理をさせることも……、っ!?」

　なんだっ!?

　緩花が俺を押おしのけて控室の奥へと駆けていく。そこには、いくつもの水着をハンガーに掛けたハンガーラックがある。

　それはアザゼルバンクアパレル部門から提供された新モデルで、今日大会に出場する女の子たちは全員ソレから一着貰もらっていいことになっている。

　ゆえに大会が始まった今は、ほとんどの水着がもち去られている状態。数える程度の水着は残っているものの、要は余りものだからデザインなり色合いなりが皆さんのお気に召さないものだったのだろう。

　それを緩花が、今さらながらに物色し……。

「……これだ」

　何かを見つけたようだった。

「正人殿、ここから出て行ってくだされ」

「え？」

「いくさ仕度にござる！　乙女おとめの恥じらいを覗のぞき見る気にござるか！」

　え!?　何が!?

　わけもわからぬうちに控室から叩き出だされてしまった俺。緩花は一体何をしようとしているのか。

　控室から出ると目の前はプールで、現在は第九種目『ドキッ、水着だらけの遠き道を行くがごとし家康』が開かい催さい中だ。

　これはプールの上に、やはりウレタンでできた細い足場をロープでつなげて橋にしたものを渡し、その上を水着選手たちが進み、対岸へ最初にたどり着いた者が優勝、という競技だ。

　橋はあみだ状に何本も並んで繋がっており、選手は好きな道を選んで対岸を目指せる。

　しかし橋の上には各チームから選出された妨害役がいて、ソイツをプールに落とさなければゴールは困難。逆に妨害役からプールに落とされたら失格というルールだった。

　しかもこの競技、通せんぼ役に『千越オーバー・えサウザンド』の美夜がいるということが最大のネックだった。元々ディフェンスに定評のある美夜。彼女のＭＴアームズに冠された最大の特性は『絶対防御』だ。

　美夜のＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』はＭＴエネルギーを始めとする、あらゆるエネルギーを吸収すること。それゆえに美夜に向けられる攻こう撃げきはすべて吸収され、無力化されてしまう。事実上、彼女にダメージを与える攻撃法は存在しないのだ。

　そんな美夜が守りにつけば、ゴール付近はもはや要塞。

　先ほどまではコスチュームの問題で地面にへたり込むのみだった美夜だが、パンツを手に入れた今もう死角なし、ゴールへ押し寄せる水着選手たちをバッタバッタと薙ぎ倒す。

「――――ＭＴアームズ『白しら鶴づる報ほう恩おん』！」

「ふにゃーッ!?　あの巨乳の人強すぎるよぅ！　チートだよチート！　運営は何やってんのーッ!?」

　プールへ叩き落されたフレイヤちゃんが悲鳴混じりの悪態をつく。同じく競技に出場しているスカディさんもおいそれ攻め込むことはできず、手をこまねくばかりだ。

「前半は、我が身の至らぬばかりに正人さんに迷めい惑わくをかけてしまいました。だからこそ、今ここで不始末の帳消しをさせていただきます！」

　美夜は八面六臂ぴの戦いぶりで、攻め手を寄せつけぬ状態だ。これではこの競技、ゴールできる者は一人もいないのではないか？　と思われた矢先……。

「あいや待たれよ！」

　激戦の会場に、新たに飛び込む影があった。かなりの勢いがあったのに、プール上に浮かべられた細い足場にキッチリと着地する。そこまでの体術を会得している人間は俺の知る限り剣けん術じゆつ娘むすめの緩花だけだった。

「緩花……!?」

　俺は唐とう突とつな緩花の登場に戸惑わざるをえない。下着同然の露出をする水着姿を恥ずかしがって、控室から一歩も出ようとしなかった緩花が、どういう心変わりか今この会場へ降臨した。

　しかもその姿は、水着……。

「……水着なのか、アレは？」

　俺がそんな疑問を抱いてしまうのは。緩花の体を覆う水着の面積が、極端に大きかったからだ。

　極端に言うと、ワンピースタイプの競泳水着みたいな感じだったが、下半身はほぼ真っ黒な布地で覆われ、普ふ通つうのズボンみたく踝くるぶしまでをスッポリ隠かくしている。

　水着というよりは潜水用のウェットスーツといった風情だ。

　というか俺、あのデザインの水着見たことある。たしかテレビでやってた競泳選手権でで、あんな水着着てる選手がいた。

「レーザーレーサーですよ！」

　いつの間にか俺の隣となりに来ていた団長が絶ぜつ叫きようした。ただその口調には悲憤めいたものが窺えた。

「新しく開発された競泳水着なのです！　より速く泳ぐための色々な工く夫ふうが込められた最先端水着なのですが、そのせいで競泳水着の美しいハイレグカットが台無しなのですよ！　何ですか、あの全身タイツみたいな風体は！　酷ひどい、酷すぎます！　速くなるなら何をしてもいいって言うんですか！　人間は強くちゃ生きていけないが、優しくないと生きてる資格はないんですよ！」

　団長はどうも、あの水着の全身覆うデザインがお気に召さないらしかった。

　まあだからこそ、アザゼルバンクから提供された新作水着の中でも最後まで誰だれにも選ばれず残ったんだろうな。着飾るよりも機能性重視の水着っていうことだ。

「これだけ体を隠せれば恥ずかしくないのでござるよ！」

　そういうことか！　通常デザインの水着、たとえばさっきまで着ていたＭＴアームズが変化した水着を下着同然と恥ずかしがっていた緩花にとって、あのレーザーレーサーはまさに福音となるわけだ。

　羞恥心の束そく縛ばくから脱した緩花は、『千越オーバー・えサウザンド』としての能力を遺憾なく発揮する。

「――――ＭＴアームズ『母なる大河アムリタ』！」

　緩花の使うＭＴアームズは、ＭＴエネルギーを極めて水に近い液体に変え、自在に操あやつることだ。その力は、レーザーレーサーを着ていてもなんら損なわれることはない。

　生み出すことのできる水量は最大で三十トン。戦いの舞ぶ台たいとなるプールの水量を簡単に超こえる。

「「「「「きゃああああーーーーーーー!?」」」」」

　唐突に現れた大量の水は、プールの水と混ざり合って渦を作り、いまだウレタン橋の上で生き残っている水着選手たちを残らず呑のみ込む。

　天変地異を見ているかのような心ここ地ちだった。プールの水はうねり、渦巻き、巻き上げられて、飛ひ瀑ばくとなり、すべてを押し流した。

　攻撃が終わり、再び静かになった水面には、バラバラになったウレタン橋と、土座衛門的になった一いつ般ぱん選手。水面に立っているのは攻撃主である緩花ただ一人、という惨状だった。

　ただ、無事な者はもう一人……。

「美夜殿……！」

　海女さんコスの美夜が、湖面の白鳥のごとくウレタン橋の残骸に留まった。

「……有象無象は退けた。後は美夜殿を下し、向こう岸にたどり着けば我らの勝利ということでござるな？」

「そうなりますね。ですが重要なのはアザゼルバンクチームを勝たせないこと。この局面までくればアナタが勝とうと私が勝とうと大した違ちがいはありませんが……」

「そこを推して、美夜殿に挑いどませてもらう……！」

　緩花は闘志を漲みなぎらせる。

「拙者の望みは、天下無双の剣の道を究めること。それゆえに正人殿の下へ身を寄せた。であるのに、武において正人殿のもっとも役立つ者にあらねば、我が身の立つ瀬なし！　美夜殿！　正人殿の正妻たる貴殿を倒し、我こそがおしり団において最強と知らしめさせていただく！」

「アナタの仰おつしやりようは、よくわかりました」

　美夜が、『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』の翼を大きく広げる。

「私とて、ただ一番初めに正人さんに射止められたというだけで正妻に安座するつもりはありません。アナタの想い、私を越えるというのであれば、挑んで証明して見せなさい」

「推して参る！　ＭＴアームズ『母なる大河アムリタ』！」

　緩花の生み出した『母なる大河アムリタ』と混ざり合ったプールの水は、もはや完全に彼かの女じよの支配下だった。緩花の命令で波立って渦潮となり、美夜目掛けて襲い掛かる。

「ＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』」

　しかし美夜の白羽衣は、あらゆるエネルギーを吸収する不破の鎧だ。

　当然ＭＴエネルギーが物質化した緩花の水も、美夜の翼に触れた途と端たんに高分子ポリマーに吸収されるように消えて、美夜本体を脅かすことはない。

　団長による水着化で、着物の表面積こそ大きく縮まったものの、その鉄壁は少しも損なわれることがない。

「どうしました緩花さん、こんな攻撃では、私に毛ほどの傷も負わせられませんよ？」

　どんな攻撃だって、今の美夜にダメージを負わせることは不可能だろう。あらゆるすべての攻撃を吸収し、無効化してしまうからこそ美夜の能力は現時点での『千越オーバー・えサウザンド』で最強と言われている。

　スタンドの観客たちも、この戦いから目を離すことができなかった。緩花が起こす津波も、それを跡形も残さず吸収する美夜の能力も、今までの通常能力者とはまったく別物の超越能力だったからだ。

「これ以上策がないのなら、アナタに勝ち目はありません」

　緩花の翼が白く輝かがやきだす。それは極限まで吸収したエネルギーを転てん嫁かして相手に返すＭＴアームズ『白しら鶴づる報ほう恩おん』の兆候だ。

『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』で吸収し、『白しら鶴づる報ほう恩おん』で打ち返す。この美夜の必勝パターンは、今まで一度たりとも崩されたことがない。

　緩花もまた、あの白光の前に敗れ去るのか？　その瞬間が目前まで迫っていた。

「――――ＭＴアームズ『白鶴報おっ……』！」

「はぁぁぁッッ！」

　その刹那だった。レーザーレーサーの緩花が、自身の右手を左腰こしに添える。それはまるで、居合い斬りのような……!?

「――――ＭＴアームズ『河が流りゆう点てん勢せい』！」

　緩花の手から、閃く剣刃のごとき細い細い水流が撃ち出された。それは『母なる大河アムリタ』と対をなす緩花の攻撃のＭＴアームズ。

　大量の水が、極限まで集約されることで超水圧を生みだし、鉄もコンクリートも、大地さえも斬り裂く水の刃やいばと化す。

『河が流りゆう点てん勢せい』に比べれば『母なる大河アムリタ』が起こす津波も大渦も、子供の水遊び程度に成り下がってしまう恐きよう怖ふの秘剣だ。緩花は以前に、このＭＴアームズで船一掃を真っ二つにしたことがあった。

　しかし、その『河が流りゆう点てん勢せい』をもってしても美夜に通用するとは思えない。いかに水流を集約しても。水圧を増そうと、美夜の『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』は強弱に関係なく力を吸収し、無効化させてしまうからだ。

　水刃と白光が交錯し、その輝きに俺たちギャラリーの視界が眩む中、耳には緩花の悲鳴が届く。

「ぐぁぁぁぁあッッ!?」

『白しら鶴づる報ほう恩おん』の白光をまともに食らったのだろう。吹き飛ばされた緩花はなんとか空中で体勢を整え、上手くウレタンの足場に着地するが、ダメージは免れなかったようだ。体の表面から煙がプスプスと立っている。

　それに対し、美夜は……。

「なっ!?」

『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』の純白の翼、その右の一翼が無残に砕け散っていたからだ。

「水流カッターにやられたのか……!?」

　信じられない。鉄壁、絶対防御、今まで一度として傷つけられたことのない美夜の『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』が崩されるとは。

「緩花さん……。アナタは気づいたんですね。『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』が唯一エネルギー吸収をやめる瞬間に」

「……然り」

　緩花が、『白しら鶴づる報ほう恩おん』のダメージに喘ぎながらも、しっかりと美夜を睨にらみ返す。

「一見鉄壁に見える美夜殿の守りにも、刹那に途と切ぎれる拍子があるのでござる。防御が攻撃に転じる瞬間、その一秒にも満たぬ瞬間のみ白装束はエネルギー吸収をやめる……！」

　そうか。美夜が攻撃のＭＴアームズである『白しら鶴づる報ほう恩おん』を使う時だけ防御のＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』はその機能を停止するのか。

「拙者と美夜殿は、同じ組織の誼よしみを通じてから幾いく度ども手合せしていただいた。だからこそ気づけたのでござる」

　その瞬間だけ攻撃は美夜に届く。だからこそ緩花は相打ち覚かく悟ごで美夜の必殺行動に合わせ『河が流りゆう点てん勢せい』を放ったのか。

　でも、それは口で言うほど簡単ではないはずだ。美夜だってずっと前から、自身の最強武装にある唯一の穴に気づいていたはず。それを相手に狙わせないため、様々なフェイントを織り交ぜて必殺の瞬間を敵に隠していた。

　第一、『白しら鶴づる報ほう恩おん』は敵から吸収したエネルギーを元にして放つのだから、大体その発射準備が整うまでには、敵は体力を吸い尽くされヘロヘロになっている。

　反撃の望みを繋ぐ刹せつ那なの瞬間を狙えるのは、美夜と同等のＭＴエネルギーを保持する『千越オーバー・えサウザンド』で、なおかつ剣士としての修業を積み、神の見切りを会得した緩花ぐらいのものだろう。

　まさに力と技の揃そろったハイレベルバトル。

「……緩花さん、私たちはかつて魔ま女じよモリガンと鬼き人じんシヴァとして、幾度となく争ってきました」

「…………然り」

「あの当時はね、私、戦いなんてまったく楽しくなかったんです。アナタと戦うのも、ただシャーウッドを守るためのものでしかなかった。……でも何故か、今日の戦いにはウキウキします」

「拙者も、今日の仕合には、これまでになく心が弾はずむ。お互たがいに『千越オーバー・えサウザンド』となったからではあるまい。一人の女性として美夜殿を尊敬するから、美夜殿と仕合うことに、ことさらの意義を感じる！」

「光栄ですね。それでは尊敬されるお姉さんとして、意地でもアナタに勝たなくては！」

　美夜の千切られた翼が見る間に再生し、緩花も周囲に竜たつ巻まきのような水柱を上げる。

　先ほどよりもなお凄すさまじい、白熱した第二ラウンドが今始まる。誰もがそう思っていた。

　しかし……。

　ピーーーーーーッ！

　と間延びした終しゆう了りようの笛が鳴った。

「「え？」」

　美夜も緩花も、キョトンとして笛の鳴った方を向く。プールの対岸側。そこには『一番』の文字が書かれた旗を手にしたスカディさんがいた。

「…………、あの……」

　皆が忘れていた。コレが、水着大会の一競技であったことを。プールの細い橋を渡って対岸を目指すこの競技。選手のほとんどはさっきの緩花の水流で沈没してしまったが、同じ『千越オーバー・えサウザンド』であるスカディさんだけは密かに残って競技を続行していたというのか。勝負に没頭する美夜と緩花を差し置いて！

『第九種目、勝者アザゼルバンクチーム～～』

　間延びした放送が響き渡り、会場のムードは一気にしらけるのだった。





＊　＊　＊






「申し訳ありませぬ……！」

　競技終了後、スカディさんは一直線に俺の下へ駆けつけ、額を地に擦り付けた。

「美夜女史や緩花二等兵が奮戦している最中に、小官だけがその意も汲まず、空き巣のごとく勝利を掠め取ってしまいました……。その罪、銃殺刑も致いたし方なきことかと……！」

「イヤ、スカディさん、落ち着いて。仕方のないことですんで……」

　競技者としてスカディさんの行動は正しかった。問題は、競技本来の目的を忘れてガチバトルに没頭してしまった美夜と緩花の方にある。

「あの、正人さん……!?」

「正人殿、お慈悲を……!?」

「ひゃほぉぉ～～い！　ダメなのですよ今はお仕置きタイムなのですよ受け入れるのですよ～～～ッッ！」

　その二人は今お仕置きとして団長にお尻しり撫なでられまくるタイムを継けい続ぞく中だ。

　まあ、済んだことは仕方がないとして、問題は競技によって入れられた点数の差だ。

　第九種目が終わって、プログラムは半分チョイが消化されたところ。その中で各チームの獲かく得とく点数は。




　旧シャーウッドチーム：２１６点

　旧マッドエンペラーチーム：１４７点

　アザゼルバンクチーム：５６８点





　二位との点差、三百五十二点。なんかもう逆転できる気がしない。

「申し訳ありません、申し訳ありません。小官が、小官が上手く立ち回れぬせいで……。こうなっては腹真一文字に掻っ捌さばいて軍人としての責任を……」

「いいですって。元々スカディさんにはそういう器用なことは難しいだろうなって思ってましたし」

「正人中ちゆう尉い…………!?」

　スカディさんは真ま面じ目めだからな。ワザと負けるなんて、ある意味プライドを放棄するようなことは期待できない。

　これは俺の責任だ。俺の見通しが甘かった。畳たたみ掛けてくるような斑鳩さんの要求も断りきれなかったし、自分の仲間たちの性格も把は握あくしきれていなかった。

　その結果が、この窮地だ。

　このままでは本当にイベントはアザゼルバンクの勝利で終わり、冗じよう談だんみたいな口約束によってスカディさんたちが奪われてしまう。

　そうならないために、俺が動かなくては。

「とりあえず皆は、このまま競技を続けてください。できる限りアザゼルバンクチームが負けるように心がけながら」

「ま、正人さんはどうするんです？」

　団長に巨きよ尻じりをさわさわされつつ美夜が尋ねる。俺は、腹を括くくって定めた一案を皆の前で宣言した。

「斑鳩さんに直談判します。俺たちが今のままのおしり団を続ける道は、多分それしかない」







第四章　六ろく十じゆう四し卦けの支配者







「何処だ……!?」

　斑鳩いかるがさんを捜して会場内を駆けずり回り、もう十五分近くになる。

　あの人は去り際『落ち着いたところから観戦させてもらう』と言っていた。だから会場の何処かにいるはずなんだ。

　斑鳩さんに直接会い、さっきの条件を撤てつ回かいしてもらう。それ以外に、俺が今のおしり団を守る手段はないように思える。だから一刻も早くあの人を見つけ出して交こう渉しようを開始しなければ……！

　歓かん声せいやまぬ観客席の狭はざ間まで、俺だけがただ深刻に焦っていた。この直談判が通らなければ、スカディさんも、美み夜やも、緩ゆるや花かも、団長も奪われる。それだけは避けねばならないと、観客席の人垣を掻かき分けながら、もがき苦しむように進み続ける。

　斑鳩さんは本当にこの観客席にいるのか？　三千人以上の観客が詰めかけたスタンド内だと、いるとしても見つけ出すのは至難の業だし、いないことを確かめる術すらない。

　……イヤ待てよ？

　斑鳩さんは『落ち着いたところで観戦する』と言っていた。『スタンドで』とは一言も言っていなかった。このまま闇やみ雲くもに捜し続けるよりは、賭かけに出た方がいいかもしれない。

　俺はすぐさま人ごみから脱出し、スタンドの裏手へとやってきた。こっちは熱ねつ狂きよう渦うず巻まく会場内とは打って変わって閑静だった。観客席の悲喜こもごもの声が遠くに聞こえる。

「何か……、何かないか……!?」

　手掛かりになるようなものは。

　スタンドの裏手はすぐさま駐車場になっていて、来客者やスタッフの車がゴチャ混ぜに並ぶばかりで人の気配はない。

　そこに、コツンと、足に何かが当たった。

「ん？」

　見下ろしてみると、そこに空き缶があった。しかもジュースじゃない、缶ビールだ。昼間っからなんでこんなものが外に落ちている？

「向こうから転がってきたのか……？」

　何かを感じた。俺は、この空き缶が転がってきたと思われる道筋を逆にたどって走り出した。停とまっている車の間を抜け、そこで見たのは……。

「あら、ようやく来たわね？」

　斑鳩さんが、開け放たれたバンの後部に座すわって、缶ビールを飲んでいた。足元には空き缶がいくつも転がっている。

「安物ね、水みたいなもんで酔えやしないわ」

　斑鳩さんの顔色は十何杯ものビールを空けたとは思えないほどに普通だった。バンの後部席には斑鳩さんの他に小型のテレビがあって、そこには今まさに会場内で行われている水着大会の模様が映し出されていた。

　恐らくは、収録中のテレビ映像をここまで流しているのだろう。まさかとは思ったが、本当にこんな人ひと気けのないところで観戦していたとは。

「……このまま行けば、あの子たちは全員アタシのモノになりそうね」

　斑鳩さんは今もっている缶ビールを一気にあおり、そして投げ捨てた。地面に転がる空き缶がまた一つ増えたということだ。

「さて彼女らには何をしてもらおうかしら？　今回のイベントで人気は充じゆう分ぶんでしょうし、歌を出してもＣＭやらしても、それなりに売れそうよね」

「斑鳩さんにお願いがありますッ！」

　これが勝負の時だった。俺の覚悟がどこまで斑鳩さんに届くかで、俺たちの未来が決まる。

　斑鳩さんは、それまで小型テレビの画面に向けていた眼めを、俺おれに向けた。その瞳ひとみは空虚で、何を考えているか読むことができなかった。

「さっきの約束、撤回してください。俺はこのイベントに勝とうと負けようと、アナタにスカディさんたちを渡わたすつもりはない！」

「このアタシがそれを許すと思ってるの？　悪の大ボスであるこのアタシの前で口にしたことを、反ほ故ごにすることができると？」

「ペナルティは受けるつもりです……！」

「おおおおッ」と遠くから歓声が聞こえてくる。興奮高まる会場の裏で、俺と斑鳩さんは静かに睨み合っている。

「俺たちは今あるアジトから退去します。各地のセーフハウスも同じです。これでもうアナタには、俺たちを縛るものはない！」

「なるほど。それならアタシがもってる土地の権利書は無意味になるわねえ？　でも、それだけで済むと思ってるの？　このアタシとの賭けを反故にして……」

「その時はスカディさんと美夜と緩花、三人の『千越オーバー・えサウザンド』を総動員して徹てつ底てい抗戦だ！」

　その覚悟は決めてきた。俺たちおしり団、一兵尽つきるまで斑鳩さんと戦う。

「フフッ、フフフフフフフ……！」

　斑鳩さんは急に笑い出した。そしてポケットからタバコを一本取りだし、火をつける。

「いいわねえそれ！　土下座して憐みを請うようなら興醒めだったけれど、なかなかにいいギラつき方をするじゃない。ゲンさんの血？　それとも佐さ藤とうクンたちの教育の賜物かしら？　フフフフフッ……！」

　俺は、正しい選せん択たくをしたんだろうか？

　斑鳩さんは笑っているが、何な故ぜだろう、足が震える。

「アナタが、アナタの組織をどれだけ大事にしているかはわかったわ。そして自分の大事なものを守るために、それ自体を壊すこともできる覚悟もね。まったく大したもんだわ。とてもじゃないけど、二は十た歳ち前のガキにできる覚悟じゃない」

「それじゃあ……!?」

「だからこそアタシは、アナタの大切にしているものを叩たたき潰つぶす」

「!?」

　それは、決定的なまでの敵対の宣言。相手がこちらの壊かい滅めつを望むなら、もうどちらかが死ぬまで戦うしかないじゃないか。

　何な故ぜだ？　何故俺おれたちと斑鳩さんは、そうなるまで戦わないといけないんだ？　斑鳩さんは、これまで戦ってきたホーアや油あぶら多たほど下げ衆すじゃないし、利害だって衝突するよりも一致する部分が多い。

　それなのに、なぜ戦わなきゃいけない……!?

「彼かれ氏しクン。人間にとって、もっとも必要なものは何だと思う？」

「？」

「それは欲望よ。人が望み、欲するということは、すべての行動の始原になる。ゆえに人が行動の結果として成したものは、すべて欲望が生み出したものと言える。文明も、文化も、物質も。だからアタシは、この世で欲望こそがもっとも重要なモノだと考えている」

　何を言っているんだ斑鳩さんは？　それがこの状じよう況きようと、何の関係をもつって言うんだ？

「でも問題は彼氏クン、アナタよ。アナタは、自分の中に何の欲望ももってない。今まで、何度も聞いたわよねえ？　アナタは何がしたいのか、何を望むのか？」

　そうだ、斑鳩さんは、俺に何度も聞いてきた。最初に会って座を囲んだ時も、スカディさんのことで初めて対立した時も。

　そのたびに俺は言葉を失い、あるいはおためごかしの美辞麗句ばかりを述べてきた。

「俺には、俺には……！」

「もう一度だけ聞いてあげる、アナタは何を望むの？　組織や、優秀な人材、そして自分自身の才能。それら役立つものを使って、何を成したいの？　答えてみなさい？」

「俺はっ、……何も望まない」

　震える声で、そう答えた。

「わかってるんだ……！　俺には、そんな資格はないって。何かを望むほど、そんな上等なことができるような価値ある人間じゃないんだ俺はっ！」

　俺は知っている。自分がどれだけ弱くて汚らわしい人間か。

　ＭＩＮＯＳミノス入隊試験に落ち続けて、思い通りにならないからと言って、人を踏ふみ台にして伸し上がろうとした。

　そんな卑ひ怯きような俺に、何かを望む資格なんてない。そんなことずっと昔からわかりきっているんだ。

　だから俺は、せめておしり団にいる仲間たちの助けになりたい。

　団長やスカディさん、美夜や緩花や、他の多くの仲間の願いを叶かなえてやりたい。無価値な俺にできるのは、ヒトの望みを叶える手伝いをすること。

　何かを望む資格のない俺には、そうすることぐらいしか自分の価値を示せないから。

「ガキ風情が悟さとったつもりか」

　ゾクリ。

　その瞬しゆん間かんに周囲の空気が冷たくなり、小便をちびりそうなほどに怖こわくなった。斑鳩さんの顔が、俺にはまったく理解できない感情を宿しているような、古い仏像のような底知れない表情を浮かべていた。

「……今のアナタは、小さな絶望に縋すがり付くことで、心の傷から逃にげているだけにすぎない。自分に価値がないと思い込むことで、期待して裏切られるという苦しみから逃のがれたいだけ」

「違うッ！」

「だからこそアタシは、おしり団を潰す。アナタのちっぽけな絶望の拠り所とされるのでは、あの組織に所属する子全員が可哀想だわ」

「そんなこと、俺がさせない！」

「だったら実力で止めてみせなさい。いつまでお嬢様みたいなお喋しやべりタイムを続けるつもり？」

　斑鳩さんが、着ていた上着を脱ぎ捨てた。

　男でありながら二十代後半の美女にしか見えなかった斑鳩さん。男なのに何故か女の格好をしていて、しかもそれが完全に似合っていた斑鳩さん。

　しかしその女性用のオフィススーツを脱ぎ、タンクトップ一枚のみの素す肌はだを晒さらすだけで、その姿は完全に女から男に変わった。

　腕うでや首は細いのに、きっちりと筋肉がついているのがわかる。密度の高い鋼鉄の筋肉だ。胸板も盛り上がり腹は引ひき締しまる。女性には絶対出せない逆三角形の筋肉美。

　そしてウェービーのロングヘアを、ポケットから出した輪ゴムで結う。

　それだけでオスカルの美び貌ぼうを宿した麗人が、ランボーのような戦士に変わる。

　……斑鳩さんは、やっぱり男だったんだな。

　当たり前のことだけど、実感に衝しよう撃げきが伴う。

「この斑鳩青あお盛もりを黙だまらせたければ暴力に訴えなさい。それが一番悪らしいから」

　ブルース・リーのような手招きの仕草をする斑鳩さん。

　……いいさ、おしり団を潰すというなら、どっち道この男は相容れない敵だ。実力をもって排除する。

「やああああぁぁぁぁぁッッ！」

　掛かけ声ごえをあげて突進する。斑鳩さん目め掛がけて。

　だが、

「ぐふぁッッ!?」

　簡単に排除されたのは俺の方だった。斑鳩さんに向けて渾こん身しんのパンチを放とうとしたその寸前、ダンプカーにでも撥ねられたかのような衝撃が俺を襲う。

　宙を舞まう感覚。ガンッ、と誰のものとも知れない乗用車に叩き付けられ、フロントガラスが割れ、ボンネットがへこむ。

　……ウソだろ？　こんなに吹っ飛ばされたっていうのか？　たかだか人間一人に殴られただけで。

　俺自身、腕っぷしにまったく自信がないわけじゃない。ＭＩＮＯＳ入隊を目指していた時は、無能力者のハンデを補うためにいくつもの格かく闘とう技ぎを習い、おしり団に入ってからは佐藤さんや鈴すず木きさんからケンカの手ほどきを受けてきた。

　実戦もそれなりに経験した。正義の味方にも悪のゴロツキにも、何度か衝突して勝ったことがある。

　……なのに今俺は、たった一撃で瀕死にまで追い込まれている!?

「…………うーん、やっぱりブランクかしらねえ。左フックのキレが甘いわ」

　斑鳩さんが、タバコの煙を吐きながら独りごちていた。

「昔はこれでサンパウロのチンピラぐらいは顎砕いて殺せたんだけど、衰えだわぁ……。今じゃこんなガキ一人沈められないなんてね」

　砕けたフロントガラスの破片をボロボロ落としながら立ち上がる。体中がメチャクチャ痛い。前に姉さんに斧で腹を裂かれた時よりもっと痛い気がする。

　それでも俺は、敵意をありったけこめて斑鳩さんを睨む。

「まだやる気？　もう降参してパパに泣きついた方がいいんじゃないの、彼氏クン？」

「おおおおおぉぉぉぉぉッ！」

　引きつる体で斑鳩さんに立ち向かうけれど、結果は一いつ緒しよだった。

　斑鳩さんは殴る。鳩尾みぞおち、こめかみ、脳天、肋骨の隙すき間ま。すべてが命に係わる人体急所。斑鳩さんは、俺が死のうが生きようがどうでもいいと思って攻撃しているわけだ。

　容赦がないし、そもそもの戦せん闘とう力りよくに差がありすぎる。斑鳩さんの戦い方は、俺の知るどの格闘技にも当てはまらないし、反面すべての格闘技の長所を備えているようにも思えた。

　結局俺は、斑鳩さんに一指も触ふれることができなかった。ただサンドバッグになっただけで、最後には体落としに似た技で地面に叩き付けられる。

「がふぇあッッ！」

　三十センチ近くもバウンドして、二回地面に落下する俺。

　その俺を、タバコを咥えたままの斑鳩さんが見下ろしていた。たかだか悪の世界に入って二ヶか月げつそこそこのガキが、悪の頂点に挑んだ結果がコレか。悔しくても、当然の結果のような気がした。

「……十じゆう王おう正まさ人と、アザゼルバンクに入りなさい」

『何を言う』と言おうとしたけど、横隔膜が引きつるだけで声にはならなかった。

「アナタの仲間は全員、アタシが面めん倒どうを見るわ。アナタの守りたいものは全部アタシが守る。もう一度、まっさらなところから自分をやり直してみなさい」

　俺を見下ろす斑鳩さんの目に、勝者の優越と感じられるものは映っていなかった。そこに映っているものは、昔、どこかで見た記き憶おくがある。

「とう、さん……？」

　そうだ、何年か前、ＭＩＮＯＳの入隊試験勉強で、夜遅くまで机に向かっていた時のことだ。零時を回った頃ころ、ふと振ふり向くと、部屋のドアをほんの少しだけ開けて、その隙間からオヤジが俺のことを覗いていた。

　ドアはすぐに閉まり、オヤジは何も言わなかったけれど、その時のオヤジと斑鳩さんの目はそっくりだった。

　何故今、そんなことを思いだすのか。

「イ……ヤ……だ…………ッッ！」

　絞り出すように言う。口中は鉄の味で一杯だった。

「……そう、なら死ぬしかないわね」

　何ど処こまでも冷徹な斑鳩さんの声。

　斑鳩さんは片足を上げる。この人の異様すぎる膂りよ力りよくは、この体で味わったばかりだ。俺の頭ず蓋がい骨こつぐらいペットボトルのようにひしゃげさせるだろう。

　本当に死ぬのか俺……？　あまりにも唐とう突とつで信じられないけど、この斑鳩さんが言うのなら死ぬんだろうなと無条件に信じることができた。

　この人は、冗談や脅おどしで軽々しく『死ぬ』なんて言う人じゃない。そして冗談ではない『死ぬ』を簡単に言うことができる人だと、肌で感じられたから。

　別に取り乱すほどのことじゃない。これまでに死ぬような目には何度かあったし、死ぬ覚悟もしたことがある。今まではそれでもなんとか生き残れたが、今回は本当に死ぬ。それだけだ。

　恐れる必要はない、俺には何の価値もないって言ったばかりじゃないか。価値のない人間が死んだところでこの世界に何の損失もない。だから俺は、俺が死ぬのを恐れなくていい。

　……でも俺が死んだら。

　…………おしり団の皆みんなはどうなるんだろう？

『世界中のステキなおしりと友だちになるのですよ！』というヘンテコな野望を達成するために、いつも危なっかしいことをしている団長。

　俺がいなくなったら、誰だれがあの人をフォローする？　団長の望みを達成するために誰が手助けする？

『これからの私は、アナタの好きな色に染めていってくださいね』と好意を寄せてくれた美夜。彼女にとっては恋することが自分の生しよう涯がいを有意義にするもので、その生涯の相手を俺に選んでくれた。

　俺がいなくなったら、美夜はすべてを失ってしまうのだろうか？　昔の人みたいに後追いなんてやったりしないよな？

『正人殿どのの下で強くなる！』なんて緩花は宣言してたなあ。剣けんの道を究めるその意義を、彼女は俺に求めてくれたんだ。

　俺がいなくなったら、緩花はまた強くなる意義を失ってしまうんだろうか？　以前のようなならず者に戻もどってしまうんだろうか？

　キィィィィン……と、甲高い音が聞こえる。

　……今俺が死んだら、団長や、美夜や、緩花や、色んな人の想いを放ほうり投げたまま消えなきゃならなくなる。

　それはイヤだ。俺にはまだやらなきゃいけないことが、やりたいことがある。だから。

　死にたくない、と思ってしまった。

　キィィィィン……と、音が聞こえる。空気を切きり裂さくような音が。

「――正人中尉……ッッッ！」

　その音はどんどん近づいてきて、やがてゼロ距きよ離りで、爆ぜた。

　……なんか視覚が戻ってきた。っていうかダメージ大きすぎて目までおかしくなってたんだな。回復してやっと気づいた。

「正人中尉、ご無事ですか……ッ!?」

　俺の目の前にいたのは、エメラルド色のビキニアーマーを着た飛ひ翔しよう騎士だった。

　スカディさん？　……そう、スカディさんに間ま違ちがいなかった！

　スラリと伸びるスレンダーな長身、幻想めいた銀ぎん髪ぱつ。そして彼女の最強武装であるエメラルド色の鎧よろい。すべてが俺の知るスカディさんの特徴と合致している。

　そのスカディさんが、俺と斑鳩さんとの間に割って入っている。まるで子犬を守らんとする母犬であるかのように。

「あらあらあら……」

　斑鳩さんが、どこか愉ゆ快かいそうに声を上げた。

「スカディさん、何故ここに……？」

　彼女は今、会場で水着大会の真っ最中ではないのか？　どうしてここに？

「申し訳ありません。正人中尉を尾び行こうさせていただきました」

　まさか俺が斑鳩さんを捜すために会場を離はなれてからずっとか!?

　今回、斑鳩さんからやられっぱなしなことに、相当な責任を感じていたスカディさん。その思いが、指示に反して俺の後を追うという行動に繋つながってしまったのか。

「美夜女史や波なみ美みにも内密にしての極秘行動ですが……。ご安心ください。小官が来たからには正人中尉の身辺に危険はありません。正人中尉に敵する者はことごとく駆逐してみせましょう……！。」

「ちょまっ、待ってくださいスカディさん……！」

　スカディさんが、鬼すら震え上がらせる形相で斑鳩さんを睨みつける。

　しかし斑鳩さんは、そんな眼光をまともに受けてなお涼しい表情だ。

「斑鳩氏……！　貴様の行状もはや看過することはできん。我らおしり団への度たび重かさなる内政干渉。挙句には我わが上官たる正人中尉に直接武力をもって害するとは。その罪深さ、身をもって思い知ってもらう……！」

「ふぅん、まあ、こっちは挑いどまれれば受けて立つけど……」

　斑鳩さんは、スカディさんの乱入に少しも動どう揺ようする様子がない。

　何故ここまで余よ裕ゆうでいられるんだ、この人は？

「……その代わり、途と中ちゆうで『降参しました』なんてのはナシよ？」

「それはこちらのセリフだっ……！」

　スカディさんは迅はしる。スカディさんのＭＴアームズ『ブリュンヒルデの鎧』は、『速さ』において極限を突つき詰つめた能力だ。

　その最高速度はマッハ三。それすら正確に計測する機器がないための推測値だ。

　今のスカディさんが本気で攻こう撃げきしたら、それを回避できる普ふ通つうの人間なんかいない。しかも攻撃力ってのは物質の速さと重さに比例するんだ。マッハ三の速度なんかで激突されたら、豆鉄砲でも致死クラスの凶器になる！

「やめろスカディさん！　相手は普通の人間…………！」

　……だっけ？

　そんな迷いが、一いつ瞬しゆん俺おれの注意を散漫にした。その間に信じがたいことが起きた。

「えっ？」

　スカディさんが斑鳩さんの脇わきを素通りし、二十メートル近くも無為に駆け抜けていった。超スピードで動くだけに、狙ねらいを外しても急には止まれないのだ。

「一体何が……!?」

　先ほどの凄まじい敵意からすれば、スカディさんは確実に斑鳩さんを仕留めるつもりだったろう。彼かの女じよがワザと外したなんてことはあり得ない。

　ということは斑鳩さんの方が避よけた？　あの目にも捉えられない超高速の一撃を？　そんなことは人間の身体能力では事実上不可能だ。

　では一体どうしてこんなことが起こりえた……？

「ならばもう一回っ……！」

　スカディさんは身を翻し、再び斑鳩さん目掛けて飛翔する。しかし結果は同じだった。スカディさんの剣は、斑鳩さんに掠りもしない。

「バカなっ……？」

　今度はきっちりと、俺はその瞬間を見た。それはあまりにも不思議な光景だった。

　やはり斑鳩さんが避けたんじゃない。スカディさんの方から攻撃の軌道を逸らして、斑鳩さんを避けているんだ。

「何をしているんだスカディさん？　どうして攻撃を当てようとしないんだ!?」

「違ちがいます……ッ！」

　スカディさんはひとまず俺の傍そばまで後退し、守りの体勢に入る。

「たしかに小官は、眼前の斑鳩に対し必殺の一撃を加えるつもりでした。それなのに寸前になって軌道が逸れて、どういうことか……。やはり超高速で移動する以上は、空気抵てい抗こうなどの影えい響きようが大きいのかもしれません……」

「なんだそりゃ？」

「本当にわからないのです。何かに躓つまずいたのか、目にゴミが入ったのか。そのせいで軌道が逸れてしまったのか……。ただ正人中尉、ヤツの、斑鳩のＭＴ能力ということはないでしょうか？」

　斑鳩さんの、ＭＴ能力!?

「ヤツとて、悪の中でも最大規模を誇ほこる組織の指導者。何かしらのＭＴ能力を保持していたとしても不思議はありません」

　言われてみると確かにその通りだ。だが俺は、前に一度斑鳩さんのＭＴ値を密かに計ったことがある。念のためにもう一度、スマホのＭＴ値計測アプリを立ち上げる。

「……ＭＴ値六四」

　やはりだ。計測器が示す斑鳩さんのＭＴ値は、恐おそろしいほどに低い。

　ＭＴ値による能力者のランク分けは大まかに三つ。ＭＴ値一〇〇～三〇〇の下位能力者、三〇〇～六〇〇の中位能力者、六〇〇～九九九の上位能力者だ。さらにその上に『千越オーバー・えサウザンド』という例外がいるが、下の方に目を向ければＭＴ値一〇〇未満の最下位能力者は、一般人と見分けがつかないほどに力は弱い。

　そのあまりの弱さから、すべてのＭＴ能力者を管理しようとするＭＩＮＯＳですらも、その入隊を免除するほどだ。

　斑鳩さんのＭＴ値六四は、ＭＩＮＯＳすら黙もく殺さつする数字……？

「数字というものをあまり信用しない方がいいわ」

　斑鳩さんが、咥えていたタバコを地面に落とし、踏み潰す。

「数字は厄介なものよ。ある一つの事柄をとてもわかりやすく見せてくれる代わりに、それ以外のモノをまったく見えなくする」

　何を今さら忠告めいたことを。俺が何を見落としているというんだ？

　斑鳩さんのＭＴ値、六四に何の意味があるっていうんだ!?

「六十四とは――」

　斑鳩さんの声に、鼓膜がキュッと縮こまる感覚がした。

「――世界すべてを内包する数字。すべての根源たる太一は二極に分かれ、二極は四象を成して八卦を生む。八卦はさらに十六卦、三十二卦を掛け合わせ、そして六十四卦へと至る。この世のすべては、六十四種の図像によって表すことができる。それが、六十四という数字の意味」

「一体何を……？」

「アタシのＭＴ値が、何故そういう数字を示すのかはわからない。でも、いまだ未知の領域が多いＭＴ能力は、そうすることで特とく殊しゆな能力者の特殊性を示すようね。そうした数字の大小をまったく度外視したＭＴ値。数字そのものが能力の特性を示すＭＴ値。それをアタシたちは『意味ある数字カズタマ』と呼ぶ」

「『意味ある数字カズタマ』……!?」

　感覚だけがわかっている。何か、俺たちの理解を超こえるモノが動いていることに。

　世界が、変わっていく。空気の重さが、太陽の光が、引力の重みが、侵食を受けて違うものへと塗り変えられていっている。

　ここはもう、俺たちの知っている世界じゃない。

「……正人中尉、正人中尉ッ！」

　スカディさんの声が震えるのを初めて聞いた。彼女も気づいているんだ。俺たちの前に、俺たちが今まで経験もしたことのない凄まじいものが迫っていると。

「アナタたちが『千越オーバー・えサウザンド』なんて大層なものをもち出だしてくるから、こっちも興が乗っちゃったじゃないの。アタシが満足するまで付き合いなさいよ」

　これが……、斑鳩さんのＭＴ能力……!?




「――――ＭＴフィールド『天てん地ち造ぞう化か法ほう』」




「きゃあああああああッ!?」

「なんだッ!?　なんだなんだなんだよコレはッ!?」

　俺もスカディさんも、普ふ段だんはかなり冷静な方だ。それなのに俺たち二人とも、声を震わせ取り乱すしかなかった。

　俺たちの体に、いつの間にか何十本という縄に絡まっていたからだ！

　足に、手に、腹に、首に、荒縄は絡みつき、四方八方へと伸びていく。何十本とだ。しかも不思議なことに、この縄は何処に繋がっているかわからない。俺を繋ぐ縄のもう一端は、虚空に掻き消えて何処へ続いているか俺に知らせようとしない。

　スカディさんも俺と似たような状況で、四方八方から伸びる何十本という荒縄にその身を絡め取られている。

「何なんですかコレはッ!?　何なんですか正人中尉ッ!?」

「スカディさん落ち着いて……ッ！　とにかく……ッ！」

　俺はがんじがらめの縄から脱出しようと体を捩じらせもがくが……、アレ？　けっこう自由に動ける？

　ここまで圧あつ倒とう的てきにふん縛られてるのに、この数多あまたの荒縄はまったく俺の動きを制限する気配がない。ほとんど絡みつかれる前と変わらないほどだ。

　一体この荒縄に何の意味があるんだ？　幻影か？　催眠術か？

「ようこそアタシのＭＴフィールドへ、……とでも言った方がいいかしら？」

　斑鳩さんが強者の貫かん録ろくをたっぷりに、慌てふためく俺たちを見下ろしていた。

「ＭＴフィールド……？　何だそれは!?」

　ＭＴ能力の種類は、俺の知る限りＭＴスキルとＭＴアームズの二種類のみだ。

　ＭＴエネルギーを能力者あるいは特定の物質に浸透させることで、その性質を強化、あるいは変質させるのがＭＴスキル。

　さらに濃厚なＭＴエネルギーを圧縮、物質化させ、強力無比な武装に変える能力がＭＴアームズ。

　ＭＴアームズを作り出すためにはＭＴスキルの数十倍のＭＴエネルギーが必要なため、それを使えるのは超ちよう越えつ能力者である『千越オーバー・えサウザンド』だけだ。

　だが俺は、ＭＴフィールドなんてタイプの能力を見たことも聞いたこともない。一体なんだそれは？　ＭＴアームズすら越える能力ということなのか？

「ＭＴフィールドとは、空間を支配するＭＴ能力。アタシのＭＴエネルギーが周囲の空間を侵食して制せい御ぎよ下かに置き、その空間内における『法則』をたった一つだけ支配することができる。アタシのＭＴフィールド『天てん地ち造ぞう化か法ほう』が支配する法則は………………『運命』」

「うん、めい……？」

　俺は改めて、自身をがんじ絡めにする数十本という荒縄を見下ろした。

「その荒縄は、アナタにまつわる運命を視覚化したものよ。見てみなさい、アナタに絡まる縄のうち、一本だけがスカディちゃんに繋がっているでしょう？」

「う……？」

　たしかに。よく見ると、何本もの荒縄が俺の体から出発して虚空へと消えへ行く中で、一本だけが、同じようにがんじがらめのスカディさんと繋がっている。

「それは、アナタとスカディちゃんを結ぶ良りよう縁えんというわけ。出会うべき人間、惹かれあう人間の運命を、アタシの能力は『縄』という形で具現化する。あたかも、運命の赤い糸が恋人たちを繋げあうように。彼氏クンから虚空へと伸びていく他の縄も、手繰れば美夜ちゃんや緩花ちゃんにたどり着くでしょうね」

「なっ……!?」

　スカディさんが目を丸くして、件くだんの縄と俺の顔とを交互に見る。

「よ、世迷言を……。それが戦いに何の益をもたらすと言うのです……!?」

　スカディさんは『ブリュンヒルデの鎧』の推進力を全開にして斑鳩さんに突進する。彼女にも荒縄が巻き付いているのは説明したとおりだが、やはりアレは俺たちを拘こう束そくするためのものではないようだ。

　彼女の超高速移動になんら遜そん色しよくはない。

「敵の話に耳を貸さず、か。……軍人としてはそれで正解だけど、通じない戦法を二度、三度と繰くり返かえすのは、優秀な軍人のすることかしら？」

　俺とスカディさんを繋ぐ縄があるように、スカディさんと斑鳩さんの間にも両者を結ぶ一本の縄が浮うかび上あがる。その縄を、斑鳩さんは弦でも爪弾くかのようにビィンッと揺ゆらした。その瞬間、

「……ッ!?」

　スカディさんの、斑鳩さんへと向かう一直線の軌道が俄にわかに揺らぎ、すぐさまグニャグニャに乱れる。

　まるで操縦トラブルの起きた戦せん闘とう機きのように、スカディさんはまたしても斑鳩さんの体には衝突することもなく、素通りして何十メートルもオーバーランした。

「……言ったでしょう。アタシのＭＴフィールドは、運命を支配すると」

　斑鳩さんが、ビィン、ビィンと荒縄を爪弾き続けながらスカディさんを見下ろす。

「この荒縄は、アタシとアナタを繋ぐ運命を視覚化したものよ。これを揺らすことで、アナタとアタシの運命をも乱すことができる。アナタが何度やってもアタシにたどり着けない理由がわかった？」

　スカディさんが軌道をずらしたのは偶ぐう然ぜんか？　何か理由があるのか？

　そう考えた瞬間、俺の脳裏には今までの斑鳩さんに関する不可解な出来事がいくつも思おもい浮かんだ。

　婦人服売り場で、店売員に扮した斑鳩さんに偶然で二度も出会う。

　案内されたライブ会場で、急きょ飛び入り参加の決まったスカディさんの妹が偶然メンバーの中にいて、トラブルの元になる。

　田た中なかさんたちが斑鳩さんの噂うわさをするたび、偶然のように斑鳩さんからの連れん絡らくが入る。

　今日の水着大会だって、斑鳩さんの推すアザゼルバンクチームが勝ち続けたのは、偶然のような原因が重なったからだ。

「俺たちが、今まで偶然だと思ってきたモノは…………!?」

「アタシの『天てん地ち造ぞう化か法ほう』はイタズラ好きだからねえ。『運命のイタズラ』とよく言うでしょう？　そしてその干渉力を最大限まで顕けん現げんさせた時、この荒縄は現れる。そう何度も味わえるものじゃないからたっぷり堪能しなさい、『運命による暴力』というヤツをね」

「正人中ちゆう尉いを惑わすなッ……！」

　俺の前にスカディさんが戻ってくる。

「正人中尉、敵の妄言に耳を傾かたむけてはなりません。虚実を織り交ぜた情報を故意に流し、敵の戦意をコントロールするなどということは情報戦の基本です……！」

「スカディさん……」

「軍人は、不確定要素を作戦行動にもち込みません。『運』など、不確定要素の最たるもの。今までの失態は、すべて『運』などではない、何かしら明確な原因によるものです。石に躓いたか……。目にゴミが入ったか……。小官の体に不調があるのかもしれません。少し早いですが生理が始まったのかも……！」

「そういうことは言わなくていいよッ！」

　このスカディさんらしからぬ口数の多さも。彼女の動揺を表しているのかもしれなかった。最強と言われるＭＴアームズがこうも通じないから動揺するなと言うのも無茶なことだが。

「そうそう、その調子よ。頑がん張ばって後付けの原因を考えておきなさい」

「なんだとッ!?」

　斑鳩さんの嘲笑するような口調にスカディさんが噛かみつく。

「フツーの人間はね。原因が先で、結果が後だと考える。原因なくして何かしらの結果が起こるわけがないと。でも本当にそうかしら？　ある不可思議な現象が起こって、結果だけが突然人々の前に現れる。何故それが起こったのか？　どういうメカニズムで起こったのか？　人は無い知ち恵えを絞って辻褄合わせをし、原因を作り出す。人はそうすることで理解できないものを理解したつもりになり、安心したがる」

　つい今さっき、スカディさんが震える声で並び立てた項目。

　――石に躓いた。――目にゴミが入った。――生理が来たかも。

　それらすべて、今斑鳩さんの言った『作り出された原因』……？

「結果から生まれる原因もある。あまりに大きな事象を理解できない、粗末な頭の凡ぼん人じんに、仮初でも理解させるために作られた方便。それが原因。アナタたちも今のうちに考えておきなさい、後付けすべき原因をね。これからアタシがアナタたちに与える敗北は、アナタたちの頭じゃ理解不能よ？」

「何をっ……！」

　挑発に乗せられてスカディさんが突進する。『ブリュンヒルデの鎧』で超音速を実現する彼女の姿は、動き出した瞬間から俺おれの目には追えなくなる。

　音すら追い抜く速度で、光の矢となったスカディさんは、一直線で斑鳩さんを捉え、フッ飛ばす。本来ならそうなるだろう。しかしスカディさんは、やはりグニャグニャと不自然に軌道を変えて、斑鳩さんに掠りもしない。

　計算外の空気抵抗が起こったのか。『ブリュンヒルデの鎧』の推進機関にトラブルが起こったのか。目測の誤りでもあるのか。スカディさんの体調が悪いのか。

　でも、そうして思い浮かべた『斑鳩さんを倒せない理由』のすべてが、斑鳩さんの言う通り『後付けの辻褄合わせ』なのか？

　本当の理由。俺たちが斑鳩さんに勝てない真の理由は、『運命がそれを許さない』からなのか!?

「……ふっ」

　斑鳩さんが無造作に腕を振る。すると今まで超スピードで消えていたスカディさんが急に視界に現れた!?

「ぐあぁぁぁぁぁぁッ!?」

　砕け散る『ブリュンヒルデの鎧』。

　どういうことだ!?　斑鳩さんが無造作に振ったあの拳こぶしが、たまたま超スピードで動き回るスカディさんにヒットしたというのか!?

　しかもＭＴエネルギーを圧縮して形作られた鎧が、人間の拳で砕かれて!?　そんなことが可能なのか!?

　イヤ、スカディさんはＭＴ能力により超スピードで移動していた。ボクシングのクロスカウンターの原理なら、相手が速く動けば動くほど、それを利用してパンチの破は壊かい力を上げられる。それにどんな物質にも構造的急所というものがあって、そこなら通常より弱い力でも……。

「ふふっ、考えてる考えてるー。無様な辻褄合わせをねー」

　斑鳩さんに、俺の思考を見透かされている!?

「ぐわッ!?」

「きゃあッ!?」

　斑鳩さんの豪腕によって、投げつけられたスカディさんの体が俺に命中し、二人揃そろって地面を転げまわる。

　そうだ、あの人はＭＴ能力だけじゃなくて普通の腕力も物もの凄すごいんだ。

　完全無欠じゃないか！　あんな人にどうやって勝てって言うんだ!?

「……正人中尉、ここは小官にお任せください」

　スカディさんが、足を震わせながら立ち上がった。

「小官が押おさえている間に、正人中尉はできるだけ遠くに逃げ延び、美夜女史か緩花二等兵にこの窮状をお伝えください」

「バカなことを言うな……！　スカディさんだって感じてるんだろ？　斑鳩さんには絶対に勝てないって。そんなヤツに突っ込んでいったって無む駄だ死になだけだ。ここは、どうやって二人して逃げられるかを……！」

「この命など惜しみません……！」

　あまりにも物騒な物言いに、俺も言葉を失う。

　大おお袈げ裟さだとも少しは思ったが、目の前にいる斑鳩さんの異常さを思えば、決して気分で言ってるだけとも思えない。

　しかしスカディさんは、何な故ぜそんな自殺願望みたいなことを言えるんだ？

「小官は、正人中尉のお役に立つためにこの組織にいるのです。……それが今回、敵の策に利用され、仲間の重荷となり。このままでは正人中尉の副官に任ぜられる資格もありません。ここで汚名返上を成すために、命を捨ててでも……！」

　斑鳩さんは、身を寄せ合うようにしている俺とスカディさんを、冷然と見詰めていた。

　丸っきり、人間の温かみなど感じられなかった。

「まったく、どいつもこいつも軽々しく……」

　斑鳩さんの面前に、一本の荒縄が現れた。

　その荒縄は、現れた瞬間からどんどん細くなっていって、最終的には糸のような細さになった。まるで荒削けずりにされていくかのような細まり方だった。

　その細い糸はさっきと同じように一端が虚空に消えて、行き先がわからないが、もう一端は斑鳩さんの……左胸の中へと溶け込んでいっている？

「この糸は、アタシの心臓へと繋がっているわ。……アナタたちの勝利の可能性を示す『運命』の縄」

「！」

「一見圧倒的不利であっても、アナタたちがこの状じよう況きようを切り抜ける可能性はちゃんと残されているということ。運命はすべての人間に対して平等なの。まあもっとも、アナタたちの勝利に繋がる運命は見ての通りとてもか細いのだけれどね。……でも、それもこうすれば……」

　斑鳩さんは、振り上げた手を手刀の形にし、思い切り振り下ろす。するとプツン、と問題の糸が、俺たちの勝利に繋がるという運命の糸が切れた!?

「……ぐがッ!?」

　なんだ!?　あの糸を切られた途と端たんに、体が重くなってきた!?　体中が痛い。そりゃさっき散々斑鳩さんに蹴ったり殴られたりしたから当然だけど、これまではアドレナリンとかのせいか痛みを忘れていたんだ。

　それが、いきなりドッと襲おそってきたかのようだった。あまりの痛さに指一本動かせない。

　見れば、隣となりにいるスカディさんも、目に見えて苦しそうだ。

「何なのですこれは……？　急に疲労が……？」

「アナタたちの勝利へと繋がる運命。その糸を切った。それは即すなわち、もう何をしようとアナタたちは勝利の結果にたどり着くことはないということ。その道筋は、もう切れてなくなってしまったんだから」

　斑鳩さんが、悶え苦しむ俺たちを無慈悲な神のごとく見下ろしてくる。

「うるさい……っ！　これ以上戯言をぬかすな……っ！」

　恐らくはもてる力を振り絞ったのだろう。スカディさんは地面へ叩きつけるように拳を打ち、その反動で立ち上がる。

「そこまで妄言を弄するなら、小官の確定的な攻勢を受けてみるがいい……！　運命など、確率など関係ない、絶対必殺の一撃をっ……！」

　スカディさんの体から噴き上がる激烈なＭＴエネルギー。その圧力に、傍にいる俺は吹き飛ばされそうだ。

　そしてエネルギーを全開にしたスカディさんが放つ攻撃は、まさしく最強最後のものとなる。




「ＭＴアームズ・フェイタルドライブ――――『ワルキューレ騎行』！」




　それはＭＴアームズを装着したスカディさんが、その力を最大限に発揮する技だ。

　超々スピードで複雑移動するスカディさんの残像が八体の分身を作り出し、さらにそれがＭＴエネルギーを付加されることで実体残像となり、敵対象を袋ふくろ叩だたきにする。

　本体含ふくめて九人のスカディさんの攻撃は、もはや攻撃目標を塵一つ残さぬほどのオーバーキルだ。

　生身の斑鳩さんがまともに受けて堪え切れる技ではない、が…………。

「…………ッ!?」

　異変は、目に見えて起こった。スカディさんの飛翔軌道から、見るからに怪あやしげな青い火花が飛び立ち、スパークと化す。

「えっ？　なっ……!?」

　スパークは見る見る肥大化し、やがて九人全員のスカディさんの体を覆おおう。制御不可能な現象であることは明らかだ。

　そしてついに起こる大爆発。

「ぐああああぁぁぁぁぁぁーーーーーッ!?」

　自滅？　スカディさんの必殺技が、目標である斑鳩さんに届く前にみずから失敗した。

　ＭＴアームズによるスカディさんの必殺技は、大量破壊兵器並みの大出力攻撃だ。当然それに費やされるＭＴエネルギーも桁けた違ちがい。

　それだけ大量のＭＴエネルギー。少しでも運用を間違えればたちまち暴走し、大爆発を起こしてしまう。今スカディさんの身に起こったことは、まさしくそれだった。

　しかし……。

「小官が……、ＭＴエネルギーの運用を、しくじった……？　そんなこと、今まで、一度もなかったのに…………!?」

　ＭＴアームズは、もはや半分以上が粉々となって、スカディさんはただ残骸を着ているのと変わらない。

　地面に這いつくばるスカディさんの背中を、斑鳩さんが容よう赦しやなく踏ふみつける。

「ぐふッあッ!?」

「一つの結果を断たたれた世界は、別の結果へ向かうしかない。アナタたちの『敗北』という結果へ、世界は運命を捻じ曲げ、すべてをそこへ向かわせる」

「がぁは……！　ぐうッ、っめぇぇ……！」

　ミシミシミシ……、と生理的に気持ち悪い音が聞こえてくる。アレは、スカディさんの背骨が軋む音か!?

「待っ……、ぐぶッ!?」

　スカディさんへ向けて駆けだそうとした矢先、地面に転がっている空き缶を踏みつけ、バランスを崩くずして頭から倒たおれる。

　こんな偶然すら、世界の強制力だというのか!?

　スカディさんは、今にも背骨をへし折られそうだ。斑鳩さんの膂りよ力りよくならできる。

「フレイヤちゃんの大事なお姉さんをいたぶるのは気が引けるけど、女ごときが男の戦いに首を突っ込んでは、ね」

　斑鳩さんは、スカディさんの足首を掴むと、人形か何かと変わらぬ扱あつかいで乱暴に投げ飛ばす。

「がああぁぁぁッ!?」

「ぐえッ!?」

　俺おれ目め掛がけてだ。剛速球と化したスカディさんが直撃し、俺たちは二人揃って無様に吹っ飛ばされる。

　勝てない。負ける。

　そんな言葉が頭をよぎった。どうあったって、あんな怪物に勝てるわけがないじゃないか。

　いつか耳にした『ＭＩＮＯＳは斑鳩さんと戦わないように全隊員に厳命している』という話も今なら頷ける。ＭＩＮＯＳ最強である俺の姉さんも、斑鳩さんなら赤子の手を捻るように倒せてしまうに違いない。どんなに大きな力でも、斑鳩さんに届く前にみずから失敗してしまうのだから、倒しようがないじゃないか。

　どうする？　美夜や緩花に助けてもらうにしても彼女らはスタンド席の向こう。声など届くはずもないし、俺たちの異変にも絶対に気づかないだろう。

　斑鳩さんにとって有利なあらゆる偶然を作り出す『天てん地ち造ぞう化か法ほう』が、どうして俺たちに甘い偶然を許すだろうか。

　声や物音どころか、きっと地球の裏側まで響ひびき渡わたるような大轟音が鳴ったとしても、信じられないような偶然で、俺たちを助けてくれそうな人には気づかれないんだ。

　ここから逃にげ出すこともできない。この身を犠牲にしてスカディさんを逃がすことすら。

　俺たちはもう、『天てん地ち造ぞう化か法ほう』という斑鳩さんの世界に呑のみ込まれてしまったんだ。

「……安心なさい。アナタたちが潰つぶされた後のおしり団は、アタシがしっかりと面めん倒どうを見てあげるから。アナタたちはすべてを失ったところから自分を見詰め直すことね」

　すべてを失ったところから自分を見詰め直す。

　そんなこと、俺は何度も繰り返してきたのに、またそれをやれっていうのか!?

　負けたくない、負けたくない。

『天てん地ち造ぞう化か法ほう』によって心すら侵食された俺に、たった一つ、その想いだけが残って燻る。

　負けたくない、負けたくない。

　その声に応える者はいない。誰も、それが当たり前のことなのに。

　――チリン、と。

　俺の胸むな元もとでスマホの着信音が鳴った。チリンと、飾かざり気のない単純な、それは未設定のデフォルトの着信音だ。

　だからおしり団の仲間からのものではない。母さんや姉さんでもない。

　俺はスマホを取りだして、メール欄を開いた。

　今はそんなことをしてる場合じゃない。そんなことはわかっている。それでも勝手に手が動いてしまったんだ。

「………………………………………………ッ!?」

　……………………。

　………ダンッ、と音をたてて地面を踏みしめる。

「おおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉッッ！」

　そして走る、走る。自分に残った力、そのすべてを振ふり絞って斑鳩さんへ走る。

「へえ、心は折れていないようだけど、脳ミソはクラッシュしたみたいねえ。破れかぶれの突進なんて、諦めと同じよ」

　それでも、ラグビー選手のように斑鳩さんへタックルをかます。俺の一念が通じたのか、普通だったら巨木のように動きそうにない斑鳩さんが、一歩、二歩、三歩とよろけるようにして後退する。

「この子……!?」

　戸と惑まどいながらも、斑鳩さんは俺の背中に鉄槌打ちを忘れない。一撃叩き付けられるたびに背中の筋肉が破裂しそうになるが、それでも俺は斑鳩さんを押すことをやめない。

　目的の場所へたどり着くまで！

　ガンッ！　と確かな手応えを感じた。

　俺が押す斑鳩さんの背中が車のボンネットに到とう達たつしたのだ。ここは水着大会裏手の駐車場。周囲には何十台と、様々な種類の車が並んでいる。

「熱い抱擁、感動的だけど……。それがどうしたの？　アタシを車の上に押し付けて終わり？」

　斑鳩さんのあからさまに失望した声。

「ガッカリね。彼かれ氏しクン得意の知略とやらを見られると思ったのに。結局は青臭くさいガキの破れかぶれってわけ」

「別に俺は、知略を得意にしたことはない」

　大体いつもピンチを切り抜けるのは、土壇場で力を覚かく醒せいさせる女の子たちの方だし、ホーア・エゲスみたいな狡い大人に手玉に取られたこともあったしな。

「俺はどっちかっていうと、知略よりも、土壇場での度胸に自信があるんですよ」

「？」

「この車、覚えてませんか？　最初にアンタが俺を叩たたき付つけた車です。フロントガラスは粉々で、ボンネットもひしゃげている。その後にスカディさんが暴れまわった影響もあるみたいですね。……車体からガソリンが漏れてる」

　既すでに俺たちの足元には、一雨あったかのように水たまりができている。でもこれは水じゃない。車の故障部分から漏れたガソリンだ。

　俺と斑鳩さんは、まさしくその真上に立っている。

「そしてこれ」

　スッと、右手を斑鳩さんの眼前に上げる。

「アンタがさっき捨てたタバコの吸い殻だ。しっかり踏んで火を消してあるけど、まだ少しでも火種が残っていたら、どうなるか……？」

「アナタまさか……、それでガソリンに……!?」

　今日初めて、斑鳩さんの声が慌あわてた。

　そんなことをしても無駄かもしれない。俺たちの勝利の運命は既に、斑鳩さんの能力で断ち切られている。

「でも『勝利』の運命は断ち切られたとしても、『相討ち』の運命はまだですよねッ!?」

「アナタまさか……ッ!?」

　だからこそ俺は、斑鳩さんと密着してここに立っている。斑鳩さん一人だけを燃やしてしまえば、それは俺たちの『勝利』になってしまう。それは斑鳩さんの能力『天てん地ち造ぞう化か法ほう』によって防がれてしまうだろう。

　だからこそ俺は！　ここで一いつ緒しよに！　斑鳩さんと！

「燃えろおぉぉぉぉッッ！」

　即そく断だん、俺はたばこの吸い殻をガソリンの水溜まりへ投げ落とす。もしこの吸い殻から完全に火種が失われていれば、俺たちの負けは確定だ。

　だがアンタは言ったよな斑鳩さん？　幸運とは、いつでもどこでも、誰だれの前にでも転がっていると。それをつぶさに見つけて、必ず掴つかみ取れる人間こそが幸運な人間なのだと！

　だからこそ、俺が掴み取ったものは……。

　ボオオォォォォォッッ！　とガソリンの水溜まりは火の海に激変した。俺たちの足元は赤い炎に包まれる。

「おおおおおぉぉぉッ!?」

　しかしそれだけでは収まらない。炎はすぐに車体内のガソリンタンクにまで燃え移り、大爆発を起こすだろう。

　それまで斑鳩さんが逃げないように押さえつけておかなくては！

「正人中尉……ッ！」

　しかし次の瞬しゆん間かん、俺の体は突風にさらわれて炎の中から脱だつ出しゆつさせられた。

　スカディさんだ。『ブリュンヒルデの鎧よろい』の飛行能力を振り絞り、俺を救出してくれたんだ。

　そしてそれから一秒足らずのタイムラグで、火の海は火柱となった、ついにガソリンタンクに引火したんだろう。爆風にあおられた俺とスカディさんも制御を失いアスファルトを転がる。

「ぐあはッ!?」

　強いショックが全身を襲ったが、俺にとって気にすべきことはただ一つ。

「斑鳩さんは……ッ!?」

　立ち上がってあの人の姿を確かく認にんしたが、俺のように脱出できた様子はない。完全に、あの火柱の中だ。

「正人中尉ッ！」

　もう少し詳くわしく確認しようとしたところで、後ろからスカディさんに抱きとめられた。力任せの抱擁だ。あまりに抱きしめる力が強すぎて、俺は口から内臓が飛び出そうになる。

「す、……スカディさんッ!?」

「何を考えているのですか正人中尉ッ!?　あと少し小官がお救いするのが遅おくれていたら、正人中尉は丸焦げに……ッ！　こんなものは勇気とは言えませんッ！　こんな、こんな、こんな……！」

　スカディさんは両目にいっぱいの涙なみだを溜めていた。こんなくしゃくしゃになったスカディさんの顔を見るのは初めてではないだろうか？

　そういえば以前にも、同じような状況で自分の体を粗末にして、美夜を悲しませたことがあった。結局俺は成長してないってことか。

「……スカディさんが、助けてくれるって信じていましたから」

　俺は、スカディさんの頭を優やさしく撫なでる。そうすると彼かの女じよは心を安らげてくれることを、俺は知っている。

「爆発寸前まで斑鳩さんを押さえていても、スカディさんの飛行能力とスピードならギリギリからでも脱出できる。その予想は頭の何ど処こかにありました。でも、その考えがチラリとでも明確になれば『天てん地ち造ぞう化か法ほう』が発動して、俺たちの勝利への道を塞ふさいだでしょう。完全無欠の相討ち狙ねらい、そうでなければ『天てん地ち造ぞう化か法ほう』は、俺に味方してくれなかった」

「…………？」

　訝しむスカディさんに、俺は先ほど届いたあのメールを見せた。





　差出人：十王厳げん破ぱ

　件名：十王正人殿どのへ。

　運命はみずからを信じる者に味方する。






　メール本文には素っ気なくそれだけが書いてあった。一見しただけでは、何を伝えたかったのかすらわからない簡潔すぎる文章。

　でも俺は、その一文をきっかけに、昔のある出来事を思い出すことができた。

「……オヤジが昔言っていた。『運命は自分から行動する者しか助けない』って。言われた時は何のことかさっぱりわからなかったし聞き流したけど……」

　何故か今、その適当に聞いていたオヤジの言葉がハッキリ甦ってくる。オヤジはその時酒に酔よっていて、いつもよりちょっとだけ饒じよう舌ぜつだった。

『――我々は、運命という概念を科学的に捉えることはできない。しかし人間が、その資質を最大限に使って争いあう時、運命は必ず重要なファクターとして勝敗に絡みつく。運命は、みずから行動を起こさない者を絶対に助けない。行動を起こし、前へ進む者の後を追ってくるのだ。それを見た後世の人間が、「天が英雄の味方をした」と評するのだ』

　その言葉は、あたかも今日斑鳩さんが言った『幸運は誰の前にでも転がっている。それを掴める者が運のいい人間で、一生見過ごし続けるのが運の悪い人間なのだ』というのと同じ意味なのだと思えた。

　みずから行動し、運を味方につけた人間が英雄と呼ばれる。

　ならば斑鳩さんの『天てん地ち造ぞう化か法ほう』は、斑鳩さんを絶対の英雄にするＭＴ能力なのか？　だがそれだと納なつ得とくいかないところがある。オヤジは『運命は、みずから行動を起こさない者を絶対に助けない』と言った。

　能力者当人が何もしないままに、ただ運命の恩恵を受け続けるだけの能力が『天てん地ち造ぞう化か法ほう』なら、それは真に運命を支配するＭＴ能力じゃない。

　明確な根拠など何もない。ただの言いがかりかもしれないけど、オヤジや斑鳩さんの姿を思い出すと、そう考えるしかない。

　オヤジは『運命はみずからを信じる者に味方する』とメールしてきた。

　それは、運命を支配する『天てん地ち造ぞう化か法ほう』は、能力の主である斑鳩さんだけの味方をするんじゃない。自分自身を信じる、その条件を満たす者なら誰にでも味方するって言いたかったんじゃないのか。

　だから俺は、その考えに賭かけてみた。

　己おのれの考えを一点の曇くもりもなく信じ、捨て身で作戦を実行した。

　その結果、踏み潰されて火種の残っているかどうかもわからないタバコの吸い殻は見事にガソリンに引火し、斑鳩さんを丸焼きにすることができた。

「きっと『天てん地ち造ぞう化か法ほう』にとって、能力主の勝敗すら些細な問題なんだ。運命という巨きよ大だいすぎる事象を支配するために、より運命を惹きつける人間が現れれば、ソイツに味方する……！」

　本当に不思議な能力だ。まるで世界の秘密の一端を垣間見たかのような気分だった。

　ポツ、ポツと雨が降り出だした。

　それはすぐにバケツをひっくり返したような土砂降りとなり、炎上中の車を鎮火させている。

　これなら駐車場内の他の車に引火することもないだろう。もともと、爆発したあの車自体にもガソリンはあまり貯蔵されていなかったようだ。

「しかし……」

　本当にこれでよかったのかな？　成り行きとはいえ人一人、車もろとも丸焼きにしてしまった。言い逃のがれしようのない殺人事件だ。

　もっとも、こうでもしない限り倒せそうにない斑鳩さんの方にも問題があるのだが。死んでるだろうなあ。これで死んでなかったらもう人間じゃ……。

「……よいしょっと」

　そして俺は、信じがたいものを見た。

「そんな……、ウソ……!?」

　スカディさんもその光景を見て、我わが目を疑っている。

　俄か雨によって勢いの弱まった炎から、一つの人ひと影かげが現れた。女性のように細くありながら、しかし間ま違ちがいなく男性の硬さをあわせもつ、斑鳩青盛その人だった。

　ガソリンの引火に巻き込まれ、大爆発の只ただ中なかにいてなお、死なないっていうのか、あの人は!?　本当に人間じゃない！　もはやＭＴ能力がどうこう言うレベルじゃない！

「やーねー、ヒトをターミネーターみたいに見ないでくれる？　さすがのアタシだって焼かれれば死ぬわよ。『天てん地ち造ぞう化か法ほう』は世界干渉を行うだけで、アタシ自身は生身だしね」

「じゃあ、何故……？」

　ブルブルと震える俺に、斑鳩さんは冷めた表情で言う。

「タネのある脱出手品よ」

　斑鳩さんが指さす方を向くと豪雨のせいでほとんど鎮火した車の足元に、マンホールがあった、しかもその蓋が……。

「開いてる……？」

「あんな脱出路がすぐ下にあったのも、『天てん地ち造ぞう化か法ほう』の効果かもね。『天てん地ち造ぞう化か法ほう』はアナタにチャンスをくれたみたいだけど、アタシにもくれたのよ？　天がすべてに対して公平であるように」

　では斑鳩さんは、車が爆発する寸前、燃え盛る炎の中、あのマンホールを開けて、その中に飛び込んで爆炎や爆風をやり過ごしたっていうのか？

　普ふ通つうの人間ができることじゃない。たとえ『天てん地ち造ぞう化か法ほう』で運命を味方につけていたとしても、普通の人間だったら何十キロもあるマンホールの蓋を素手で開け、その下にある下水に躊躇なく飛び込むなんてできない。

　ＭＴ能力は、ただの超能力じゃない。能力者の信念、心象に影えい響きようされて、その特性や強さを決定づけられる。

　やっとわかった、斑鳩さんという人間に何故『天てん地ち造ぞう化か法ほう』という最強のＭＴ能力が宿ったか。それは斑鳩さん自身が、ＭＴ能力を差し引いてもどうしようもないくらいに最強の人間だからだ。

　完かん璧ぺきなＭＴ能力は、完成された人格に宿る。それを体現させた人間こそが斑鳩青盛だったんだ。

「がはぁあッ!?」

　考えの途と中ちゆうだというのに、いきなり殴り飛ばされた。殴ったのはもちろん斑鳩さんだ。またしても三メートルほど宙を飛ぶが、今度は車に衝突せずアスファルトの上を転がる。

「正人中尉……ッ!?」

　その光景を見て、スカディさんが俄にわかに抵てい抗こうを試みようとするが。

「いい加減にしろ」

　斑鳩さんの一睨にらみで、スカディさんは一挙に抵抗の意志を奪うばい去られた。

「たまたま与あたえられた大能力に頼りきり、己が真意に気づかぬふりをする者に、『天てん地ち造ぞう化か法ほう』は味方をしない」

「あ……、あ……」

「男と男の勝負がここまで極まったのだ。女ごときがこれ以上口出しをするな」

　スカディさんは最後の気力まで砕かれ、その場にヘナヘナと座り込んだ。『ブリュンヒルデの鎧』が解除され、それ以前の普ふ段だん着ぎに戻る。それは彼女の心が完全に折られたことを示していた。

　そして斑鳩さんは、倒れる俺の下まで歩み寄る。

「……よく見み抜ぬいたわね。アタシの『天てん地ち造ぞう化か法ほう』の正体を」

　豪雨に打たれながら、倒れる俺と、二本の足で立つ斑鳩さんが対たい峙じする。

「たしかに運命は、何も為さぬ人間の味方をしたりしない。大いなる欲望をもち、みずから行動を起こす人間に、運命はおのずから味方する。ある者は数百本の矢の雨を潜りながら傷一つなく、またある者は荒天によって敵軍を押しとどめた。そうして勝利を得た者を英雄と呼んだ」

　その語り口は、かつてオヤジが言ったこととほぼ同じ内容だった。

「アタシの『天てん地ち造ぞう化か法ほう』の効果は、より正確に言えば英雄に天が味方する不可思議な現象を、極限まで顕けん著ちよ化させること。人は行動しさえすれば、誰でも英雄になれる。それでもアナタぐらいのガキが、『天てん地ち造ぞう化か法ほう』に認められるほどに人じん気きを発揮するとは思わなかったけど」

　……そうか、斑鳩さんが無敵なのは、決して『天てん地ち造ぞう化か法ほう』という完璧なＭＴ能力をもっているからじゃない。

　斑鳩さんも、斑鳩さんの人じん気きをもって『天てん地ち造ぞう化か法ほう』を従えているんだ。

　悪の頂点に立ち、悪の世界を支え続けるこの人だからこそできる技。

　それを、ほんの少し覚かく悟ごを決めたぐらいで、ちょっぴり『天てん地ち造ぞう化か法ほう』の恩恵を掠め取れただけの俺なんかが、勝てるわけがなかったんだ。

「自分を信じてみた気分はどう？」

　斑鳩さんが悪戯いたずらっぽく笑った。そこには試練を乗り越こえた若者を迎える師のような温かみがあった。

「言い逃れはできないわよ？　『天てん地ち造ぞう化か法ほう』は、自分を信じられない中ちゆう途と半はん端ぱな人間には絶対味方しない。己を信じ、尚且つ捨て身で行動できたからこそ、アナタは『天てん地ち造ぞう化か法ほう』を通じて天を味方にできた。アナタはまだ、自分を見捨てきれてないってことよ」

「……それでも、アナタには負けた」

「こっちも悪の大親分のキャリアがあるからねぇ。でもそれで？　負けたからってスッパリ諦めるの？　アナタが自分の手で育ててきた組織も、そこで出会ってきた人々との繋つながりも」

　まさか。それこそ死んでも諦めるものか。

　でも俺は事実として地に伏し、もう斑鳩さんにパンチ一発放つこともできない。

　心のどこかで「もう充じゆう分ぶんよくやった」と慰めてくる自分もいた。俺の力だけでは斑鳩さんにはかなわなかったんだ。

　そう思った時、俺の視界に、あるものが留まった。

　それは、斑鳩さんが使っていたテレビ、この駐車場から水着大会を観戦するのに使っていた小型テレビ。

「ふははははは！　はははははは！」

　突とつ然ぜん笑いだした俺を、斑鳩さんはキョトンとした顔で見下ろす。

　それもそうだろう。満身創そう痍いで地面に伏している人間が、何の前まえ触ぶれもなしに壊れ気味で笑い出せば、正気を失ったかと思うだろう。

「……斑鳩さん、俺たちの勝ちだ！」

　その言葉でいよいよ斑鳩さんは俺の正気を疑ったようだ。

「ずいぶん大きく出たわねえ。威い勢せいのいい宣言だけど。口だけで実が伴わないのは虚しいだけよ。アタシは立って、アナタは倒れている。これをどうアナタの勝ちっていうの？」

「……俺の、じゃないですよ斑鳩さん。俺たち、の勝ちだ！」

　斑鳩さんは、ますます訳がわからぬというように首を傾げる。そんな斑鳩さんに、俺は倒れたままあの小型テレビを指し示した。

　そこには、信じがたい光景が映し出されていたんだ。

『レポーターの伊い佐さ波美と！』『タピ岡おかだＺＥ！』

　ここからスタンド席を隔てたすぐ向こう側で行われている水着大会。本来、今日のメインだ。

　それなのに俺たちは、こんな裏側で益なき殴なぐり合あいをしているわけだが、考えてみれば本当に益のないことだ。

　何故なら、そもそも俺おれと斑鳩さんの勝負は『水着大会でどのチームが優勝するか』という賭けだった。斑鳩さんがアザゼルバンクチームに賭け、そこが優勝すればスカディさん、美夜、緩花、団長らを自分の組織に移い籍せきさせるという約束だった。

　それが今……。

『会場では大変なことが起こってるんだＺＥ！　シャーウッドとマッドエンペラーチーム、急激な追い上げ！　一気に逆転しちまったんだＺＥ！』

『さっきまで一位だったアザゼルバンクさんは、いまや最下位！　点差もどんどん開いちゃってるのですー！』

　画面が、競技の模様を映したものに変わる。そこにはＭＴアームズを駆る緩花が、アザゼルバンクチームの競技者目め掛がけて大人げない一撃を放つ。

『――――ＭＴアームズ『母なる大河アムリタ』！』

　巨大な津波に呑み込まれるアザゼルバンクチームの女の子。彼女らは波が静まった後、あえなく水面にプカーッと浮うかんだ。

『あーーーっと、これでアザゼルバンクチームは本種目も最下位決定なのですよー！　揺ゆらぐ一位の座ですー！』

『このピンチを前に、アザゼルバンクチームのフレやん選手にインタビューだＺＥ！』

『あーん！　もーどこ行ったのよディ姉!?　ディ姉がいないと、あのチート二人どうにもなんないよーッッ!?』

『ゲリラ豪雨も蹴散らす会場のテンションなのですよー！』

　チート二人とは、シャーウッドチームの美夜と、マッドエンペラーチームの緩花のことだろう。

『千越オーバー・えサウザンド』は『千越オーバー・えサウザンド』でしか対処できない。その大前提あるゆえに各チーム一人ずつ『千越オーバー・えサウザンド』を配置しゲームバランスを整えたのだが、その『千越オーバー・えサウザンド』がいなくなったチームは、一気に敗勢に傾くしかない。

　では、アザゼルバンクチームの『千越オーバー・えサウザンド』は何処にいるのか？　ここだ。アザゼルバンクチームのリーダーとなったスカディさんは今ここで、俺同様にボロボロだ。

「スカディさんが俺を追ってきてくれたおかげで競技バランスが崩れ、アザゼルバンクチームは一気に不利になった。今のアザゼルバンクチームに、美夜や緩花をなんとかできる人材はいません」

『フォォォーーー！　なんだか私も盛り上がってきましたなのですよぉー！　このタイミングなら行けます！　伊佐波美！　ＤＬダウンロードＣコンテンツで登場です！』

『な、なんか団長さんがゲームの隠かくしキャラみたいなノリで参戦してきたんだＺＥ!?　みんな逃げてだＺＥＥＥＥＥＥーーーーーー!?』

　どうやら終しゆう盤ばんの爆ばく発はつ的てきな追い上げという燃える展開で、団長の自制心が振り切れたようだった。

　俺からはテレビの画面越しに見るスク水姿の団長が、不殺ころさずの誓ちかいも忘れてプールへと突とつ入にゆう。

『四十八のおしり奥おう義ぎの一つ！　おしり増えるワカメです！』

　プールに入った団長は、水と接せつ触しよくした途端にポコポコと分裂し、ネズミ算式に大増殖する。その数は一気にプール内で競技する水着女の子たちと同数になり、そのまま襲い掛かり、お尻しりにむしゃぶりつく。

　無論、一人につき一団長の配分でだ。

『うぎゃーー!?　やめるんだＺＥ団長さん！　このままでは競技の進行がピンチだＺＥ！』

『……おや、よく見たら、ここにも美び味みげなおしりがあるのですよ？』

『ここに来て、ついにオレ様まで獲え物ものと認にん識しきされたんだＺＥ!?』

『今時の女の子の憧あこがれ！　スタイルよさ気のピッチリ小こ尻じりいただきますですよぉーー！』

　タピ岡まで捕まり、プール内はもはや団長で煮立った地じ獄ごくの釜風味になってしまった。

　なんかもう競技とか関係なくなってそう。

「スカディさんは、アナタがブチのめしてくれたせいでもう競技に戻れない。もうアザゼルバンクチームに、巻き返しのチャンスはない……！」

　というかもう団長のハッスルのせいで、何処の勝ちとかわかんない状態になってるけど。

　だがそれすらもどうでもいい。要は、今日の最初に斑鳩さんが俺たちにもちかけた賭け、それさえブチ壊してしまえば俺たちの負けはないのだから。

「虫のいい話ねえ。そもそもアナタは、その賭けをご破算にするためにここへ来たんじゃないの？」

「そんな昔のことは知りませんね……！　どっちにしろアンタは、賭けの無効化を蹴った。である以上まだ賭けは生きている。ならばアザゼルバンクが一位を取れなかったことが、俺たちの勝利だ！」

「アナタたちの勝利？」

「そうだ！　俺たちの……！」

　俺と斑鳩さんは上下の立ち位置から睨み合う。

　そこまでの問答が終わり、沈ちん黙もくが訪れる。その沈黙を破ったのは……、

「フフッ、フフフフフフ……！」

　……斑鳩さんの笑い声だった。今度は斑鳩さんが正気を失ったように笑いだし、周囲を満たす。

「フフフフ……！　なるほどね、アナタの勝ちでなくアナタたちの勝ち。おしり団全体でアタシに勝ったってことね！」

　そう、俺個人は斑鳩さんによって完膚なきまでにコテンパンにされた。

　悪の頂点と称えられる斑鳩さんには、俺など到とう底てい勝ち目はない。それでも俺だけじゃない。俺のいるおしり団には、美夜、緩花、団長、そしてスカディさん、皆みなの力を合わせれば、不可能だって可能にできる。

　その結果の勝利だ。俺たちは俺たち全員で、斑鳩さんに勝ったんだ！

「フフフ、フッフハハハハ！　わかった、わかったわよ、どこまでも強情なガキね……！」

　斑鳩さんは、本当に、心の底から愉しそうに笑った。

「いいわ認めてあげる。アナタの、いえ、アナタたちの勝ちよ」

　その言葉が斑鳩さんの口から出たことで、俺たちの戦いは終結を迎むかえた。

　何をもっての戦いなのかはわからない。だが俺たちは、斑鳩さんという巨大な人格に触れ、その影響に大きく惑いながら、それでももがき足あ掻がき、最後には認めてもらったということなのだろうか。

　この人との邂かい逅こうが、俺にどのような影響を与えるかはわからない。プラスになるのか、マイナスになるのか。

　しかし俺は、とりあえず…………。

「おおおおぉぉぉぉぉッッ！」

　斑鳩さんの顔を殴りつけた！

「ほぐおっ!?」

　ベチッと格好のつかない音をたてて、俺の拳こぶしが斑鳩さんの顔面にめり込む。斑鳩さんの方もまったく予想だにしていなかったと見えて、さっきまでの鉄てつ壁ぺきさが微み塵じんもなかった。

「え？　……何な故ぜ？」

　傍そばからスカディさんが困こん惑わくの声を上げる。

　拳は、立つ力すらない俺の膝ひざが崩れるとともに、ズルズルと滑すべり落ちていく。その下から、見事にめり込んだ斑鳩さんの顔が現れるのだった。

　タラリと、その鼻から鼻血が垂れる。

「……アナタの……」

　地響きのような斑鳩さんの声。

「アナタの勝ちだって、言っただろうがァーーーーーーーーッッ！」

　今日何度目か知らないが、俺の体がまた宙を飛んだ。
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　雨はもう上がっていた。

　水着大会の会場から少し離はなれたところにある公園を一人の男が歩いている。

「あー、クッソ、鼻血なんか流したの何年ぶりかしら？」

　それは斑鳩青盛だった。鼻血はもう止まったのか、鼻の穴に指を突っ込んで血の固まりをボリボリ落としている。

　歓かん声せいが遠くに聞こえる。それは会場から響くイベント成功の証明であるのだろうが、もはやそのことに斑鳩青盛の興味はないようだった。

　彼かれはもう、一つの仕事をやり遂とげたのだ。

「……お疲つかれ様さまでした、か？」

　横合いからかける声に、青盛は反応する。

　そこには閻えん魔ま大王のような強こわ面もての中年が立っていた。青盛に向けてハイライトの箱が差し出されている。

「いいの？　正義の司令さんが路上喫煙なんか勧めて？　アタシなんかついさっき、その報いで生きたまま火あぶりにされたのよ？」

「問題ない。今回はコレがある」

　そう言って、正義の組織ＭＩＮＯＳ司令、十王厳破が取りだしたものは、携けい帯たい灰皿だった。

「あー、なるほど。火あぶりにされたのは路上喫煙じゃなくポイ捨ての罰ってわけ」

　青盛はそれ以上何も言わずにタバコのフィルタを咥え、厳破が火をつけるのを為なすがままに待つ。

　雨上がりの涼気を含ふくんだ風に、タバコの煙が二筋上る。

「アンタの息子むすこ、思った以上にブッ飛んでたわね」

　口火を切ったのは青盛からだった。

「最後にあの子がアタシを殴ったのはね。自分自身の敗北を決定的にしたかったからよ。勝ったのはあくまでおしり団。自分じゃない。殴る以前じゃそれがうやむやになりそうな雰ふん囲い気きだったから、ワザとアタシに逆襲させることで自分の敗北を印象付けたの。まったく強情なのにもほどがあるわ。そーまでして自分の価値を否定したいとはね」

「……今回のお前は、いやに心が狭せまかった」
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　厳破の不意な物言いに、タバコの灰を落としかけていた青盛の手が止まる。

「ゲンさん、そりゃ買い被りってもんよ。いくらアタシが温厚だからって前触れもなく顔パンされればキレもするって……」

「そこではない、お前は、アレの望みを頑なに認めようとしなかった」

　十王正人に欲望はない。以前の会談で青盛はそう言っていた。

　しかし本当は、彼は見つけていたのだ。正人の中に燻るささやかな欲望。それは正人が安住する場所、自分を認めてくれる仲間たちのいる組織おしり団を守りたいという欲望だった。

「お前は、アレの小さな欲望を揺さぶり、暴き立てながら、それを決して認めようとしなかった。それゆえに決定的な衝突となるまで対立は深まった」

「そうねえ、本来なら欲望には、大小はあっても貴き賤せんはないわ。覇王が世界を握にぎらんとする欲望も、一市民が家庭を築き、それを守っていきたいという欲望も貴さは変わらない」

　青盛は常々『人間の価値はその者のもつ欲望で決まる』と言う。

　野望も、希望も、願望も、皆等しく欲望。その中で、ある特定のものだけを違ちがうと否定するのであれば、それは悪の巨きよ頭とうとしてあまりに狭きよう量りようではないか。

　自分のみを神聖視し、それ以外の価値観を否定するのが正義なら。

　その対極にある悪は、自分自身はおろか、自分と相反するものもすべて受け入れ、肯こう定ていする者のことを言うのかもしれない。

　少なくとも十王厳破が知る限り、斑鳩青盛ほどそのような悪を体現した者はいなかった。

「アタシが今回、それでもあの子を突つっつき続けたのは、一つはあの子の覚悟のほどを見たかったから。自分の望みを奪われんとした時、敵をブチ殺してでも大切な望みを守ろうとするだけの覚悟があるか、確かめたかったから。……それともう一つ」

「それは？」

「あの子の望みが、あまりに悲しいから」

　正人は、十六歳さいの若さだというのに自分を捨て、他者のために己の望みを捧げている。

　己に絶望するがゆえだろう。己に希望をもてないがゆえに、他者に希望を見出す代償行こう為いともいえる。

　それは非難されるべきことだろうか。

　自分の望みが折れたからこそ、ヒトに優しくできることもある。みずからの望みを絶ち、無私となって、他人に尽つくすことができる。それは悲しいことだが、美しいことでもある。

　厳破も青盛も、長く生きてきただけに、そういう人間を幾いく人にんか見てきた。

「でもねゲンさん。あの年とし頃ごろの子は、もっと自分勝手でいいと思うの。ワガママに、自分だけを見て、驕ったことや間違ったことを繰り返しながら自分を見定めていく。そんな時期があってもいい。あの子にはね、もっと若いうちに無む駄だなことや楽しいことを、たくさんやっておいてほしいのよ」

「だから、今あるアレの望みを、叩き潰そうとしたと？」

　おしり団を潰つぶし、そのメンバーすべてを自身の庇護下に置くことで、正人をもっと自由な立場から、もっと明るい欲望を育ませていこうと青盛は考えたのか。

「でもまあ、余計なお世話だったわねえ。悪の大ボスともあろう者がとんだ善意の押おし売りだわ。その不覚を、あんなガキに一蹴されるなんて、衰えたかしらね」

　いまだ二十代と見み紛まがう若々しさをもちながら、その実厳破と同世代の青盛が煤けたような声音で言った。

　十王厳破が斑鳩青盛と初めて出会ったのは、二十八年前の市ヶ谷のオフィス。それ以来、厳破が数えきれないほどの悪と、数えきれないほど繰くり広ひろげてきた戦いに、もっとも多く立ち会ったのは他でもないこの男だった。

　十王厳破がこの二十八年間、どれだけの痛みや苦しみを背負ってきたのか。正義ゆえの矛む盾じゆんに身を潰されそうになってきたか。それを一番よく知る男は、斑鳩青盛をおいて他にいないだろう。

「……あの子、本当にアンタに似てるわねえ」

　二十数年来の盟友が、タバコの煙を弄もてあそびながら言う。

「自分を殺して何かに尽くすとことか。みずから進んで苦労を背負い込むところとか。だからアタシ見てられなくなったのかしら？」

「まるで、アレが私と同じ道を歩きそうだから止めようとした、と言いたげだな」

　厳破もまたタバコの煙を、とても旨そうに吐いた。

「あまり憐れんでくれるな斑鳩。私の人生にも、嬉うれしいことはあった」

「まさに今？」

　青盛のイタズラっぽい質問に、厳破は思わずタバコの煙で咽むせた。

「息子の成長を確認できて、内心ホクホクしているんでしょう？　正義さんの仕事をほったらかして、こんなとこまで来て。まったく同僚や部下を無む闇やみにビビらせる閻魔様も、我が子にだけは甘いわねえ」

「意外か？」

　二本の紫煙が、赤い空に立ち上って交わりながら消えていく。

　西の空は夕暮れになっていた。輝かがやきの衰えた太陽が、歴戦を積み重ねてきた二人の古ふる強つわ者ものを照らしている。

「……いいえ、アンタが子こ煩ぼん悩のうだってことは知ってるわ」
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エピローグ







　数日後、俺は斑鳩いかるがさんのオフィスを訪ねた。

「あらー、来てくれたの彼かれ氏しクン？　オジサンてっきり嫌われちゃったかと思ってたわー」

　相変わらずこの人の態度は軽い。たとえどんなに深い確執があったとしても、この人にとっては些さ末まつなことなのかもしれなかった。

「……別に、斑鳩さんよりクズい大人を何人か知ってますので」

　あの程度で人を嫌うようになったらキリがない。とりあえず俺は、昨日斑鳩さんから殴られたケガで包帯グルグル巻きのミイラ男状態だったが、それはあえて度外視することにした。

　ちなみに、後を引くようなケガはほとんどない。殴られた当時は内臓破裂したかと思うような痛みに襲おそわれたが、実際治療されると捻ねん挫ざや打ち身がほとんどで深刻な負傷は一つもなく、むしろ最後に斑鳩さんを殴った手首を捻ったのが一番重傷なほどだった。

　斑鳩さんが手心を加えてくれた、と思うのが一番妥当だろうか。でも戦せん闘とう中の凄すさまじい殺気は間違いなく本物だったんだが……。

　まあ、とりあえず今はいい。ここへ訪問した目的をまずは果たさねば。

「先日の水着大会、無事終しゆう了りようしたことを報告します。閉会式でスカディさん及びウチに所属する女の子全員の引退宣言もしましたし、尾おを引くことは一つもありません」

　最初はそういう目的だったんだよなあ、今となっては懐なつかしいぐらいだ。

　罠わな的にデビューさせられてしまったスカディさんを救うため、俺たちでアイドルとしてのスカディさんを抱かかえ込んで引退させる。

　そのための方策が、ここまでの騒さわぎに膨らんでしまうなんて。

「いい経験になったでしょう？」

「表情から心を読まんでくれますかっ！」

　相変わらず油断も隙すきもない斑鳩さんだった。

「ま、こちらとしては了りよう解かいしたわ。約束通りアタシは、スカディちゃんたちを寄よ越こせなんて二度と言わないし、コレも晴れてアナタたちのものよ」

　そう言って斑鳩さんが差し出したのは、アジトの権利書だった。当然オリジナル。今回俺たちを追い込んだ原因の一つではあったが……。

「……佐さ藤とうさんたちから聞きましたよ」

　俺が、この戦いの後に知った事実。

　俺はこれらの権利書が、斑鳩さんの有り余る情報力と財力でかき集められたものだとばかり思っていた。

　でも違った。これらはおしり団に吸収される以前のシャーウッド時代、悪の組織シャーウッドがみずから斑鳩さんに預けたものだったのだ。

「初代リーダーのロビンさんが逮捕されて、当時のシャーウッドは物もの凄すごく荒れていた。そうすると組織の共有財産を勝手に私物化しようとする輩やからも当然出てくる。佐藤さんたちはそれを避さけるために、第三者であるアナタへ緊きん急きゆう避難的にこれを預けたんだ」

　いつかシャーウッドがまとまり、正常に資産を運営できるだけの落ち着きを取とり戻もどした時、返してくれる約束で。

「今回の一件は、シャーウッドを引ひき継ついだおしり団に、これを返す資格があるか試したんですか？」

「そうでもあり、そうでないとも言えるわね。今回はアタシもちょっとはしゃぎすぎたわ。アナタっていう人間が興味深かったせいね」

　俺は、この人に試ためされたのか？

　終わっても、その辺はわからなかった。この戦いを経て、俺は斑鳩さんに色々なことを教えてもらったような気がするし、また本気で殺されかけた気もする。

　先日の戦い、スカディさんが駆けつける直前。拳だけで斑鳩さんにボコボコにされた俺は、一時真しん剣けんに死を覚悟した。

　その時脳裏をよぎったことは、今でも忘れることができない。

「……斑鳩さん。俺は、やっぱり俺自身に価値があるとは思えません」

　気づけば俺は、独りでに語りだしていた。必要以上のことは何も言わずに去るつもりだったのに、何故かこの人に聞いてもらいたくなった。

「俺は無能で、卑ひ怯きようで、望みをもつ資格のない人間だと、今でも思っています。こればっかりは何を言われようと曲げられそうにない」

「ゲンさん譲りの強情さね」

　茶化された。くっそう。

「でも俺は、その反面で、おしり団の皆を守っていきたいと望んでいます。何よりそう望んでいるんです。俺は今回のアナタとの戦いで、そのことを実感することができた。おしり団を守ること、おしり団で俺と共に生きてくれる人を守ること。それが俺の第一の望みです」

「そう、ならアタシからは何も言うことはないわ」

　と言う斑鳩さんの口調は、穏やかだった。

「アナタがそれを望むのなら、何があろうと掴つかみ取りなさい。なりふりなんかかまっちゃダメよ？　アナタもアタシも悪なんだから、手段を選ばないのが悪党のアドバンテージなんですからね？」

　悪戯っぽく言う斑鳩さん。そういえばこの人は、俺が知る中でも最高の悪人だった。

「斑鳩さんは……、どんな欲望をもっているんですか？」

　自然と、そんな問いが口から出た。

　人間にとってもっとも重要なものは欲望だと言い、人のもつ欲望の在り方に過酷なまでに厳しい要求をする斑鳩さん。

　そんなこの人自身の胸中には、どんな欲望が灯っているのだろうか。

「……アタシが、欲望を人間の物差しに使っているのは何度も言ってるでしょう？」

「はい」

「欲望はね、人間の原動力なの。アタシに言わせりゃ『できるからやる』なんて動機は不純なの。『やりたいからやる』の。人間、本当にやりたいことがあるなら『できてもできなくてもやる』。そして人が『できなくてもやる』と決めた時、『できない』を埋めるための何かを作りたい。そう思ってアタシはアザゼルバンクを立ち上げた」

　ＭＴ能力によって社会の束そく縛ばくを受ける人。その束縛を取り除く。それがアザゼルバンクの主要な活動だった。

　きっとＭＴ能力の他にも、『できない』の理由を様々に潰してきたんだろう。それがアザゼルバンクという組織なんだ。

　欲望を全肯定する斑鳩さんの作り出だした牙城。

「色々な『できない』がなくなって、人が自分の努力だけで望みを達成できるようになった時、どんな社会が出来上がるのか。アタシはそれを見てみたい。それがアタシの欲望ね。……そりゃあ、全部の人間がやりたい放題やったら、さぞかしカオスなことになるでしょう」

「そりゃあ……」

「社会は素晴らしくなるかもしれないし、逆に酷くなるかもしれない。仮に酷くなったとしてもアタシは責任を取るつもりはない。だからアタシは悪なのよ」

　それを聞いて、俺は苦く笑しようしてしまった。この人も俺と同じように、他者のために尽くすことを欲望にしてるんじゃないか。

　斑鳩さんも、俺の皮肉たっぷりの視線に気づいたのか、照れるようにフフフと笑った。

「ゲンさんは、そうもいかなかったけどねぇ……」

「!?」

　いきなり出てきた父親の名に、俺の意識が切り替わる。

「アイツは責任感が強いから、関わったものを見捨てることができないのよ。だからアタシが早々にドロップアウトした後も、アイツは体制に残り続けている」

「斑鳩さんは、ウチの親父と……？」

「彼氏クン、アタシから一つ忠告してあげる。ＭＴフィールドの使い手は、アタシだけじゃないわ。調子に乗ってＭＩＮＯＳミノスの本陣に攻め込もうなんて考えちゃダメよ」

　その言葉に、俺は鳩尾みぞおちに氷柱を差し込まれたように冷えた感覚を覚えた。

　俺はもう既すでにＭＴフィールドの恐おそろしさを身に染しみてわかっている。今俺の陣じん営えいにいる三人の『千越オーバー・えサウザンド』、スカディさん、美み夜や、緩ゆるや花かの全員が束になったところで、斑鳩さん一人を倒たおすことはできないだろう。

　俺は結局、ＭＴ能力についてまだまだ理解が足りていない。上には上がいるということも今回思い知った。

「……気をつけます」

　心の底から絞り出すように言うと、斑鳩さんはニコリと微笑んだ。

「オーケーよ、じゃ、こっちから話したいことはこれで終わり。忙いそがしい中呼び出して悪かったわね」

　忙しさで言えば、斑鳩さんの方が段だん違ちがいに忙しいだろう。人々の欲望を肯定し、数千という人々の欲望を集め、花咲かせるために築き上げられた悪の組織アザゼルバンク。

　その頂点に立つ斑鳩さんの日々は、いつも目まぐるしく、活力に満ちている。

　俺が部屋を出る間際、斑鳩さんの傍かたわらにある電話が鳴った。

「あーもしもし、……ヤダ何、武たけ田だクンじゃない？　最近どう？　噂うわさでは相当暴れてるらしいけど……、あー、なるなる。そういう話なら面白そーね…………」

　通話の邪じや魔まにならないようそっとドアを閉め、そのドアの向こうにいる斑鳩さんに頭を下げた。

　戸板一枚越しの礼。それが俺が斑鳩さんに払う、最大限の敬意だった。
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「……やっと終わった」

　肩かたから力が抜ける。とにかくも今回は疲れる事件だった。何と言っても斑鳩さんという大人物の意気に当てられて、終始気が抜けないんだもの。佐藤さん、鈴すず木きさん、田た中なかさんが、斑鳩さんを恐れる理由も今ならわかる。

　これなら正義相手にガチでやりあってた方がどんなに気が楽か……。

　初めて遭そう遇ぐうした新しいＭＴ能力、ＭＴフィールド『天てん地ち造ぞう化か法ほう』もデタラメすぎる威力だった。『運命』を操り、あの人を倒すためのどんなアクションも完遂前にひとりでに失敗してしまうとか、無敵すぎるじゃないか。

　それ以前の、偶ぐう然ぜんと思えるような様々な出来事も結局は『天てん地ち造ぞう化か法ほう』の仕し業わざだった。

「……ん、そういえば？」

　今回冒頭でやたらとラッキースケベが同時多発したが、もしやあれも『天てん地ち造ぞう化か法ほう』のせいなのか？

　俺と斑鳩さんが接触する先触れとして、俺の運命が変な感じに急上昇した。

「何と言うはた迷めい惑わくな能力……」

　それ以外にも、女子組の皆には迷惑かけまくったしな。望みもしないのにアイドル活動なんてやらせてしまったし。

　美夜などは危うくノーパンでステージに出るところだったし、緩花も武士の誇り的なところで相当な葛かつ藤とうがあった。団長はただひたすらボーナスステージだったみたいだけど。

　その中でも特に、スカディさんへの負担が一番大きかったのではないだろうか？

　今回、俺と斑鳩さんの攻防において一番矢面に立たされた人でもあるし、直接対決の際には真っ先に駆け付けてくれたのもスカディさんだった。

　思い出す。俺が最後に斑鳩さんへ顔面パンチを加え、その逆襲で意識を失うまで殴り返された時のことだ。

　俺が意識を取り戻すと、そこにもう斑鳩さんはいなかった。スカディさんだけがいた。

　倒れる俺を膝ひざ枕まくらで受け止め、俺のことを覗き込むその顔は、くしゃくしゃに歪んでいた。

　あの時のスカディさんの泣き顔を思い出し、胸が痛む。帰ったら、スカディさんに何か埋め合わせをしないといけないな。

「……そうだ、忘れてた」

　斑鳩さんの部屋から出たら真っ先にすべきことだ。スマホの電源を入れる。斑鳩さんとの会談中は、不意の着信で話の邪魔をしないよう、電源を切っておいたのだ。

　それを電源ＯＮにして、ついでにアジトに『これから帰る』と連れん絡らくを入れるか。

　ぴりりりりりりりりりりりりりりりり！

「おおうッ!?」

　電源ＯＮにした途と端たんに着信音が鳴りだした!?

　一体どういうこったよ？　確かく認にんしたら留守電やメールも入りまくってるし……？

　戸と惑まどいながらも電話に出る。

『ああっ、正まさ人とさんですか!?　……よかった、ようやく繋つながった！』

　スピーカーから聞こえてきたのは美夜の声だった、案の定というか、声がひどく慌あわてている。

『大変です正人さん！　今すぐ戻ってきてください！　大変なことが……、大変なことが起こったんです……ッ！』

　大変なこと？　何が起こったか知らないが、この十じゆう王おう正人、大変なことにはもう慣れている。たとえば団長がお尻大好きすぎて電車を止めたり、団長がお尻大好きすぎて野生の鹿が大繁殖したり、団長がお尻好きすぎて古代マヤ文明の遺跡を発見したとしても、もはや驚おどろく俺ではない！

　などと思っていた俺は、明らかに事態を甘く見ていた。

　スマホから美夜が告げた情報は、俺の想像をはるかに超こえて大変なものだった。







『スカディさんが、おしり団を辞めてしまったんです！』


ＥＮＤ









あとがき







　皆さん、お久しぶりですｏｒ初めまして。岡おか沢ざわ六ろく十じゆう四よんです。

　この岡沢六十四というのは当然ペンネームなのですが、デビューとなった本作一巻発売時、知人からお祝いの言葉と共によく聞かれたものでした。




「なんでペンネーム六十四なん？」と。




　その質問に僕は「じゃあ、このシリーズが四巻まで出たら教えますよ」ともったいぶったんですが、何故四巻だったかというと、その当時から今回の構想があったのです。

　つまりは斑鳩いかるがさんのＭＴ値六四に関することですね。

　ここから先は本編のネタバレになるのですが、本作の最強カテゴリ『千越オーバー・えサウザンド』を越える存在として、数字の大小に関わらず、数字そのものがもつ意味によって能力者の強さを決める、『意味ある数字カズタマ』という案をけっこう前から考えていました。

　斑鳩さんのＭＴ値六四は、古代中国の易えき経きようというものを元ネタにしています。細かい説明を抜きにしてザックリ言うと、この世のすべての出来事は六十四通りの図像で表現すことができるよ、みたいな考え方です。

　その六十四卦と照らし合わせることで、斑鳩さんのＭＴ能力は世界のすべてを支配することができるという風に表現したのが『意味ある数字カズタマ』なのですが、これが僕のペンネームである六十四とは――




　まったく関係ありません。




　そう、関係ないんですよ。僕のペンネームに使われている六十四の由来は、この僕、今でこそライトノベル作家の端くれですが、遥か昔に同人活動で漫画を描いていた時期がありました。

　その時に、

友人「岡ちゃん岡ちゃ～ん（あだ名）」

僕「んー？」

友人「ペンネームどげんするとー？」

僕「んー」

　というやりとりがあって、その時削っていたスクリーントーンがＩＣの六十四番だった、というのが真相です。

　それ以来六十四というペンネームを後生大事に使い続けているわけですが、先ほども書いたように、一巻発売時に知人からペンネームの由来を問われて「四巻が出たら教えますよ」ともったいぶって以来、一年以上も引っ張り続けてきたわけです。

　こんなしょーもない理由をここまでもったいぶって申し訳ありません！　と知人各位には平謝りするしかありませんが、そうした六十四という数字が偶然にも六ろく十じゆう四し卦けという昔の思想と合致した、というのも面白い話で、これもまた一つの数かず霊たまと言ってもいいのかもしれません。

　数霊というのは日本古来の考え方で、言葉に魂が宿るという言霊同様、数にも特定の意味や霊魂があるという考え方です。

　有名なものでは『四』が死と同じ発音で縁起が悪い。『八』が末広がりで縁起がいい、などです。

　一見無機質に見える数字にも、深く調べることで意味や心が宿る。そういうことを意識しておくと、日々の生活にも楽しみや潤いが増えるかもしれません。




　そんな感じで、今回四巻も手に取っていただき本当にありがとうございました。編集の南部様、イラストレーターのむつみ様、応援してくれる友人知人の皆様にも感謝を思いつつ、次の五巻もよろしくお願いします！







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


岡沢六十四先生／むつみまさと先生
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